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第３回神奈川県地方創生推進会議議事録 

 

名 称：第３回神奈川県地方創生推進会議 

開 催 日 時：平成 27年９月３日（木曜日） 午前 10時 00分から 12時 00分まで 

開 催 場 所：神奈川自治会館 ３階 会議室Ｎｏ．２ 

横浜市中区山下町 75番地 

出 席 者：◎牛山久仁彦、○齊藤英和、石井紀彦、浦川竜哉、大橋由紀子、黒田聡、

小室淑恵、ジギャン・クマル・タパ、白河桃子、関ふ佐子、露木徳行、冨田

幸宏、富山英輔、畑野耕逸、平位武、平井竜一、平松廣司、三崎幸恵、蓑宮

武夫、室田昌子、望月淳、山崎哲雄、ルース・ジャーマン・白石、若生正之、

秋山怜史、石本宇、桂由佳、菊地加奈子〔計 28名〕（順不同）（◎は座長、

○は副座長） 

次回開催予定日：平成 27年 10月 21日（水曜日） 13時 00分から 15時 00分まで 

問い合わせ先：政策局政策部総合政策課政策調整グループ 星野春雄 

       電 話 (045)210-3056（直通） 

ﾌｧｸｼﾐﾘ (045)210-8819 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

経過： 

１ 開会 

○ 政策部長：ただ今から第３回目の神奈川県地方創生推進会議を開催させていただきた

いと思います。早速ですが、牛山座長に議事の進行をお願いしたいと思います。よろしく

お願いします。 

 

○ 牛山座長：では、皆さん、おはようございます。本日も、よろしくお願いいたします。 

 議事に入ります前に、本日初めて出席される委員をお二人ご紹介させていただきます。

お手元に神奈川県地方創生推進会議の委員名簿をお配りいただいておりますので、ご参照

ください。それでは、まず小室委員です。お願いいたします。 

 

○ 小室委員：おはようございます。（株）ワーク・ライフバランスの小室と申します。残

業を減らして売り上げを上げるというコンサルティングをやっております。地方創生とい

うことに関しても、働き方ということが大きなキーワードになるのかなと思っております。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

○ 牛山座長：ありがとうございました。 

続いて、ルース・ジャーマン・白石委員でいらっしゃいます。 

 

○ 白石委員：皆さん、おはようございます。本日はどうもありがとうございます。皆さ

んと交流ができて、一緒に勉強させていただける機会を与えてくださって、ありがとうご

ざいます。（株）ジャーマン・インターナショナルというマーケティングコンサルティング

をやっておりまして、神奈川県に 25年ほど住んでおりますので、是非もっと多くの方をこ
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っちに呼べるように頑張りたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

２ 議事 

議題１ 神奈川県まち・ひと・しごと創生総合戦略中間とりまとめ（案）について 

○ 牛山座長： どうもありがとうございました。 

 それでは、本日の議題に入りたいと思います。本日は、まず事務局から、神奈川県まち・

ひと・しごと創生総合戦略中間とりまとめ（案）及び地方創生にかかる新型交付金、出生

率に影響を与える要因等につきまして、30分ほど説明をいただきたいと思います。 

 その後は、既に分かれていただいておりますが、基本目標ごとの四つの分科会で議論を

していただきます。分科会の割振りにつきましては、お手元にございます、第３回地方創

生推進会議分科会割振りのとおりです。事務局から事前にお送りいたしました事務連絡に

も記載がございましたけれども、分科会では地域特性を生かした神奈川らしい取組みにつ

いて、さらにご意見を伺っていきたいと存じます。 

 それでは、まず事務局から、神奈川県まち・ひと・しごと創生総合戦略中間とりまとめ

（案）等について、説明をお願いいたします。 

 

（中谷総合政策課長から資料１について説明） 

 

○ 牛山座長：ただ今、幾つか説明をいただきました。これにつきまして、参考にしてい

ただきながら、分科会ごとの議論に入っていきたいと思います。 

 分科会の進行につきましては、各座長にお願いしたいと思いますので、終了時間 12時を

もって、分科会ごとにこの会は終了していただいて結構ですので、各分科会での活発なご

議論をお願いしたいと思います。 

 なお、傍聴者の方でありますとか、市町村の皆様にはいすを持って動かしていただいて、

関心がある分科会の近くに座っていただいて、いろいろお聞きいただければと思います。

なお、途中で違う分科会へ移動していただいても全く差し支えございませんので、お願い

します。 

 それでは、各分科会座長の皆様、よろしくお願いしたいと思います。 

 

【第１分科会】テーマ：県内にしごとをつくり、安心して働けるようにする 

○ 平松委員：第１分科会の座長をお願いしたいと、事務局から話をいただきました。簡

単に自己紹介させていただきますと、私はかながわ信用金庫に長く勤めておりまして、そ

のご縁もあって、現在は横須賀商工会議所の会頭もさせていただいております。今回は、

一番年長ということで指名があったのだと思いますが、僭越ながら座長を務めさせていた

だきます。 

 それではさっそく、皆様からご意見をいただきたいと思います。ここでの議論は、結論

を出すとか、方向性を出すということではなく、自由にご意見を言っていただいて、それ

を事務局でまとめていただく形にしたいと思います。 

 第１分科会では基本目標１「県内にしごとをつくり、安心して働けるようにする」とい

うテーマで議論を行いたいと思います。今、経済全体も大変な状況だと思っておりますが、
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雇用という面でも大変で、仕事に就けない状況にあります。仕事に就けない理由のひとつ

に、私は業種の減少があるのではないかと考えています。もちろん、中小企業の数も減っ

ていますが、それ以上に業種そのものが減っているということです。勤める先がなくなっ

ていくということになると、新しい仕事をつくっていくところに力を入れるという流れに

なるのだと思います。そして、そこで安心して働けるような地域づくりを目標にしていく

ことになるのかなとも考えています。 

 前置きが長くなるといけませんのでこれくらいにして、お手元に資料があると思います

ので、ここについて何かご意見等ございましたら、よろしくお願いいたします。 

 なければ、親しい方から、ご指名をさせていただくと思います。 

 

○ 望月委員：ご指名ですので、横浜銀行の望月です。平松理事長には常日頃よりいろい

ろとご指導をいただいております。 

 交付金については自分なりの考えがあります。交付金というのは未来永劫続くものでは

なくて、何らかの事業を立ち上げるためのスタートアップに使うべきであると常々思って

います。ですから、交付金は継続的に出てくるものではなくて、むしろきっかけを作るた

めの資金、つまり、民間で言えば資本金のようなイメージだと思っています。その後は交

付金に頼らない自立的に回せるような仕組みを作っていかないと、その先には進まないの

ではないかなと思っています。 

 その中で、特に稼ぐ力の向上ということが最も重要なことなのかなと思っています。稼

ぐ力、つまり、労働生産性の向上をどう図っていくのか。労働生産性が上がれば、効率が

良くなるわけですから、収入が増えていくというプラスの効果がある。収入が増え、豊か

になれば、そこに人が集まってくる。仕事をきっかけに人が集まる仕組みができるのでは

ないかと。 

 そのためには、一つには、先ほど平松理事長がおっしゃった、新しい仕事をつくるとい

う、起業・創業サポートをしっかりとしていく仕組みづくりというのが必要だと思います。 

 また、既にオペレーションをしている、地元の企業の成長をサポートしていく、その企

業のオペレーションが更に大きくなれば、更なる仕事が生まれてくると思います。それも

仕事をつくるということにつながります。つまり、既存の企業のサポートというのをどう

するのかというのも、今後必要ではないかと思います。 

 もう一つ、これは切実な問題として、私どもの銀行でも起こっていることです。事業所

を減らさない仕組みというのも大事かなと。経営者の高齢化が進み、そこから事業をどう

うまくバトンタッチしていくのかを悩んでいらっしゃる、私どものお客様も多いです。地

方創生の戦略の一つとして、事業所の数を減らない、 つまり、雇用を確保、維持するとい

うことも、新たな目線としての施策が必要ではないかと思っています。 

 例えば事業所を減らさない対策としては、地元の主要産業とのコミュニケーションを強

化するとか、勉強会を開催するなどの取組みをやるべきだと。神奈川Ｒ＆Ｄ推進協議会と

いうのがございます。これはどちらかというとＲ＆Ｄの分野ですけども、もっと身近な分

野でも勉強会を行っていくというのも必要ではないかと思います。 

 また、事業所を減らさない対策のもう一つとしては、円滑な事業の引継ぎというのを実

現するために、各自治体と連携して事業承継の対策というのを練っていくというものも必
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要ではないかと思っております。 

 いずれにしても、まずは企業と自治体とのコミュニケーションがしっかりできていくこ

と、そして、各自治体が自分たちの地場にある産業のどこが強みなのかをしっかり理解す

ることが重要です。今、ＲＥＳＡＳという、地域経済分析システムがあります。これを活

用して付加価値分析をするなど、まず、現状認識をしっかりとした上で、どこを伸ばして

いくのかを考えていく必要が各自治体にあります。一方で、県としては全体をコントロー

ルしながら、県としてどこまでこの地方創生にのっとって仕事をつくっていくかという施

策を地域ごとに打つべきではないかと思います。 

 

○ 平松委員：ありがとうございました。ご自分のお仕事の視点からお話いただきました。

ほかの皆様、ご自分のお仕事を通じてのご意見でも結構です。どうぞお願いします。 

 

○ 小室委員：（株）ワーク・ライフバランスの小室です。 

 今、望月委員からのご発言にもありましたけれども、労働生産性ということを生業とし

て仕事をしておりまして、今、実は地方創生の仕事のご依頼が非常に多くて、何をやって

いるかというと、今、三重県さん、京都府さん、盛岡市さん、熊本県さんからのお仕事な

のですが、その県の主要な企業の労働時間を短くできるコンサルティングをして、その分、

１人当たりの労働時間は短くなるのですが、もう少し多様な人材を雇用するというような

形で、それまではパートタイムの女性というのはわざわざ採用しないという企業が多かっ

たのですけれども、全体の労働時間が短くなれば、育児中の女性を採用するということへ

のハードルが非常に下がっていて、副次効果は、管理職を東京で務めていたような男性が

介護をきっかけにいったんは介護離職をして、地元の親のために仕事を辞めて地域に戻っ

てきて、いったん無職になっているという、かなりキャリアを積んできた男性というのが

いらっしゃって、そういう方たちが、時間が短いのであれば親の介護をしながら地元で再

就職をするということが少しずつできるようになってきていて、いわゆる介護や育児の人

材をうまく活用しながら、既存の従業員の残業による疲弊を改善していくというようなこ

とをやっています。 

 これは、企業数は増えないのですけれども、雇用数は非常に増えてくるという形になっ

ています。これは私たちがコンサルしたのではないのですが、既に大阪厚生年金病院（現：

地域医療機能推進機構大阪病院）さんという所が医師や看護師の数を６割増やしまして、

６割増やした中には週３日の方とか、４時に帰る方とか、いろいろな方がいるのですけれ

ども、そういった医師や看護師を６割増やしたことによって、従来の疲弊していた医師た

ち、一人ひとりが８時間ぐらいで働けるようになって離職しなくなって定着率が上がった

というような効果で、今、利益が８億円で、取組み前の３倍になっています。最初６割増

やすと考えたときに、人数を増やすということにリスクを非常に懸念したそうなのですけ

れども、結果としては、お客様の満足度がものすごく上がって、優秀な人が、あの病院で

あればいろいろな条件であっても働けるということで、能力のある方が自然に集まるよう

になったということがありました。 

 こういった多様な方を活用しながら、かつ、全体の労働時間を短くすると、かなり従来

の方も生産性が上がるようになって、そういったところをサポートしていくということが、
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企業数は急には増やせないのですけれども、そこの働く方というのは増やせる大きな可能

性があると思っています。 

 目標３に重なっちゃうのですけれども、目標３で少子化とか、女性の結婚というところ

が書いてあって、私の意見はこちらに反映されて、ワーク・ライフ・バランスのことが書

いてあるのですが、今、私は政府の委員をやっていまして、一番今、政府で話題になって

いるのが、夫婦が１人目を持ったときに夫の帰宅時間が遅く、家事、育児の参画時間が短

いと２人目以降が生まれている確率はすごく低くなっているのが内閣府のデータに出てい

まして、こういった企業の雇用を創出するというようなことと、労働時間を圧縮していく

ということをやると、この基本目標１にもなりますし、基本目標３の解決、出生率が上が

ってくるということにもなりますので、労働時間を減らすことに対するサポート、既存の

企業に対するサポートというようなことは、今、他の都道府県でもやっていますので、有

効な策ではないかと思います。 

 今書いてある、２、３ページを全体的に見ると、介護に関する記述があまりないかなと

持っていまして、介護でいろいろな制約を持つ人材というのが多様な人材の一つですので、

そこについてももう少し記述した方がいいかなと思っています。 

 

○ 平松委員：ありがとうございました。働く時間が少ないと生産性が上がらず、利益が

上がらないというのは昔からよく言われるパターンですが、そうではないという良い事例

を発表していただいたと思います。 

 

○ 畑野委員：先ほど望月委員がおっしゃった、働く場を減らさない、事業所を減らさな

いといった視点でお話をされたと思っています。事業所を減らさない、あるいは増やして

いく、これは根っこがどこにあるかというと、やはり減り方ですから、廃業するとか、あ

るいは県外、海外に出ていくとか、大きくそういうところがキーワードとしてあるような

気がいたします。 

 全体の流れで、やはり神奈川県に限って見ますと、どちらかというと全てのベクトルは

減っていく方向に向いているのではないかなという気はしています。これは、もともと神

奈川県の産業の成り立ちそのものが、ものづくりからスタートしていって、そこにものづ

くりの企業が集積していって、全国から人が集まってきたというようなところで、神奈川

県の大きなベースができたような気がしているのですが、そういった面で見ていきますと、

やはりものづくり企業がどんどん県外、あるいは海外に展開をしていっていると。そうい

った環境の中で、企業が減り、事業所が減るといったような流れがあるのではないかとい

う気はしております。 

 前回もこういうものづくりに対して何らかの取組みをした方がいいのではないかといっ

たことは申し上げたのですけれども、率直なところ現時点で言うと、なかなか解が見つか

らないというのも本音のところなのですね。 

 ただ、新たなファクターとして、県で今進めている大きな特区ですとか、あるいはライ

フイノベーション、それからロボットといったようなところで見ていきますと、それをベ

ースにしながら、派生的にそれに力を入れていくことによって、底辺が広がっていく可能

性があるのではないかなという気がしております。 
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 もともと企業が減っていく大きな理由というのが、いろいろなものが高いというか、コ

ストの面が非常に大きいような気がするのですね。土地が高い、人件費が高い、エネルギ

ーコストが高い、税金が高いといったようなことをよく言われますけども、そこの部分に

関して、何らかの工夫をすることによって、企業の誘致ができればもちろん一番いいので

しょうけども、定着とか、減少を減らしていくといったような施策というのが、今後は、

少しは有効なのではないかと思っております。 

 

○ 浦川委員：今お話がありました、一つのキーワードがものづくりというところで、や

はり神奈川の特色である、ものづくりの形態が、産業構造、社会構造が変わってくること

で大きく変わってきたような気がします。 

 大きな生産施設とかがどんどん海外にできていった。特に神奈川県央地区などは顕著だ

と思うのですが、そういった中で、その跡地の活用等が物流センター等にも変わっている

と。結局、神奈川県で生産をされていた部品や製品、中間材料が海外に移転する。これは、

先ほどもお話がございました、コストとか、いろいろな問題、それから労働力不足の問題、

労働規制の問題、いろいろあると思うのですが、結局、神奈川県で作るよりも競争力を持

たすために製品の品質を落とさず、コスト狭窄を起こさないために海外で作る。そのもの

や部品は、海外では当然地産地消になりますが、輸出して日本に戻してきて、それを神奈

川に戻す仕組みづくり、神奈川から出ていった企業が海外でものづくりをしている。その

製品や部品を現地で当然消費する、もしくはまた生産に再投資していくもの以外に、神奈

川県から出ていったものを神奈川県に戻す、やはり最後はそちらになるという気がいたし

ます。 

 それから、ものづくりの魅力が非常に薄れてきているというか、今この神奈川県でも例

外ではないと思うのですが、各産業、慢性的な人手不足、高齢化が進んでいます。その中

で、例えば我々は建設業なのですが、ほとんど工業高校を出て、もしくは学校の建設専門

科から出て、現場に行く人というのはまずほとんど志望者がいないです。１人で工業高校

へ行って、今、型枠職人になるとか、鉄筋工になる、鳶になりたいという人は、ほぼ皆無

に近い。そして今現場では、60 代、70 代の職人さんがまだ主になってきてしまっている。

どんどん 20代、30代は減っていく。その中で、現場の高齢化による事故やアクシデントも

増えていっている。その中で、やはりものづくりの楽しさ、原点というのを、もっと発信、

育成、各助成制度などもやはりその辺をもっと発信していく必要があるのかなと。 

 それともう一つ違う観点からすると、魅力ある食の安全、それから産業誘致といった形

で、今、川崎で、神奈川県のライフイノベーション国際戦略特区の中で、未病、再生医療

の考えも日本のこれから世界に誇れる産業、競争力がある産業の一つである、医療、メデ

ィカルの最先端、再生医療の全世界への発信を川崎の殿町のライフイノベーション特区で

今、建設のお手伝いをさせていただいております。 

 例えば再生医療、それから関東を見ますと、例えば千葉県の房総半島にあります、亀田

総合病院みたいな、世界からも検診に来るような画期的な新産業の誘致とか、そういった

ものがまだまだ開発し切れていない。その辺は、やはり研究、開発していく必要がまだま

だあるのではないかなと。元の話に戻りますが、やはり魅力ある神奈川県、その職場づく

り、そしてやはり海外へ出て行った、逆に、元神奈川県の競争力のある、作られた部品、
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製品を神奈川県に誘致する仕組みづくり、こんなことを考えていきたいなと思っておりま

す。 

 

○ 平松委員：ありがとうございました。魅力ある仕事場づくりというのは、非常に大事

ですね。 

それから、技術者の後継者、高齢化に伴って新しい人や若い人がその技術を継承してい

く仕組みがない、あるいは技術そのものを必要とする仕事がもうないということでした。

そういうところを変えていく取組みになるのだろうと思うのですが、ものづくりの魅力を

神奈川から発信していくという考え方は、重要だと思います。 

 

○ 露木委員：今ものづくりのところで、現場へ就職しようという人が、どちらにしても、

鳶とか、そっちの方へ行かないというのは、農業もやはりそういうところで、ものづくり

に対して、私は本当に魅力があると思うのですけれども、今の若い人たちとか、大多数の

人からすると、やはり魅力がない。他の分野もそうだと思うのですけれど、体を動かすと

ころだけ、これだけ働いてこれだけにしかならないのかということがやはりあるのですよ。

これだけ働いてもこれしか儲からないなら、普通のサラリーマンをやった方がいいやとい

う人たちが多いと思うのです。そういったところで、それでも魅力的なのだということを

伝えていかなきゃいけないし、やはり先ほど仕事時間のこともありましたけれども、これ

から農地は本当に余っていくのですよ。だから、それを１人が請け負って、それこそ先ほ

ど小室委員が言われていましたけれども、子育てしながらパートとしてやっていくには本

当に農業というのは適している業種だと思いますので、そういう部分で若い人を呼び込ん

で、研修なり支援なりをしていって、その人に起業をしてもらうという格好ですかね。そ

ういったものも必要だと思いますし、また、特区が神奈川県は三つあると思うのですけれ

ども、今、東京で都市農業特区というのを取る動きが出ていまして、深い内容とかはまだ

これからだと思うのですけれども、神奈川県は都市農業としての場所ですので、そこで東

京と連携を取ってなのか、参考にしてなのか、そういったところで神奈川県としてもそう

いった特区を取ってくる必要性があるのかなとは思っています。 

 

○ 平松委員：農業も労働力と生産性と利益、これらは、現実には皆様が思うほどなかな

かうまくいかないということがきっとあるのだと思います。 

 

○ 露木委員：そこは、もっと神奈川としてより販売できるような所を、県としても、他

の自治体としても、ＪＡグループ、個人としてもやっていく必要があると思うのですけれ

ども。 

 

○ 平松委員：販路拡大、販路をどこに求めていくかという点については、昔から首都圏

へという考え方で固定しているようにも思いますが。 

 

○ 露木委員：今は、変わってきていますね。本当に何十年も前は市場で、市場出荷が多

かったと思うのですけれど、今になってくると個人個人の農家さんとか、農協でもそうな
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のですけど、直売が増えていますよね。スーパーさんとか、そういった販売店さんも、農

家さんを入れてコーナーを作ってとかはやっていますので、大体今はやはり地産地消とい

うやり方が今のところは多くなっていますね。 

 

○ 平松委員：６次化という問題もありますよね。当金庫のお客様で、例えばメロンとか

スイカを作っていて、それをシャーベットに加工して販売に変えてくるというような農家

の方もいらっしゃいます。そういう動きはマスコミとかではよく耳にしますが、実際に生

産性を上げて利益を上げていくという取組みは、農家では結構やっておられるのですか。 

 

○ 露木委員：まだそんなには多くはないのですけど、国として６次化を推進していくと

いったところも、２年ぐらい前からの話ですから。 

 ただ、利益を上げている方は何名か知っていますので、自分の所だけが６次化じゃなく

て、やはり個人なりの農商工連携ですね。神奈川だと、どちらかというと、今のところそ

っちの方が、自分とレストラン等との提携をして連携を取っていくといった形が今のとこ

ろ多いと思います。 

 

○ 平松委員：また後ほど、そういう全体的なことでもお話を伺いたいと思います。菊地

委員は、いかがでしょうか。 

 

○ 菊地委員：私は公募委員で、仕事は社会保険労務士と保育園運営を主にやっています。 

 自分自身もそうなのですけれども、私が社労士として一番力を入れているところが、潜

在的労働力の社会復帰、社会進出に力を入れております。まずは女性、障がい者、シニア

といったところだと思うのですけれども、その方たちがなぜ働けないのか、もしくはなぜ

働かないのかというところに視点を置いて、そのことについて、働くようにいかに持って

いくかということを考えております。 

 一つ目が、神奈川県の通勤時間が日本一長いというところもありまして、なのに女性は

通勤時間、保育園の送迎も含めて３時間以上、そういった通勤に費やして、働いているの

は、時短勤務ということがあるので、その通勤の時間を生産的な時間に充てられないかと

いうことで、テレワークの推進ということも企業に導入しております。 

 もう一つ、潜在的労働力、働くことができるのに働かない人がこれだけいるにもかかわ

らず、企業が慢性的な人材不足を抱えているという問題もあります。そういった点で、大

手の運送業の女性活躍推進にも関わっているのですけれども、建設業も一緒ですが、運送

業は本当に慢性的な人材不足でどのように求人をかけても、そこに女性を入れることはで

きないかというところなのですが、長時間労働であったり、重い荷物の積み下ろしをする

ということで、なかなか運送業の女性がほとんど今まで来ませんでした。大型トラックの

運転手の女性の割合というのは 2.6％ぐらいしかいないのですけれども、実はそこに潜在的

労働力がいるかどうかというところを調べてみると、大型免許を取得している女性という

のは 10万人以上いるので、まだまだ６％ぐらいしか活用できていないという事実がありま

した。ということで、国土交通省でもトラガール促進プロジェクトといって、トラック野

郎からトラガールへ女性活躍推進が進んでいます。 
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 そのときに、どこに女性が働けない要因があるのかということで、どうしても妊産婦だ

ったり、育児中の女性というのが、肉体的な理由で重いものを運べない。高齢者もそうで

すけれども、そうであれば、そのトラックの積み荷の部分だけは男性がやって、運転だけ

を女性がするというような、構造自体を変えていくことも今もう進められています。 

 ものづくりに関しては、私は北海道のものづくり企業の女性活躍推進に携わっているの

ですけれども、そこで私がたくさん工場を見て思ったことは、やはり騒音であったり、同

じように大きな荷物を運ぶ、危険な機械も扱うということで、どうしてもなかなか女性は

入り込めないという現状はあるなと感じました。それでも女性は全く働けないのかという

と、人の声は聞こえるけれども、工場内の騒音をシャットアウトできるという耳栓が開発

されていたり、本当に少しずつ技術の開発というのがなされているのだなと感じています。 

 そこでもちろん労働力の安さというところにいくと、海外に工場を持ったほうが安いか

もしれないですけれども、これだけ働ける人がいるのであれば、常に国内で人材活用をし

ていくところに目を向けて、働けないと思っていた人たちが、私でも働けるのではないか、

というような企業づくりをする必要はあるのではないかと。それこそ、制度づくりであっ

たり、企業の組織、制度の部分であったり、働き方の仕組みそのものであったり、そのよ

うなものを抜本的に変えていく必要があるのではないかなと思っています。 

 最後に、保育園を運営しているというのを私は自己紹介でも言っておりますが、子ども

が５人おりまして、子どもを保育園に預けて働くということが本当に大変だったのです。

保育園に預ければ働けるというわけではなくて、まだまだ業種によるとか、保育園の運営

時間に合わない、それが大変だったということもあります。その中で企業が独自の働き方

に保育を合わせていく、子育てと働くことが融合していくということも必要なのではない

かということで、子育てと働き方といった部分も広げて考えていく必要があると思ってい

ます。少し話が広がってしまいましたけど、以上です。 

 

○ 平松委員：働ける人がたくさんいる、しかし、勤める所の業種に偏りがあってなかな

か入り込んでいかれない、ということですね。 

 それから、お子さんをもっているお母さんたちが、どうやって働いていただけるかとい

うのは、経済界とか、商工会議所も随分と模索をしているところです。例えば工場の横に

保育園を作って女性の登用と活用をしていく、そういう努力は進めてはいますが、まだ十

分には働いていけないことだと思います。これも、後ほど県内の仕事づくりとか、安心し

て働けるという中で、もう一回具体的な話をしていただけるとありがたいと思います。 

 

○ 若生委員：神奈川労働局の若生です。私の仕事として、基本的には労働条件の確保や

雇用のマッチングという形でやっているわけですが、神奈川県内の労働時間、働く条件の

一番大事な一つですが、全国で週 60時間以上働いている方の時間が日本で４番目に長いと

いうことで、神奈川県全体としてやはり働き盛りの方の長時間労働があるだろうと。 

 それから近年度は過労死と言われる事案が増えておりまして、日本の１割近くが神奈川

からの労働災害の過労死の請求が出ているということで、特定の企業、業種になるとは思

いますが、現状としては長時間労働がかなりあるのではないかと。業種によってだいぶ違

うのですが、日本の長時間労働の働き方について、それを、生産性を上げながらどう働き
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方を変えていくかというのは、やはり非常に大きな問題になると思うので、今、小室委員

からもございましたが、生産性を上げながら神奈川の企業の中でやはり新たな労務管理、

雇用管理をしている会社がありますので、そういう会社を、新たな取組みをしている所の

ＰＲとか、そういう形で各企業にそういう観点の働き方についての啓蒙、そんな観点が一

つ、神奈川を長時間労働でなく、非常にいろいろな形の働き方があるのだというＰＲをし

ていくことが非常に大事だなと。 

 それから非正規なのですが、日本全国で 37％くらいの人がいて、神奈川もほぼ同じよう

な率なのです。そのうち、非正規の方を正規労働にどれだけ近づけられるかということが、

結婚の率にもかなり影響するのではないかと思っています。我々の仕事としても非正規を

正規にするような行政を進めているわけですが、県との連携もあって、そういう形のキャ

リアカウンセリングとか、職業紹介、そんなものを一体にワンストップな形で現状、いく

つかの施策がございますが、それも拡大しながら、できるだけ非正規を正規に持っていく

という形で進めていくことが安心して働けることになるのではないかと思っております。 

 それから、業としてなのですが、最近、神奈川ではやはり気候が良いせいか、介護施設

が非常に多くなってきております。神奈川の非常に温暖な気候ベースの介護施設は、今非

常に多くの求人があるのですが、なかなか求職者が応じないという状況について、そこの

ところの労務管理、雇用管理をしっかり打ち出すことによって、神奈川の介護というもの

が他の地域と異なるような絵を打ち出していけるのではないかと思っております。 

 

○ 平松委員：ありがとうございました。私は、横須賀に拠点を置いている金融機関なの

で横須賀のことを話しますと、横須賀は神奈川県の縮図そのものというような所で、全国

で一番人口減少が多いといわれています。これは自然減、社会減の両方ともにいえること

です。 

 その原因を私なりに分析してみました。原因のうちで本当に小さな一つですが、例えば

私立と公立の高校３年生が横須賀市で 3,000 人いるとして、そのうちに東京、横浜、全国

の大学に 2,000 人ぐらい出ていくとします。４年生になって就職をというと、私もそうで

すけども、やはり地元に帰りたいと思うとするとします。しかし、帰りたいですが、勤め

る所がないのです。地元で勤めることができるのは 500 人程度、リーダーカンパニーであ

る市役所でさえも、現状は 50～60 人、前年で辞めた人数を確保する程度というところで、

そんなに多くはありません。それから、民間である我々もそうです。そうすると、残りの

約 1,500 人は地元に勤められないので、東京や全国へと行っています。就職に際して住民

票を移すことが多いですので、つまり、就職時に人口流出が増えてしまうのです。 

 就職を受け入れることのできる重厚長大型な企業が昔と比べてなくなっています。これ

は大きな特徴だと思うし、これからも多分出ないのではないかと考えています。特に横須

賀の場合には、重厚長大型の造船と車関係の事業所が昔は非常にたくさんありました。そ

ういう企業がどんどんなくなってくる、一方で事業所の自然淘汰が今後もずっと続いてい

くという中で、どうしたらいいのか。これは神奈川県の問題ですが、全国も同じだと思い

ます。そういうふうに捉えていくと、問題点の一つ一つがある程度分かっていくのではな

いかと考えています。 

 そこで、これまで皆様にご自分のそれぞれのお立場でのお話を承りましたが、これから
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は少し時間をかけながら、この神奈川県内での仕事づくりについてご意見をいただきたい

と思います。どういう考え方で取り組んでいったらいいのか、あるいはあるものに対して

安心して働けるものをつくっていくとか、大きなものをつくらなくても小さいものをつく

りながら雇用を促進していくとか、いろいろあると思います。それから、女性の皆様に働

く場をどうやってもっとつくっていくか、というようなことも、現状言われている以上に

考えれば、もっとあるような気がします。 

その点も含めまして、今度は基本目標１の、県内の仕事をどうやってつくっていくか、

あるいは安心して働けるような準備はどうしたらいいか、そこについて深掘りして、皆様

からご意見をいただきたいなと思います。これは、自由に皆様方からご意見を賜りたいと

思いますのでよろしくお願いします。 

 

○ 浦川委員：まさしく今、神奈川県は通勤時間が日本一長いと。私も社員でして、神奈

川から外側に行くのか、それとも住んでいる神奈川に働く場があるのか、どっちかの簡単

な選択しかない。そうすると、やはり魅力ある企業、魅力ある産業を神奈川県が持ち続け

ている。それが、皆さんの住まいも神奈川の場所から移さず、通えるのだと。魅力ある産

業を仕事に移す。その中に一つ、私が考えていますのは、やはり用地はなかなか少ないの

ですが、やはり区画整理とか、工業団地の開発は、神奈川からは難しいので、やはりまだ

未利用地、低利用地を再利用、もしくは法的な整備を行って、魅力的な産業を誘致する、

働く場を神奈川県に持ってくるということをやる必要があると思います。 

 そういった意味では、今、圏央道も伸びまして、神奈川県と埼玉、もしくはもう茨城、

千葉までの距離も非常に短くなってきています。こういった交通、もしくは地政学的な優

位性を使って、県との連携とか、あるいは本線、そのサテライト的な視点だとか、そうい

った神奈川に立地することによって、競争の優位性が担保できる企業の誘致とか、まず敷

地、土地からつくっていって、そこに誘致をする。なおかつ、区画整理等の手法を使って、

コストは比較的にリーズナブルに抑えながら、競争力のある企業に来ていただく。こんな

ことをしていく必要があるのかなと感じております。 

 

○ 平松委員：企業誘致では、神奈川は全体的にコストが全て高くなってしまうという問

題点があると思われますが、誘致というのは容易にできるものでしょうか。 

 

○ 浦川委員：コストが高くても、競争力を保てるような付加価値がある程度高いような

産業、多少高くても、この神奈川の立地に魅力を感じるような。 

 例えば、最近の物流なのですが、機械化も進みながら、非常に多くの雇用を生むような、

特に eコマース（電子商取引）とか一箇所で何百人も雇用を生むようなところもあります。

そういった産業、物流ですと、やはり神奈川県、それから関東の中の神奈川という立地は

ものすごく魅力がある。ですので、例えば、極端な話、静岡や群馬に誘致するよりは神奈

川に誘致できる企業はたくさんありますので、そういった、多少コストが高くてもこの神

奈川の立地がいいのだという企業はたくさんあると思いますので、その辺にフォーカスし

ていくのがいいのかなと思います。 
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○ 平松委員：コストが高くても神奈川に出てきて仕事をする、あるいは企業を興すこと

が良いという仕組みづくりを、一生懸命やっていくことですか。 

 

○ 浦川委員：はい、そうですね。 

 

○ 望月委員：ちょうど資料で参考資料２の図 11というのがここにあるのですが、神奈川

県の地図が出ています。製造業における県内市町村別出荷額が示されています。例えば先

ほどの議論で言うと、通勤時間が長いということであれば、既存の企業で、例えば小田原

の出荷額が伸びれば、通勤時間が短くなる可能性もあるわけです。小田原で仕事が増えれ

ば、今まで東京に通って１時間かけていた方々が、小田原に通うようになれば 20分で済む

かもしれないのです。そうすると、通勤時間に取られる非労働部分の無駄な時間が、節約

できる。具体的に何を東京から小田原にシフトできるかというのはなかなか難しいですが、

まず実態を知ることが重要です。地域経済分析システム（ＲＥＳＡＳ）を国が提供してい

ます。このシステムで出荷額１人当たりを出すと、大体効率性が出てきます。要は労働生

産性が高い、低いなのですけども、そこでいくと、やはりこの丸が示している所とほぼ一

致します。川崎とか、県央、湘南、それから県西、こういった所にやはり１人当たりの出

荷額が大きいと。つまり、それらの地域では効率の良い仕事を生み出せるポテンシャルが

既にあるものだと解釈すると、そこをどう大きくしていくか。このきっかけは、先ほど浦

川委員がおっしゃったような、インフラ整備により付加価値が付く、もしくは今、神奈川

県が推進している未病とか、ロボット、こういったものとうまく結び付けて起爆剤にして

いくと、これらの地域の製造業の方々がさらに伸びるチャンスがあるのではないかと思っ

ています。 

 また一方で、畑野委員がおっしゃるように事業所数は減るのですが、減るスピードを抑

えるということでは、いかに事業承継を円滑にやっていくかが重要です。これはデータで

見ると、売上げ 10 億未満の中小企業で 65 歳以上の経営者の方というと、大体２万社あり

ます。もちろん全て後継者難に陥っているわけではありませんが、できる限りうまく引継

ぎをしていただくことが重要だと思います。 

 事業承継については、各自治体で既に取組みを始めつつあります。65歳以上の企業の方々

に声を掛けてもらってセミナーを開き、それをきっかけにコンサルをしていくというよう

なことも可能だと思います。 

 ですから、今後の検討課題としては、先ほどの通勤時間をもっと短くしようということ

で、既存の企業を未病とか、ロボット産業に結び付けるような施策により仕事を増やして

いく、また、２万ある 65歳以上の経営者が経営している企業を、どのようにサポートして

事業所を減らさず雇用を維持していくかを、併せて検討していく必要があるのではないか

と感じます。 

 

○ 平松委員：ありがとうございました。神奈川県らしい仕事、あるいは仕事の形態とい

うことでいえば、例えば、労働時間は短くて残業することはないけど、生産性は極めて高

くて利益が出る事業主が多い、こういうところを神奈川県でたくさんつくっていきましょ

うよ、ということが挙げられるかと思います。神奈川県の仕事づくり、企業づくりという
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観点で、小室委員、ご専門の立場からみていかがですか。 

 

○ 小室委員：今、そういう仕事に転職したいというニーズが、転職をあっせんする方た

ちの中で一番高いそうなのですね。あっせんする方たちは、「そういう仕事はないです」と

返事をするらしいのですけれども、結局転職ニーズがかなわないということが多いらしい

ですが、とにかく仕事を変わりたいという方たちが、これは当たり前ですが、労働力人口

が減っているので、企業と従業員のパワーバランスは完全に従業員のパワーバランスの方

が高いという状態になっていて、人材を奪い合う時代になっているのですけれども、従業

員も実感しているので、今は人材の流動性がすごく高い時期で、それをどこが集めるのか

という競争が始まっているのです。 

 なので、エリアごと、この地域というのは、こういうことを支援している地域で、この

地域に建っている工場や企業は、こういう条件をちゃんと県で常にチェックをしたりして、

働きやすい状態に保っていますとかいうことを、県を上げてＰＲするということをすると、

まずエリア的に流入すると思いますし、企業にしても、それを何かのマークで付けてもら

ったりということで、ＰＲしやすくなる。 

 今、ホワイト企業求人とか、そういう求人の仕方も、本当に金銭面では他社になかなか

勝ることはできないのだけれども、ワーク・ライフ・バランス報酬と呼ぶのですけれども、

働く方の柔軟さを魅力にして、その当人にはそちらの方がありがたいということで、10倍、

20 倍ぐらいの年収をもらっているようなイメージでそっちの方がロイヤルティを強く感じ

るというようなケースが出てきていて、それを各企業１社１社がうちは働きやすいですと

ＰＲするよりは、エリアごとそれを支援してくれた方が非常にいいだろうなと思っていま

す。 

 横浜市さんなんかは、やはり待機児童ゼロというのを一瞬でしたけれど、達成したこと

によって、相当な人が流入しました。それはかわいそうなことに、人が流入しちゃうから

横浜市さんはそれで待機児童ゼロを実現できなくなるという状態になるわけですけれど。

でも、流入を多く確保することを実現したというのは、すごいことだと思いますね。なの

で、非常に分かりやすいことを、そのエリアの企業にしてみたら、待機児童ゼロというの

は神奈川県が達成しましたとか、何かをぽーんと打ち上げてくれることによって、そこに

家庭ごと流入してくる人たちをつくることができるという、それを実現することと広報す

ることの両方が、大きな企業、産業の優位性になるのではないかとは思います。 

 本当は国を上げてそれをやって、日本は世界から人を取らないと、もう労働力人口的に

は国内の奪い合いでは本当は駄目なのですけれど、少なくともそれで勝てるというような

エリアを神奈川県が示していくというのはすごく意味があると思います。 

 

○ 菊地委員：すごく勉強になります。 

 私は、本会議委員の公募のときに出した論文が、サテライトオフィスを神奈川県内につ

くりたいということを具体的に挙げました。基本目標とはずれますけれども、その理由は、

電鉄さんと組んで、まちづくりという視点からも仕事をつくれないかと。私もそうなので

すけれども、なぜ横浜に住んでいるかというと、緑が本当に豊かでニュータウンというエ

リアが本当に好きで住んでいるのですね。でも、ここには仕事がないので、どうしても東
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京の方に行かなきゃいけない。そこを何とか住みたいと思った場所で働けるというような

仕事をつくれないかということを電鉄の方とお話をしていたら、電鉄も人口がどんどん減

っていくので、人を運ぶという役割ではなくて、まちづくりであったり、土地の有効活用

というところに力を入れていきたいということをお考えになっていて、そうなれば、今、

駅一つ一つにサテライトオフィスというものをつくって、ここに住みたい、そしてここで

働きたい、ここに住めば都心と同じような方向性を得られる仕事がある、というようなも

のができていくと、自ずと人が住む所が、私も親で子育て、子どもが住む環境というのを

大切にして住まいを選ぶので、どうしても自分の働きやすさよりも、子どもの環境を重視

しています。そこに仕事があれば、もっともっと魅力的なまちということで、人が集まっ

てくる、仕事も増えていくという良い循環が生まれるのではないかなと思っています。 

 このサテライトオフィスというのはＩＣＴ、かなり遠隔でも安全に仕事が行えるように

なっていますので、どうしても労働集約的なお仕事には向いていないかもしれませんけれ

ども、まずは営業所に掛けるコストを考えたら、一人ひとり管理職がいて、管理部門があ

って、一つ一つ営業所を置くよりも、管理部門を置かないで働く場所というものがあれば、

いろいろな企業の方が入ってきます。今ある、シェアオフィスだったり、ワーキングスペ

ースというよりも、もう少しセキュリティの高いものというようなイメージで県がつくっ

ていくと、もっともっと働きやすいまちができるのではないかなと思っています。 

 

○ 露木委員：先ほどの質問なのですけれども、ワーク・ライフ・バランスの話、先ほど

人材の奪い合いだという話、それは正規雇用としてということですかね。 

 

○ 小室委員：正規も非正規もですね。特に小売りなんかは、レジの人も集まらない。パ

ートの方も集まらないですし、飲食チェーン店さんのバイトも集まらないという形で、割

とブラック企業で有名だったような飲食店さんは、それでもずっと黒字でやってきたので

すけど、昨年からはちょうどいわゆるパワーバランスの逆転の観念で、いきなり赤字に転

落しているようなところが大きくて、すきやさんの事件なんかも象徴的ですけれども、あ

あいった従業員の意見に向き合わなくても、代わりはいくらでもいるのだというやり方を

してきたような企業さんが、実際に昨年のアベノミクス効果とやはりオリンピックの建設

関連の事業と、あとは福島の除染の仕事とかいうので、相当な人手不足という形になって、

正規も非正規もどっちも非常に大きく逆転しているのかなと思いますね。 

 

○ 露木委員：ありがとうございます。そうなってくると、やはり第１回のときに話が出

たと思うのですけど、定年の年齢をもう少し上に上げるというところも必要だと思います

し、その中で、やはり年齢が上がってくると、体がということになってくると思うので、

それはロボット特区でしっかりとしたことをやっていって、そういったところで仕事の人

材を増やしていくという格好を取るのが、出生率が上がるまでは必要になってくるのかな

と思いますけど。 

 

○ 畑野委員：確かに現状で見ると、人手不足かというところはあるのだろうと思います。 

 ただ、地方創生という観点で物事を考えていくときに、例えば人手が足りないという話
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で言うと、要するにニーズのミスマッチの問題だけみたいにどうもなってくるような気が

するのですね。だったら、その働く職場の改善をすればいいじゃないかと。 

 ただ、神奈川県の大きな流れ、あるいは日本の大きな流れという点で言うと、果たして

ミスマッチだけで考えていいのかな、というような気がしています。 

 先ほどの、特に露木委員に僕は聞きたいのですけども、やはり農業をやろうという人も

足りない状態なのですか。 

 

○ 露木委員：実際、今農家をやっておられる方で後継者がいるというのは、私の所の今

の青年部での話で言いますと、今こちらに加入してもらっている部員さんは 46 名ですが、

本当は秦野の中で約 800 軒あるので、本当は、そこは全員が若い人というか、後継者もち

ゃんと育って農家をやっているというのが理想なのですけど、ここのところ何回か言わせ

てもらっていますけど、外から来る人もいるし、やはり 40代ぐらいまでは外に出て戻って

くる人が徐々にでてきていますので、それ以外の人たちも定年してからやれば、土地だけ

守っていければいいやという人たちの方が大多数と感じています。 

 

○ 畑野委員：私自身、基本の軸をどこに置いて考えなきゃいけないのかという点で、ミ

スマッチというところは確かにあると思うのですね。働く人たちの意識も変わってきてい

るし、先ほど浦川委員がおっしゃったように、特に建設業、工業高校を出て型枠工をやる

人がどれだけいるの、といったら、それも確かにあると思いますし、ただ、その環境をも

う少し働きやすくすればいいのかというと、それだけじゃないような気がするのですね。

望月委員がおっしゃったように、事業所、企業の減少を減らしていくというところをやは

りベースにした上で、もちろん両方並行してやらなきゃいけないとは思うのですけども、

少しうまくまとめられなくて恐縮なのですけども、そんな気がしています。 

 だから、人手は余っているのか、人手は足りないのか、そこのところを一度整理してお

いた方が、いいような気がしますね。 

 

○ 小室委員：今少し分からなかったのですけど、人手が余っているという話は、どうい

う話でしたか。 

話はなかったかなと思うのです。常に足りない、の話だったかなと思うのですけど。 

 

○ 望月委員：多分、畑野委員がおっしゃっているのは、給料が高い所には多くの方が仕

事を求めて来るので、人手が余っているということも言えるでしょうし、ブラック企業や

飲食では給料が低いので人が集まりにくい、つまり人手不足となっている状況がある。そ

ういったことを一度整理すべき、と思ったのですけど。 

 

○ 畑野委員：もう一つ、大きな点で言うと、やはり人口が減っていくとか、就労人口も

減っていくというような点を補塡していかなければいけないという視点で考えていくと、

そういう職場をつくっていくということも必要じゃないかということで、この観点で動い

ているような気がするものですから、今後働く場を拡大していく、つくっていくという点

で言うと、足りないというか、余っている人をどう使っていこうかという点にもなるので
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はないかと、そんな感じですかね。 

 

○ 若生委員：県内の有効求人倍率を見ると、１倍は切っているわけですが、地域差が非

常に大きいことと、それから正社員とパートでは全然有効求人倍率が違うということを考

えて、やはり畑野委員がおっしゃったような形で、正社員でいい所はやはりなかなか求人

が出てこないのですね。非正規というか、パートなんかの求人は非常に多いです。それは

地方に行けば行くほど多いです。 

 ですから、そこは、県内全部で人が足りないかというと、そういうわけではなくて、本

来正社員で働きたいけども、働けないという所はやはり時期によってはあるだろうという

ことはあるので、やはり業を興すということがかなりそれに対する解決策にはなるとは思

いますね。 

 ただ、地域ですぐ興せるかというと、そういうわけではないので、そこの難しさはある

なと思いますが。 

 

○ 小室委員：私は自分が起業している立場なので、私の前職は資生堂に７年半勤めてい

まして、やはり大企業からの起業ということで、最初は非常にためらったのですけれども、

やはり起業を支援する仕組みをつくると、ある程度の女性は起業するのではないかなと思

います。男性にとっては、今の日本企業は十分に居心地がいいというところがあるので、

起業するモチベーションが湧かないと思うのですけれども、女性はくすぶっていますので、

基本的には今よりはいいわと思って、起業するというエネルギーは実はあふれているので

すね。 

 ただ、その女性たちにとって、どうやって起業するかがよく分からないということと、

あとは自宅が起業に登記できないというケースがあって、私の場合も自分が借りているマ

ンションは登記できないマンションでしたので、その登記の問題でまず右往左往という、

いろいろなことがありました。今、中野区さんなんかでは登記できるサテライトオフィス

みたいなものを貸し出して、起業のファーストステップ、もう起業セットみたいに呼んで

いるのですけれども、起業セットを提供して、場所とか、登記とか、そういうすごいファ

ーストステップで最初悩んでしまいますので、そこの部分を提供するということをやって、

女性の起業家を増やしたいということをやったりしています。 

 そういった小さく生まれたもの、あとは支援をしなきゃ駄目ですけれども、ある程度の

数が生まれないと起業は大抵の場合は３年以内には８割なくなってしまいますので、ある

程度母数が必要ということを考えると、その起業の時点を支援するのは、低コストでもア

イデア次第というか、ものすごくコストをかけないと起業しないわけではなくて、すごく

つまらないことでつまずいていますので。 

 あと、私の場合は、起業すると自分が事業主になることによって、保育所に預けづらく

なるという、すごい矛盾がありました。それで仕方がないので、１年ぐらいはオフィスで

子どもを育てたのですけれども、社員が子育てを一緒にやってくれたのですけれど、今は

だいぶ前より変わりましたけれども、起業をもしするような方も保育所に預けやすいとか

いうことを支援していったりすると、だいぶ女性の起業という意味では増えるのではない

かなと思います。女性にとっては、リスクは一緒というか、起業に対してはモチベーショ
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ンが大きいのかなと思います。 

 

○ 菊地委員：私も横浜で起業したので、横浜市は結構「Ｆ－ＳＵＳよこはま」など、女

性の起業にすごく手厚くて、ビジネスコンテスト、グランプリもあって、そこに女性起業

家賞があったりとか、私もそこで補助金をいただきました。なので、それをもっと横浜市

だけではなくて、神奈川県全域に広げていきたいなと思います。本当に女性の起業は、男

性よりも、主婦からの起業、男性に養ってもらっているので、割と気軽に起業がしやすい。

女性はすごく勢いがあるので、そこからだんだん自立していくという図が描けるので、新

しい産業というのも、女性がこれからつくっていくのではないかなと考えています。 

 なので、農業もそうですけれども、本当に女性が前に出ることによって、大きく変わっ

ていくのではないかなと思います。そういった議論をしてみるのがいいと思っています。 

 

○ 平松委員：新しい企業を興していくのは女性という話がありました。 

話は少し変わりますが、神奈川県には工業も多くありますが、従来からずっとある農業

という問題は、やはり神奈川県では非常に重要だと思います。露木委員は農協の青年部で

すよね。 

 

○ 露木委員：そうです。 

 

○ 平松委員：今例えば後継者不足だとか、あるいは作る品物の限定みたいなものも含め

て、農協が取り組んでいるものとか、青年部の皆さんが取り組んでいるものとか、神奈川

県内で独自のものとか、何かお話があったら、お話していただけますか。 

 

○ 露木委員：今は皆さんご存じだとは思うのですけれど、農協改革の話が出ておりまし

て、そちらでこれから本当に来年度から実践していくところではあると思うのですけれど

も、より良い販売ができるように、そちらでは、６次化産業とかも推進していくとは思う

のですけれども、現状農協は、そちらでまとめているところでして、青年部としては自分

たちの課題を洗い出して、それの解決策をつくって、ポリシーブックという活動をやって

おりまして、その中で私の地元なのですけれども、始めたのが観光農業のグループを作っ

て、観光農業の売り方とかの勉強、また、出荷グループも併せて作りまして、そちらもま

た勉強を始めたところなのですけれども、神奈川独自というのはやはり神奈川県は消費地

が近いので、神奈川自体も大消費地ですし、東京も大消費地であるというところで、その

中で自分の考えとしてはやはり地産地消という、この中でやっていけるような、中でお金

を回すようなやり方が一番いいのかなとは思っています。 

 今、国では輸出産業をするのだとか言っていますけれども、それをやるのだったら、国

が一つになっていかないと、神奈川のブランドだけというのは結局神奈川限定になっちゃ

うので、例えば牛肉がなんでオーストラリアの和牛に押されているかといったら、うちだ

と岩手とか、和歌山だとか、牛肉も一個一個のブランドで売っているから、そこだけは盛

り上がっていったとしても、そうじゃなくて、やはり日本が一つになっていって盛り上げ

ていかなきゃいけないところもあるので、そうなると、神奈川だけの神奈川のブランドと
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してやっていくのであれば、国内で売っていかないと、というところは考えていますよね。 

 

○ 若生委員：神奈川が今回の目標ということで、高齢化の問題とか、それから健康の維

持とか、未病とか、ロボットという話が出ていて、今お話があったように、求人の関係で

は非常に介護が求人は多いけれども、人が行かないと。結局、なぜ介護に行かないかとい

うのは、非常に重労働であり、賃金が安いことで行かない。その場所は、大体基本は製造

業が少ない所の海沿いが多いと。 

 そういうことを考えると、まず重労働が多いのは、ロボットであれば機械で介護する方

を持ち運びできるような、ドイツでたくさん今、最先端でやっていますけれども、ＨＡＬ

という機械なんかを日本の医療機器として、そういう最先端のものを持っていけば、かな

り重労働のものが減っていくと。それから、介護施設の労務管理とか、労働条件なんかの

ところをもう少し手厚くしていくと、将来これから長生きする方がたくさん出ることはも

う目に見えていますので、そういうところで気候のいい所で、なおかつ、製造業が少ない

海沿いでやれば、かなりそういうことを神奈川として介護の労働条件の整った、そういう

ようなところの業種を育てていくことが今回の最先端の医学なりロボットなりを結び付け

やすいようなモデルにはなる一つではないかなと思っています。 

 

○ 浦川委員：すいません。ＨＡＬの紹介、ありがとうございます。ＣＹＢＥＲＤＹＮＥ

社という、ベンチャー、我々も出資しているのですが、川崎のＫＩＮＧ ＳＫＹ ＦＲＯＮ

Ｔに進出が決まっております。Ｒ＆Ｄはつくばになりますが、まさしく老人ホーム等の重

労働、やはり腰をやってしまって、おむつの取替えとか、体の痛みで、現役がなかなか続

けられないという問題です。これはやっていく。 

 それから、先ほどの菊地委員からもありました、トラックドライバー等の女性進出にお

いて、荷物の積み下ろしといったもの、それから建設現場にも今後非常に有効だと思いま

すので、この辺をきちんと量産化を図って、コストダウン、普及化を図っていきたいなと

思っております。 

 それから、これは露木委員に少し教えていただきたいのですが、農業の工業化の可能性、

例えば水耕栽培とか、雪国まいたけみたいな、ああいったキノコ類の栽培とか、そういっ

た自動化、機械化の工業関係のものをもう少し図っていくことへの可能性というのは、ど

うなのか。 

 

○ 露木委員：十分あり得るとは思います。法人化の勉強も始めておりまして、そうする

と、やはり具体的になって法人化していっての話になるとは思うのですけど、ちゃんとし

た就業規則を作ろうとか、そういう話なのですけど、この間もその辺のざくっとした講演

に出まして、しっかりとしたカリキュラムをこれからやるつもりではいるのですけど、そ

ういったところでも大規模化で機械化も利用した、ロボット産業はうちでも期待はしてい

るところではあるのですが、それこそ腰が悪いので、そういったところでは機械化なり水

耕なりは可能性があると思いますし、そうなってくると、やはり自分の所で６次化もして

いって、多方面的にはなっていくと思いますので、先はある産業だとは思っています。 

 もう一つ、話が戻るのですけれども、先ほど言われていました、これから高齢化社会に
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なっていくところで、海沿いでと言っていましたけども、それこそ環境がいい場所、横須

賀もそうだと思うのですけど、ああいう所に例えば介護の施設とかを増やしていくじゃな

いですけれど、やはりそういうところで補っていく、という言い方も変ですけど、そうい

うことをやっていくのがいいと思いますし、また、観光産業もいろいろあると思うのです

けど、そういったところで雇用を生むような観光産業をどんどんやっていって、来た人で

いずれここに住んでみようというまちづくりも必要だと思っていますので、そういった部

分は考えていかなきゃいけないのかなとは思います。 

 

○ 小室委員：今、生産性向上ということにいろいろな観点があったと思うのですけれど、

それぞれの業種、業態によって生産性向上の手段が結構違うと思うのですけれど、その手

段それぞれをまとめて、県で神奈川県の企業の生産性向上を支援します、というような大

きな一つのパッケージにして、ただ、それぞれの事業所は何が理由で生産性が低いのかが

自分たちで分かっていないというケースや、それにどういう定石が使えるかがよく分から

ないというケースがあるかと思うので、介護の新たな事業であればロボット化が有効です

よ、ロボット化にはこういう支援がありますよ、というような入口が生産性を向上したい

という一つなのだけれども、それがあなたの事業所の問題と、業界によって、何が最適な

のかというようなことをトータルで見てあげて進めていくということができると、それぞ

れの企業なりの生産性向上がもっとできるのかなと思います。 

 横浜市さんの保育所の問題も、待機児童をゼロにした最大のポイントは、子どもを預け

たいと思う母親は、保育園がいいのか、一時預かりがいいのか、自分の労働の状況とどう

いう保育形態がいいのかがよく分かっていなくて、一番安いだろうと思って公的な保育園

にみんな行ってしまうというミスマッチが非常にあって、そういったものを最初のところ

でアドバイザーがきちんと振り分けたりというところが大きかったのですけれど、そうい

ったことが県としてもう少しできて、その入口はあくまでも気軽に、生産性を向上したい

と、それが事業承継なのであれば事業承継ということにもなるのかもしれないけれども、

そういったことがもっと促進されるようなパッケージを作るということが重要なのかなと

思いました。 

 生産性向上といったときに、最後を少し間違えると、生産性を向上して空いた時間にさ

らなる仕事を詰めるという企業があるのですね。これをやると、どんどんと従業員が疲弊

して、生産性向上なんて未来がない、幸せじゃないと思い始めるので、こういった時間が

きちんとライフに、その本人の生活に還元されたり、もしくは１人の人に更なる仕事をさ

せるのではなくて、別の雇用を生むような形にアドバイスをすることは、常に徹底して導

いてあげるということが重要ではないかなと思います。 

 

○ 望月委員：労働生産性の話については、個社別に労働生産性の高い事業所を好事例とし

て選定し、その取組みをもっと広げていくようにすればわかりやすいのでは。 

 先程の介護の話ですが、介護も実は地域経済分析システム（ＲＥＳＡＳ）で調査すると

付加価値と事業所数を見ると、確実に増えています。この分野をうまく取り込むかどうか

というのを各自治体が考えていくのですけど、大きくは県がどう進めていくかというのを

考えていくのではないかと思います。これは、産業化できる分野だと思います。 
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○ 平松委員：ありがとうございました。そろそろ時間なので、私からも一つだけ意見を

述べたいと思います。 

 神奈川県の現状で大きく分けてみると、一つは東京に近いことがいいのかどうか、これ

は経済と文化と教育を含めて、いろいろな面で良い面と悪い面を、一遍考えてみる必要が

あると思います。 

 一つは、経済という面から見ると、ほとんどの企業の本店は東京です。支店は、昔は大

阪にあったのですが、今は横浜。ご承知のように、人口は大阪を抜いて神奈川は２位とい

うことからだと思います。しかし、人口２位の内訳は、ほとんど川崎と横浜と県央を含む

相模原、その三つで大体持っていて、県の西部は大変人口が減っていき、経済もなかなか

難しい状況があります。だから、神奈川県をどうしたらいいかというのは、一概に語れま

せん。例えば、相模原は川を越えて向こう側の経済をどうするのか、例えば高齢化という

点から考えると、養護施設のほとんどが便のいい所にあって県の西部にはあまりないとい

うようなことがあります。それから介護では、国の予算をもらって一定の費用を使って経

営者の給料を取った後、残っているのを従業員に分ける仕組みです。国の予算は決まって

いて、しかも生産性、成長性による給料アップというのはないから、いつまでたっても従

業員さんは重労働の割にある意味では安い給料で雇用していくことになります。だから、

若い人があまり希望しない、そういうようなことがあるのではないかと思います。 

 それからもう一つ、これは全国みんな同じなのですが、まずは大企業があって、昔はそ

こに１次下請、２次下請、３次下請があって、必ず仕事が出てきたのですね。製造業でい

うと、車一つとっても、昔は部品がたくさんあったので、１次下請、２次下請というよう

に部品を作る所が必ずありました。それによって会社が潤って、そこに勤めている従業員

さんも所得収入がありました。今の電気自動車などは、モーターですから、エンジンじゃ

ないので、部品がそれほど必要ないのです。ということは、２次下請、３次下請に仕事を

回さなくても車はできる、そういう時代に変わっています。経済の転換と構造、それから

産業の変革、そういったものがもたらされているものが、神奈川県が全国で一番、非常に

大きな影響を受けている県だと、こういう分析ができると思います。 

 今日はこういう形で皆様に意見を承りましたが、今後は、それぞれお仕事が違って活躍

されている経験を活かしつつ、例えば神奈川県ならではの仕組みをつくるとか、あるいは

神奈川方式みたいなエネルギーをつくっていくとか、そういうようなところを視点に入れ

ながら、また議論をさせていただいて、皆様のご意見を賜りたいと思っています。 

今日は、とてもいいお話をいただき、ありがとうございました。神奈川県で作成する計

画の基本的なところで、仕事づくりイコール人づくりにつながっていくこともきっとある

だろうと思います。 

 

○ 小室委員：県の役人の方に１個、次回までに調べて教えてもらいたいということがあ

って、それをリクエストしてもいいでしょうか。大丈夫でしょうか。 

 

○ 平松委員：はい、結構です。 
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○ 小室委員：私は政府の委員会でいろいろお話をしていて、労働時間をきちんと低く抑

えて、最低限の人数ではなくて、きちんと休みが取れるような頭数をそろえてというよう

な企業に何か税制の優遇であるだとか、インセンティブであるだとか、そういったものを

充てることができたら、もっと企業は。今だと 1.25倍しか時間外手当は支払わなくていい

ので、これは世界の中でフィリピンと同じレベルで大変低い倍率なので、企業の経営者に

してみたら、国全体として、当然時間外を多くやって少ない人数に抑えたほうがお得とい

う仕組みになっているのですね。なので、それを少しトライアルで変えるような特区をつ

くってはどうかとか、それに対するインセンティブな税制をやってみたらどうかという話

をしていただいて、それをどこかの地域でやって、うまくいったらいいですね、みたいな

話があったので、ただ、私もそういう減税ということを労働時間と併せてどうやって、ど

ういうロジックでやっていくのかというところまでは詳しく分からないのですけれども、

もし県の範囲とかでそういったブラック企業の逆のホワイト企業として頑張る企業には金

銭的に得をする仕組みというのをつくってあげて、それに対して常に経営者が継続的に頑

張る構造をつくるようなことを設計するとしたら、どういうことがあり得るのか、県なら

ではの何かやり方で、国だと難しいが県ならできるとか、そういったことがあるのであれ

ば、教えていただきたいなと思って、次回まででいいので、教えてください。お願いしま

す。 

 

○ 平松委員：事務局で何かございますか。 

 

○ 水谷総合政策課副課長：今日は、我々が話すのは控えたほうがいいかなと思っていま

したので、いろいろご示唆、ご提案をいただきまして、ありがとうございました。また、

今回の資料１になるかと思いますけども、次回、できるだけ、反映させていただいたもの

をお示ししたいと思っております。ありがとうございました。 

 

○ 望月委員：追加ですいません。今どちらかというと、交付金の話が結構中心になって

いますが、国家戦略特区が全県で取れています。県としてこの「特区」をどう活用するの

か。交付金というのは１年で切れてしまうかもしれませんが、規制を緩和すると、未来永

劫交付金をもらったのと同じ効果があるわけです。全県特区になっているのだから、そこ

をどう使うのかということと、地方創生をどう結び付けるかという目線が、もし次回、お

示しいただければ、と思います。 

 

○ 菊地委員：さっき介護のお話もあって、ロボット化の話もあったのですけれども、や

はり生産性というところで、介護はもうこの介護保険法の仕組みの中でどうしても効率化

が図れない産業だと思うのですね。点数が決まっているので、この仕事、おむつ替えを何

回やって介護点数は幾らと決まっている。どうしてもスキルアップして時間短縮すること

ができない。時間内でしっかりやらないとお金が入ってこないという構造自体に問題があ

るのではないかとすごく思う分野の一つですけれども、５年たったら皆さん、介護福祉士

もどんどん上に上がっていってしまうので、現場から離れてしまうと。そういう法律の部

分を超えて、県の中で何か特区として、働き方という分野に何か手厚くすることができる
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のかということも必要ではないかと思うのですけれども、どうしても制度だったり、法律

の中に流れてしまって、働き方を変えることができない産業というのがあるなと感じてい

ます。そこに対して、県が独自のやり方をすることができればと思うので、何かそういっ

たことができるのかとか、考えてきてもらうといいと思います。 

 

○ 平松委員：今回のテーマのほかに、最近の空き家対策の問題なども考えていかなけれ

ばならない分野でもあると思います。次回はそういったものも話題に入れてもらって、い

ろいろな方向からまた皆様といろいろお話したいと思っています。今日はどうもありがと

うございました。 
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【第２分科会】テーマ：神奈川への新しいひとの流れをつくる 

○ 牛山座長：先ほど事務局からご説明いただきました、資料１、これをこの中で議論し

ていきたいと思います。基本目標２がこの分科会の議論のテーマとなっておりますので、

少人数ですし、ざっくばらんにいろいろご議論をいただきたいと思います。 

 それで、基本目標２では、前回も少し議論させていただきました、まず三つの丸がござ

いまして、この基本的方向の３点、これらを確認させていただきながら、具体的にどうい

うことをしていったらいいのかということで、皆さんにこれをベースに議論の題材として

進めさせていただければと思っております。 

 まず、丸が三つございますけれども、一つ目、「東京 2020 オリンピック・パラリンピッ

ク競技大会を契機として、国内はもとより、インバウンド観光も呼び込むため、新たな観

光の魅力づくりを進めるとともに、観光プロモーションの強化を図る。」と、こういう形に

なっております。それから、「地域の特性や資源を活用したプロジェクトを推進するととも

に、商店街をはじめ、地域の魅力に磨きをかけて、人を呼び込み、引きつけるマグネット

をつくり、地域活性化を図る。」と、３番目に、「県内各地域の魅力を生かした個性的なラ

イフスタイルを発信し、県内への移住を促進する。また、若い世代への雇用対策などとと

もに移住支援を行い、地域の魅力を効果的に発信し、強いマグネット力で企業や人を引き

つける。」三つ大きな目標となっているのですけれども、神奈川県の地域特性ですけど、こ

れも総合戦略は各自治体がやっていると思うのですけれども、神奈川らしい取組みという

のはこんなところでいいのかどうかということや、あるいはこれまでの議論を踏まえて、

分科会ですから、少し深掘りをさせていただくということも含めて、ご発言いただきたい

のですが、時間も限られております。一つ一つのご発言は短めに３分程度でいただいて、

ご議論していただきたいと思うのですが、まず、この基本的な方向について、ご議論をい

ただきたいと思うのですが、前回の意見を踏まえまして、どうでしょうか。 

 

○ 山崎委員：では、私から。私どもの会社は相模湾でマリーナを経営しております。逗

子マリーナと三浦のシーボニアを経営しております。また、神奈川県の公共港であります、

葉山港の指定管理をしております。 

 今回、この基本目標２の東京オリンピックについては、二通りのお客様の流れがあると

思うのですが、一つは東京オリンピック全体で、東京にお越しになるお客様を神奈川とし

てどう迎えるかというようなこと、それからもう一つは、唯一オリンピック種目の中でセ

ーリング競技が江ノ島に決まりましたので、それに対する受入れということを考えていま

して、正に私どもは現場に一番近いというか、会場に一番近い地域として、今回の 2020年

の東京オリンピックのセーリングについては、昭和 39年の江ノ島の大会に比べて、いろい

ろな面で関わってきているところがあります。江ノ島のメイン会場そのものも、昭和 39年

は何もなかった所にオリンピック・ハーバーをつくりまして、今現在 900 隻近いヨットが

ここにあるわけで、そういったものをやはり周辺が協力をして預からない限りは新たなオ

リンピックは開催することができないですし、宿泊施設も本当に湘南エリア全体が足りな

い。また、交通関係も国道 134 号線が走っているのですが、夏場は大渋滞。今回のように

2020年というのは、７月の 26日から８月８日という、いわゆる真夏の大会ですので、昭和

39年が 10月だったのに比べて、７月、８月の開催ですから、そういった点での湘南の大渋
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滞ということも考えないといけないということで、唯一相模湾で行われていない、シーレ

ーン（海路）が必要と考えております。シーレーンは、東京湾にも駿河湾にもありますが、

相模湾にはないということで、オリンピックを含み、しっかりとしたシーレーン（海路）

を確立することによって、人の流れという点では今、江ノ島には 1,600 万人くらい来て鎌

倉にも 2,500 万人来られていますが、三浦半島になかなか人が流れない。そのあたり、三

浦半島はやはり道路が１本で長いというのがあって、そこをうまくシーレーンを活用して

人の流れを導くというような工夫が必要ではないかと思っています。 

 そういうことをすることによって、人の流れが生まれて、最終的には人口増加につなが

ると考えます。 

 

○ 牛山座長：ありがとうございます。全体の確認ですけども、最初の丸、オリンピック

の問題が出ているのですが、それに関連して二つご意見が出たのですね。一つは、オリン

ピック種目というのと、それから東京に来て神奈川にも観光、こういう二つの点でご意見

をいただいたと思うのですが、ほかの委員の方、今のご意見を踏まえて、何かございます

か。 

 

○ 石井委員：すいません。相模湾の所にシーレーンがないというは、なぜシーレーンが

ないのでしょうか。 

 

○ 山崎委員：需要がなかったということで、それを活用しようと思っていなかったとい

うこと。やはり観光ポイントがないので、何か目的がないと、そういったものはあまり発

達しないのですね。例えば、三浦半島も城ヶ島は、今ほとんど魅力的なものが何もないで

すね。神奈川の第４の観光の核と言うことでしたがいまだに人を呼ぶような場所になって

いないですね。シーレーンの場合は、かなり先行して道路が先です。それからシーレーン

があるのですけども、神奈川の海側の状況というものをなかなか伝え切れていないから、

シーレーンも発達しないというのがあるでしょうし、もう一つは、実は相模湾は比較的海

が荒れる、というと少し語弊があるのですが、東京湾の内湾に比べて相模湾は一時期波の

高い時期もあるということで、その辺がしっかりとした需要がないと、東京湾のフェリー

のように少し霧が出たり、風が吹くと欠航してしまうというのがあると事業が成り立たな

いことがあるのですけれど、その辺のところをどう見て用意するかということになるかと

思います。 

 

○ 石井委員：神奈川県には神奈川県の政策があると思うので、やはり広く神奈川県全域

に満遍なくというか、観光の拠点があると、横浜、鎌倉、小田原、箱根ですか、今度三浦

という大山エリアも入れてという感じになると、オリンピックのお客さんだけをいうのだ

ったら神奈川に来るお客さんをベースに、東京に来るお客さんを呼び込むというのと、セ

ーリングに来るお客さんをリピート化させるということだと思うのですけど、外国人の方

というのはお金を使って長く滞在すると聞いているので、やはり神奈川県から出ていかな

いというか、神奈川県に回遊性のある観光エリアをつくっていく。本当に横浜から三浦に

行くのにどうやって行ったらいいか、道がもう三浦縦貫道もそれで切れてしまっています
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し、先まで行けないのですよ。じゃあ、海路はどうなのだろうと思っても、海路なんかな

いのだと思って、なんでないのかというのをお聞きしたのですけど、やはり神奈川県的に

やるのだったらば、多分三浦の発展だったら三浦市がやる仕事だと思うので、それを支援

しなきゃいけないのでしょうけども、箱根は箱根町でしょうし、大山は伊勢原市、鎌倉は

鎌倉市、県全体として見るのは、そういうものを結び付けて回遊性を持たせた観光事業、

滞在型、体験型だったりというものもやはりやっていけるようにすると、三浦は体験型だ

ったら結構あるのではないかと思うのですけども。 

 

○ 山崎委員：ちゃんと商品化すれば、コンテンツは多いと思います。 

 

○ 石井委員：そうですよね。民宿でも、僕が外国人に聞くと、ラッシュに乗りたいとか、

そういう外国人がいるみたいなので、考えてみると、我々は乗りたくないと思いますけど、

人によって価値観は違うのだなと思うので、そういうのを商品化していく支援をしていく

というのは一ついいのではないかと思っています。 

 

○ 牛山座長：多分具体的なイメージとすれば、要するに湘南の方まで行って、そこから

こっちに戻らなくても三浦に行ける。だから、例えば静岡なんかに行くと、戸田辺りで沼

津辺りから戻っていけると、ああいうことですか。 

 

○ 石井委員：今、清水～土肥間は、フェリーが普通に運航していますね。フェリーとい

うところまでは相模湾は必要ないかと思いますが、あとは小田急で江ノ島に行ったり、江

ノ島から江ノ電で鎌倉に行く。その周辺はどうしようかというのを船で三浦半島に行く、

又は小田原に行くとか、真鶴に行くとか、そういったところもうまくシーレーンがその隙

間を埋められると思いますし、神奈川の海の魅力をしっかりと。 

 

○ 蓑宮委員：羽田に着いたら、多分渋滞があるので、箱根に行くためには小田原の漁港

にホバークラフトみたいなもので、ショートカットで行けると。皆さんは見たことないと

思うけど、もう江戸時代からある江之浦の定置網というのを僕らはやるのですけど、東京

からこんなに近い所に山がびゅーっと出たり、ものすごく魚捕りをやっている人の方から

行くと。外側からの鎌倉、箱根、小田原を見るというのは、ものすごく。オリンピックも

夏だから、そういうことも含めて、僕は非常に東京の市場メインじゃなくて、結構鎌倉だ

って、多分５年後ぐらいに世界遺産がどうだこうだとかいって。あそこのまちだって相当

下りていけばいいのですからね。感動しますからね。小田原の港だって結構大きいわけだ

から。定置網というのはすごいですよ。一番環境にいい漁法で。 

 

○ 牛山座長：真鶴の定置網なんかは最高で、小田原もそうですよね。 

 

○ 蓑宮委員：小田原もそうです。江之浦も。江戸時代からある漁法で。だから、意外と

これは一つのパッケージにする価値があるのではないですかね。 
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○ 牛山座長：具体的には、多分法律的な問題とか、あとやはり採算とか、いろいろある

と思うので、そこはここで議論しても仕方がない。非常に重要な問題ですね。本当に江ノ

島まで来て江ノ電に乗ったりとか、それでさらに船でとか。それが、どんな可能性がある

かとか、実際にオリンピックをやるといろいろな問題があると思いますが、シーレーンと

いうのは一つ考えてみてもいいのではないか、研究する価値があるということで。 

 

○ 富山委員：宿泊施設にしろ、海路の問題にしろ、マリーナ含め、船を係留できる施設

を整備することにしろ、大きくはそのとおりだと思うのですけど、それに伴って、逆に神

奈川県の湘南の自然が壊されて、本来あるべき魅力が失われる可能性もあると。そこは本

当に気を付けていかないと、どういうホテルをつくるのか、低層のホテルなのか、高層の

ホテルなのか、船の係留場所をつくるために海を削るのか、それとも既存のものを整備す

る範囲でできるのか、海路を開発するに当たっても船着き場をどうするのか、そこは本当

に重要な部分だと思うので、今ある自然なり今ある魅力を壊さない方法で、それはもう本

当に具体的に一つ一つの問題なので、それをどう監視していくのか、何が良くて何が悪い

のか、その魅力の元は何なのかというところをよく考えないと、逆に。 

 

○ 牛山座長：神奈川らしい魅力を損なわない、環境に配慮した、ということですね。 

 

○ 富山委員：そうですね。そこの部分は失われると取り戻せないものだし、特に今のお

話ですと海際が活性化することは皆さんにとっていいことだと思うのですけど、どういう

海際を含めているのか、ヨットをはじめとしたセーラーの人たちと地域の住民とサーフィ

ンをする人、ビーチでビーチバレーをする人たちとは恐らくそのイメージ図が違うと思う

ので、それを一つ側からの視点だけで見てしまうのは非常に危険なことだと思います。 

 

○ 牛山座長：やはり進めるにしても、そういう配慮をするということですよね。 

 

○ 富山委員：はい。 

 

○ 牛山座長：黒田委員、例えば小田急で来て江ノ電でと、交通の連携というか、ネット

ワークみたいなものというのは、どうですか。 

 

○ 黒田委員：まず一つ、多くのインバウンドの方のライフを促すというか、そういう視

点については、大変重要だと思います。実際、今箱根で噴火の問題があって、観光客の方

というのは激減しております。しかしながら、インバウンドの方が前年を上回っていると

いうことで、我々の方の電車に乗っている方でもそんな感じになっているので、インバウ

ンドの方というのが底支えをしている感じがするわけです。やはりインバウンドの方に視

点を当てるということは、非常に重要なことだと思います。 

 そうすると、インバウンドの方から見て、この観光立国・神奈川という視点はどうなの

かということになるのですけれども、インバウンドの方にとりますと、神奈川という視点

というのは、正直言って、やはり非常に薄いのです。そうではなくて、やはりグレート東
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京なのです。大きな東京圏の中の魅力ある地域ですね。だから、神奈川だけで完結するよ

うな視点を持ってしまうというのは、非常に危険だと思います。だから、理想という観点

で見ても、やはり同じことが言える。地域の交通というのは非常に大事なのですけれども、

神奈川だけの視点で見てしまうと、なかなか難しいなと思います。 

 それから、具体的なオリンピック・パラリンピックで言うと、江ノ島にオリンピック・

パラリンピックがある、来られるということで、これは非常に歓迎するし、我々はそれに

対して公共輸送としては多分メインで輸送を担う機関になるわけですけれども、これもや

はり東京から多くのお客様が来られるときに小田急で来る方もいらっしゃるでしょうが、

やはり藤沢でＪＲから乗り換えられる方もいらっしゃるでしょうし、いろいろな所からル

ートがあるというのは非常に多様性があっていいと思うのですが、そういうところの利便

性というのがある程度あった方がいいなと思います。あとシーレーンというのも一つの考

え方だと思います。 

 もう一つ、交通機関として見ると、事業採算性というのが非常に重要な視点になってき

ます。事業採算制は、やはり非常に難しい問題があるのですよ。例えば、今、羽田空港か

ら箱根直通の高速バスというものが出ておるのですけれども、これは１日２往復していま

すけれども、これが１便当たり乗っている方が数人という状況です。何がいけないのかは

いろいろ議論があるとは思いますが、事業採算性上では非常に厳しいと。そういうツール

もあるということは一方では重要だと。 

 

○ 牛山座長：それは、噴火の前から。 

 

○ 黒田委員：そうですね。やはりこれは厳しい状況です。観光輸送というのは、非常に

稼働もありますが、正直申し上げて、それの採算性を取るというのは非常に難しいのです。

区間輸送というのですけど、都市間の一般の方が交流するようなものは非常に多くの方が

利用されるというのは実態としてあるのですけど、そこに観光が上積みであるという構造

は非常に事業採算性上いいのですけれども、観光オンリーでやろうとすると非常に厳しい

です。 

 

○ 蓑宮委員：今日は、適当に議論していいのですか。 

 

○ 牛山座長：ええ。大丈夫ですよ。 

 

○ 蓑宮委員：特に地方の見どころを磨き上げるだけでかなりすごく、結構いろいろな、

私も箱根に行って、吉池なんていったら日本でもものすごく高いのですね。旅館が３万と

か、５万とか。ゴールデンウィークに少しといっても、もう中国人が半分ぐらいいるわけ

ですよ。もっと高いと思いますよ。だけど、もうリピーターなのですよね。銀座の爆買い

は初めての人なのですよ。結構、１回いろいろな機会でやはりツアーとか、いろいろな所

の魅力でいうと、良さが分かると。例えば僕も 43か国、ソニーの時代に世界中回っていま

したけど、スイスとかに行っているより、芦ノ湖のきれいな水と富士山があって、しかも

箱根神社の鳥居があって、秋は紅葉、５月は新緑、この１枚の写真を見ただけで世界のど



28 

こよりも魅力があるのですよ。これを見たいだけで来るのです。ところが、そこへ行くま

での道中で変な看板があったり、やはりそこへたどり着くまでの地域と連携しないとね。

芦ノ湖一つを事例にとっても、あの１枚の写真だけでものすごく魅力があるのですよ。 

 もう一つは、箱根湯本の地区には僕も近いからしょっちゅう行っているのですけど、噴

火の騒ぎの前は、昼間はすごくにぎやかだったのですね。ところが、この箱根の街並みに

もちろん大きな旅館が多いということもあるけど、もう７時頃になると全く店が閉まっち

ゃう。だから、こういうものは多分高い残業代を払ってまで店を開けるメリットがないと

か、そういうことはあるかもしれないけど、例えば観光客の目玉になる金・土・日だけは

結構シニアのＮＰＯもいるし、若い学生のＮＰＯもいるので連携して、やはり夜までまち

を開ける努力をしないと、あの箱根のまち、夜なんて全くどうしようもない。普通の温泉

街と違う所なのですよ。だから、ほんの少しゾーンでまちとして連携することによって、

ものすごくいいのではないかと。 

 もう一つ言うと、神奈川の豊かな水を育み育てていきたいと。僕はスイスのツェルマッ

トとか何回か行ったけど、あの雰囲気を守るのはすごいですね。地球上で最後まで水道の

水が通常に飲めるまちにしましょうと、そのために何をする。ごみをどうだとか、この水

源地の地域の。これを機会にわずかに磨き上げるだけで、ものすごく魅力的なまちになる

ことは多いのではないかと思うのですよ。なぜかというと、これだけ伝統も自然もあらゆ

るものがそろっているのだから、そういった視点で神奈川県のいろいろなものを見直すと、

これは世界一の、やはり最後まで地球で水道の水が飲めると。今、地元の人も知らないけ

ど、100円出してやって。あんなばかなことをやって、成分分析すると、あれの方がもっと

悪いですよ。本当に。だから、そういうことを、やはり住民を巻き込んでまちぐるみで少

し知恵を出し、みんなが協力することによって、すごく磨き上げられたやはりいいスポッ

トになる可能性があるのではないかと。事例としては、今三つぐらいなのだけど、これは

神奈川県内のいろいろな所にあると思いますよ。 

 

○ 牛山座長：そこは少し集約的に、こういう所に表現するとしたら、どんな表現をされ

ますか。 

 

○ 蓑宮委員：こちらの表現の得意な人。 

 

○ 富山委員：正に今おっしゃったように、ほんの少しの働き掛けなりで大きく変わると

いうことは本当にこれから大事な視点だと思っていて、そこに例えば巨大ホテルを建てれ

ば人が来るのかということと全然違うと思うのですね。 

だから、そのほんの少し、今あるものを少し何かベターにすることで、大きく流れが変

わると思うのですけど、それをどう表現というか。 

 

○ 牛山座長：文章として表現するとどうなるかということですね。今お話が出たように、

市町村はそれぞれ地域の中でその地域に根付いた、それぞれまた個別に出していくと思う

のですけど、そういう努力を促すような県の広域的な、どこの市町村に対してもこういう

ことをやってくれるみたいな。 
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○ 蓑宮委員：いや、専門外で。例えば、今までは何とかの屋敷跡、これは点ですよね。

これが少し回って面、この地域はというのは結構世界各国であるけど、これが２次元の展

開ですね。３次元は、もう少し空気とか、何か。４次元というのは、まちぐるみでやる、

おもてなしですね。４次元の観光とか、そういううまいコピーというのが、あり得るので

はないかと思うのですよ。 

 

○ 牛山座長：そうすると、要するに各市町村、あるいは地域が個別に頑張るというのは

当然あると思うし、市町村の戦略も多分いろいろ出てくると思いますけど、それを少し圏

域を広げたり、地域圏みたいなものの魅力を発信できるための施策を県としてやっていく

と。市町村と連携する、あるいは市町村のそういった圏域協力みたいなものを支援すると

いうようなことですかね。 

 

○ 蓑宮委員：いろいろなものをやるときは、道の段差の問題じゃないけれど、県の問題

とか、それぞれ市町村の問題とか、やはり連携しないとダメなのですよ。個々だけでは、

解決しない問題も多いのですよ。だから、そんなことは、磨き上げるというのは最初の方

にありましたけど、僕はこのプロジェクトが本当に磨き上げるためのいいきっかけになる

なと。鎌倉にしても三浦にしても来てもらったら、魅力あるものはいっぱいあるわけです

から。 

 それで、できれば中の上以上の家庭に。私なんかが行くと大体中国人と付き合うと中国

人の家庭にどこでも行かせてもらうのですけど、やはり興味があるのですよね。日本の家

庭ありますよ。神棚があって、靴を脱いで、きれいにして。だから、日本は靴下がものす

ごく魅力的なのですよ。靴を脱ぐ文化があるから。靴下というのは、料亭へ行ってもどこ

へ行っても見られていますからね。だから、そういうついでに民間も巻き込んだステイと

いうか、泊まるのは規制が厳しいというけど、ランチとか、お茶するぐらいとか、そんな

ことも盛り込んで、やはり住民ぐるみでやる、いいアイデアがこれを機会にできると。僕

は東京へ行くと住めと言うけど、東京よりよほど神奈川県の方がいいですよ。 

 

○ 富山委員：でも、一方でそこで暮らしている人たちは、自分たちで自分たちの魅力に

気付いていないというケースが多いじゃないですか。 

 

○ 蓑宮委員：気付いていない。ほとんどなのですよ。 

 

○ 富山委員：大抵外の人が見つけるというか、今おっしゃったように、ラッシュアワー

に乗ってうれしいのかというのもありつつも、そういうことも今、下町の飲食街に若者や

外国の人たちがわざわざ行って、横浜にもそういう場所はいっぱいあると思うのですけど。 

 

○ 牛山座長：そうですね。だから、私も神奈川県民ですけど、やはり神奈川はよく東京

ばかり向いているとか、神奈川都民とか言われるけれども、そうでなくて、やはり神奈川

の本当の魅力を発見するために、県として市町村を含めて頑張っていこうと。 
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○ 富山委員：じゃあ、芦ノ湖の風景がすごい魅力的だとしたら、そこにそれを邪魔する

何かができることは、問題じゃないですか。そういう見方もあると。 

 

○ 蓑宮委員：例えばどこでもそうですけど、スペインでもどこでも、このゾーンは、屋

根はオレンジ色にするとかね。だから、まちぐるみでやらないと魅力が磨かれないのです

よね。それは今すぐできないと思う。これから建替えをやるときとか、新築するときはそ

ういう色にしましょうよと、そのうち 50年後になると、わーすごいという。50年とか、そ

ういうのかどうか知りませんけど、時間がかかっても結論を明確にしておけば、僕はすご

く良くなるのではないかという気がするのですけどね。 

 

○ 富山委員：それは、それぞれの地域ごとだと思うので、横浜と湘南とでは違うという

ことだと思うのですよね。 

 

○ 蓑宮委員：そうですね。そういうことはあっていいですよね。 

 

○ 牛山座長：分かりました。今のお話は、やはり地域の魅力の発見や圏域での促進とい

うことで、そういった視点を入れていこうということだと思うのですけど、そういったこ

とにもつながるのですけども、さっきのアクセス、グレート東京みたいなイメージとか、

そういう地域に皆さんが来るにしても、例えば小田急に乗ってきて藤沢で降りてとか、大

船で降りてモノレールとか、あるいは先ほどの、シーレーンをつなぐとか、採算の部分、

そういうことを、例えば会社を越えて私鉄でもＪＲでも、あるいはバスとか、そういうこ

とを話し合ったり、専門家で模索するとかいうことをする。それが今のお話につながって

くるのですけど、そういう試みというか、会とか、研究するためのネットワークとか、そ

ういうのはあるのですかね。 

 

○ 黒田委員：公共交通のそういう取組みというのも、ありますね。そういうところとい

うのは、非常に回りやすいとか、移動しやすいということを視点にした会というのはあり

ますし、モード間を越えてそういうことをやっていこうというのも、だんだんそういう流

れにはなってきているとは思いますけどね。 

 

○ 牛山座長：そういうことをもっと実体的、具体的に、企業ですから、それは競い合い

もあるのでしょうけど、そういう試みというのは可能なものですか。例えば、今みたいな

海ではシーレーンをやるといったときに、やはりどうしても鉄道とのアクセスとか、あと

採算、人の流れの検討があると思うのです。もちろん行政でもやると思うのですけども、

専門家として民間の力を活用していくみたいなことで言うと、重要だと思うのですけども、

そういうことがこういうところに位置付いたりするのですかね。できるのかどうかという

ことは、どうなのでしょう。 

 

○ 黒田委員：そういうのは、位置付けるべきなのでしょうね。多分そう思います。公共
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でこれから新しいものを投資するというのはなかなか難しいと思いますので、そうすると、

民活みたいな話というのは当然出てこられるのだと思います。そうすると、やはり民間の

投資意欲が湧くような政策、そういう仕組みづくりというのは、多分必要になるのではな

いでしょうか。どうしたらそういうのができるのかというのは、やはり上の考え方がある

のですけれども、民間で投資をするとコストは当然掛かるのですけど、そのベネフィット

が実際は地域全体に振り向かれるようなところであれば、実際そのコストをどうやって負

担していくのかということも考えたりしていくべきなのでしょうね。 

 

○ 牛山座長：神奈川県は通勤時間が日本で一番長い県だということがあって、そういう

中で、それでもそこから通いたいとか、あるいは行きたいとかいう魅力発信ということに

もそれはつながってくると思うので。 

今もあるというお話ですけれども、もっともっと促進して、新しい事業とか、魅力との

接合、そういうのを促進するような何か施策を。 

 

○ 黒田委員：そういうのは必要なのではないですかね。そういった公共交通への投資は

やはり何となく事業者任せっぽいところがあるので、そこをもう少し公共の方でも少し後

押しするような施策というのは必要なのかもしれませんね。 

 それから、先ほど通勤時間が長いというお話が出たのですけども、神奈川県で通勤され

ている方、例えば小田急線だと県央地区から都区内とすると、やはり１時間以上かかって

しまう。しかも満員電車という話で、その解決をしようとすると、例えば都内で複々線を

やるとか、そういうことをやっていくわけですけれども、それでそういう主なベネフィッ

トを受ける人というのは実は神奈川県の方だったりするわけで、そういうところにどうや

ってそれを後押しする仕組みをつくるのかとか、その地域で例えば今ボトルネックになっ

ているようなところというのは、その地域にとっての問題でもあるのですけれども、鉄道

線路で見ると、遠くに住んでいる人の問題でもあったりして、そのボトルネックになって

いるようなところを解決する。道路も同じだと思うのですけど、そこのところを解決する

というのが、もう少し広域的に利益を生む場合、それをどう皆さんで考えていくのかとい

う仕組みづくりが必要なのかもしれないですね。 

 

○ 牛山座長：私も今どんなふうになっているか分からないので、よくは知らないので、

いずれにしても、そういう何かをやって連携しながら、都心とも東京とも結ぶという。 

 

○ 黒田委員：鉄道とか、交通というのは、もちろん地域のツールなのですけれども、そ

の地域が発展しないと鉄道とか、公共交通もうまくいかないので、表裏一体なので、そう

いう意味では本当に連携していくべきだと思います。 

 

○ 蓑宮委員：この間、エーザイの執行役員の 45歳ぐらいの奥さんなのですけど、夫がイ

ギリス人で子どもは男が３人で本人は東京に勤めている。食事が終わって、「あなた、どっ

ちへ行くの」、「軽井沢」と。軽井沢から通勤しているのですよ。要するに夫が主夫なので

すよ。もうこれからは時間が、昔から比べればものすごく休みが多い。何かというと３連
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休。 

 

○ 牛山座長：休みたいですから。 

 

○ 蓑宮委員：だんだんそうなると思っているのよ。価値観がだいぶ変わってきて、東京

は確かにお給料をもらう所だけど、もう少し小田急も速くなってもらえると、僕は品川ま

でソニーに、昔は２時間で通っていたのですよ。今は速くなったけども。乗っている間に

新聞とか、何かを読むから、苦痛でも何でもないのです。週末とか、子どものためにあれ

していく。 

 

○ 牛山座長：快適であれば多少長くてもね。 

 

○ 蓑宮委員：お住まいは神奈川県。お金もらう所は東京であっても、全然これからは悪

くないと思うのですよ。むしろ子どもたちのために、東京都内で道路ではずっと遊ぶ所も

ない。それがだんだん、それは例えば秦野辺りだったら、庭もあって野菜も何とか庭園み

たいなのを借りて、もうその方がよほど子どもとか、妻にとってはいいし、夫だって休み

が多いわけだから。だから、最近はむしろ逆ではないのかと。 

 

○ 牛山座長：今のお話で本当うかがっていて。 

むしろ快適な移動。 

長時間なのだから、快適な移動なら多少何百円か高くたって乗るとか。 

 

○ 黒田委員：そうですね。いろいろな量の問題もあるのですけど、質の問題というのも

重要になってきていて、小田急で言えば、ロマンスカーみたいなものを使って通勤される

方も非常に多いです。 

今、実は小田急のロマンスカーは地下鉄にも入っているやつがあって、そういうやつも

非常にニーズは高いですね。 

 ただ、それをつくろうとすると、小田急の場合はまだ複々線というのができていないの

で、それは工事している最中ですけど、そういうのができないと、幹線を太くしないとな

かなかそういうのは簡単にはできない。 

 

○ 牛山座長：あまり甲乙言っちゃいけないですけど、やはり採算という面では、京王み

たいにそういうのをやらないで、ひたすら通勤という方が採算はいいのですか。 

 

○ 黒田委員：それは微妙ですよね。 

 

○ 牛山座長：微妙ですか。 

 

○ 黒田委員：ええ。そういうのは考え方にもよるので。 
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○ 牛山座長：微妙だったら、どんどんやった方が神奈川県にとっては質の高い通勤、通

学とか。 

 

○ 黒田委員：それは質もありますよね。だから、今ＪＲでは、例えば中央線にグリーン

車を入れたいという考え方を出しているとか、やはり単なる量だけの問題ではなくて、こ

れからはやはり質の問題、多様なニーズがありますので、そのニーズに合うような輸送と

いう商品を提供していくことが必要なのだと思います。 

 

○ 富山委員：正に湘南スタイルもずっとそこをやらせていただいているのですけど、暮

らしの場を自分で選ぶということですよね。利便性だけではなくて。 

通勤時間はあっても、ここに住みたいから住むということで、皆さんチョイスされてい

る方は多いと思うのですけれども。 

 

○ 牛山座長：だから、逗子とか、そもそもグリーン車があって。でも、私なんかは家に

帰るより、逗子とかにグリーン車で行く方がお金は掛からなくて。 

 

○ 富山委員：それにやはり湘南新宿ラインみたいなものができたことで、さらに来やす

くなっていったり、それはやはり一体のことだと思っているのですけど。 

 ただ、一つにはやはり距離の問題だけではなくて、なんでここに住みたいの、というと

ころをちゃんと見出していくというか。 

 

○ 牛山座長：今のお話だと、地域の魅力というのは当然あって、プラス神奈川の特性か

ら言うと、通勤距離が長いと。でも、その通勤・通学の質を高めて、そうすれば、ある意

味高額所得者とか、お金があればいいというものではないですけど、たくさん。 

 

○ 蓑宮委員：財源が豊かになるし。 

 

○ 牛山座長：そこは、非常に重要ですよね。 

 

○ 蓑宮委員：だって、小田原なんかに行くと、最近は、僕は新幹線だけど、本当に朝６

時頃の電車に小学校の子が乗って、東京に行っているわけ。なぜですかって、強烈なニー

ズがあるからでしょう。だから、夫は、多少遠くても快適な所があれば、必ず三浦半島と

か、秦野とか、そこで生活をさせたいと思うでしょう。僕はそう思うのですよ。都内のス

モッグだらけの所で、歓楽街で、ただネオンを見ている。だから、むしろそういう組合せ

で神奈川県の魅力というのを掘り下げるのだというふうに落とし込むと、小田急はもうか

るし、そこで良くなるのではないかと。 

 

○ 富山委員：そうですね。自分は湘南スタイルを 18年やっているのですけど、鎌倉、逗

子、藤沢、茅ヶ崎辺り、すごく活気が出ているなと思うのですけど、同時にそれこそ小田

原、秦野、三浦半島は自分が感じるにはすごく高嶺の花に見えて、人口減少と言われてい
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る反面、自分はものすごく可能性がある場所だと思っています。 

 

○ 山崎委員：三浦はどう感じていますか。 

 

○ 富山委員：三浦も本当に素晴らしい所だし、やはり交通の部分が大きいと思うのです

けど、それさえ解決されれば、個人差はありますけど、どっちがいいといったら、三浦の

方がいい所だなと自分は思いますね。 

 

○ 蓑宮委員：どちらかといったら、三浦は遠く感じるのね。 

 

○ 山崎委員：そうなのですよ。 

 

○ 富山委員：でも、実は三浦半島に立って東京を見ると、すぐそこじゃないですか。そ

ういう部分も。 

 

○ 蓑宮委員：僕の娘がそう言って、国際村にすると。逗子のあの辺は通って行っていま

すが。 

 

○ 黒田委員：あと、交通の問題で、鉄道幹線なのですけども、フィーダー（支線）のバ

スとか、駅までのアクセスというのは結構重要で、だんだんお年を召してくると、段差が

あったり、そこに坂があるとか、そういうまちというのはなかなか住みにくくなっちゃう

みたいで、そういう所に長らく住んでいただくためには、やはりバスとか、フィーダーの

路線が重要なのですよね。 

 ところが、一般的に言うと、私鉄、小田急もそうですけど、多分京急さんもそうなので

すけれども、私鉄の駅の駅前はあまり広場とか、そういうのがなくて、なかなかフィーダ

ーが発達しにくい、入ってきにくい状況というのはあるのですよね。 

 

○ 牛山座長：ある程度当初からのつくり方みたいなことですかね。 

 

○ 黒田委員：やはり東京がつくっているわけで、国鉄がつくっているわけではないです

し、やはり土地の問題とか、そういうのが非常に狭い所に行っていたという実態があるの

ではないでしょうか。 

 

○ 牛山座長：先ほど湘南の話が出ましたけれども、今回は今度オリンピックももうすぐ

あるしとか、実際海外のお客さんがいらして、湘南海岸ですよね。実は私、今日も県の職

員と神奈川の海岸の時は随分いろいろ勉強したのですけど、海岸のにぎわいと住民の皆さ

んの迷惑、防災視点で、もう逗子とか、葉山、鎌倉とかは条例が作られていますと。海岸

のイメージとか、あるいは別にそれは箱根の方でもいいのですけど、そういう道路をどう

作っていくといいですかね。 
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○ 富山委員：自分が感じるのは、海の家が建つ７月から８月の終わりまで、８月の終わ

りになれば海の家は壊されて、その期間だけが夏で、海で、お祭りで何をやってもいいみ

たいな、何となくそういう感じがあると思うのですけど、湘南に関して言えば、海の季節

は別に海の家が建っている間だけじゃないよというか、湘南の夏をもっと長くしてあげる

ということができると、それによってお祭りじゃなくて、日常というか、いつもそこに海

の時間があるというふうになっていくのではないかなと自分は感じるのですよね。壊され

てしまうもの、瞬間的なお祭りで、だから、ここでは何をやってもいいみたいな、若者の

部分で言うと、すごくそれを感じて、逆に海際に年中建っている飲食店なりは、すごく落

ち着いて、いい雰囲気だったりするのですよ。あの部分だけなので。 

 

○ 牛山座長：私も学生時代以来、何十年ぶりぐらいに夏の海岸に行ったのですけど、す

ごいですね。 

 

○ 山崎委員：様変わりしていますよね。海の家自体が。 

 

○ 富山委員：でも、海の家のない隣の海に行くと、すごく落ち着いていたりするわけじ

ゃないですか。 

 

○ 石井委員：今年は、鎌倉の規制をしているからですかね。 

僕は鎌倉に住んでいるのですけど、少し変わりましたね。観光客であったり、人の層が

少し変わった。逗子で規制してから去年はひどかったと言っていましたね。 

 

○ 牛山座長：こっちへ来ちゃってということですね。 

 

○ 石井委員：鎌倉的に考えると、夏の海はいいのですけど、海に行ったら帰っちゃうの

で、こっち側の従来の商店街とか、あっち側のほうはあまり潤わないというか、その割に

は要するに治安が良くないという感じなので、やはり住民は結構。 

 

○ 富山委員：そういう意味ではビーチカルチャーが熟成していないというか、海外はそ

うではないじゃないですか。 

 

○ 牛山座長：今の夏といえばビーチカルチャーというのは、どんなことをやるのですか。

教えていただかなくではいけないのですけど、いろいろな意味でビーチカルチャーを育む

ということですか。 

 

○ 富山委員：例えば、ロサンゼルスのまちとマリブの海岸線とか、パリとビアリッツ辺

りの大西洋側の海とか、イタリアにしろ、都市と海際のカルチャーというのは表裏一体で

セットというか、大体ハイブランドだとかに行ってもドレスアップの服と一緒にカジュア

ル服、リゾート服というのがセットになっているじゃないですか。その一つがビーチだっ

たり、軽井沢みたいな山だったりすると思うのですけど、都市と自然みたいなもの、単に
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田舎という意味だけじゃなくて、もう一つの違う価値観がある場所として確立されている

と思うのですよね。今、湘南に移り住んでいるような人たちの多くは、それを求めていら

っしゃっていると思うのですよ。東京という世界の大都会と、わずか１時間の所に少し落

ち着いた自然の海岸が残っている。東京のように埋め立てされた海ではなく、そこで少し

都心とは違う、ゆっくりした時間が流れている。 

 

○ 牛山座長：そうですよね。東京にはないですものね。 

 

○ 富山委員：東京には全くないものが、わずか１時間の通勤できる距離であるというの

が、すごく価値がある。 

 

○ 牛山座長：変な話、横浜、川崎、都心と、三浦、横須賀、湘南で表裏一体みたいな形

のイメージをつくればいいと。 

 

○ 富山委員：そうです。東京を横浜に置き換えると、そうですね。横浜はもちろん海も

ありますけど、自然のままの海じゃないじゃないですか。それとは違う、すごく観念的な

話になりますけど、それはすごく違うスタイルというか、違う価値観に乗っかっているも

のなので、例えば逗子マリーナさんにロンハーマンが入ってくるみたいな、今少し具体的

な話になっちゃう。今のファッションも、カジュアルなファッション、海際のビーチサイ

ドのファッションというのは、すごく注目されているのですよね。それは、都会のドレス

アップしたのとは違うものとして。そこの魅力がすごくいっぱいあると思うので、通勤距

離が長いというのも恐らく東京に通っている方が多いということだと思うのですけれども、

それが山側でも海側でもあれば、極端なことを言えば、本当に魅力的であれば、箱根と丹

沢と湘南があれば別に全部求めるものは解決するのではないかなと思いますし、それを日

常で皆さんが上手に使えれば、すごく暮らしが豊かになるだろうと思うのですけどね。 

 

○ 牛山座長：山崎委員の最初のお話から、今のところ、魅力を高めながら、アクセスの

問題や回遊性みたいな問題とか、ネットワーク、あるいはその地域の魅力を本当に高める

といったお話をいただいていますが、例えばその中で、知事も、神奈川というのは要する

に都市的な所と、自然の豊かな、日本の縮図だ、みたいな形で言っていましたけど、それ

は本当にそういうことを含めながら、なおかつ、グレーター東京みたいな論点というイメ

ージも踏まえて、今のお話につながると思うのです。ですから、そういう所の魅力を高め

て、考えていくと見えてくるというか。 

 

○ 富山委員：それはもちろんそのとおりなのですけど、最初に申し上げたように、それ

をどうやるかというところが非常に問題で、間違えた方法でやると、その魅力すら失うと

いう部分をちゃんと監視していかないと、今ある、みんながいいと思っている景色なり、

雰囲気なりが失われるということ。方法論、その各論がすごく大事な、繊細な話だと思う

のですよね。 
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○ 蓑宮委員：今おっしゃったところで言うと、僕も 43か国世界を回っていて、つくづく

この小田原とか、日本がいいと思っているのですけど、一番駄目なのは自分のお国自慢が

できないのですよ。イギリスなんて行くと、「今日はミノ、何回目だ。」、「３回目だ」、「じ

ゃあ、いいな」と、「２時間、飯の後、時間くれ」とか、ネルソン提督のことから始まって、

もう延々とお国自慢ができるのですよね。このお国自慢ができない国民というのは、日本

人だけじゃないの。だから、教育という意味では、神奈川県の何が良さなのか、本当にも

ともと神奈川にいる人は全然分かっていないのですよ。外へ行ってみると、うちに帰って

くるとほっとするなと。そう思いませんか。だから、そこのリンクも非常に大事だなと。 

 

○ 富山委員：じゃあ、そのお国自慢ができることは何なのか、利便性やコンクリートで

できたものではないと思うのですよ。巨大な何かとか。そうじゃなくて、やはりちょっと

したことでとか、自然とかということだと思うので、その辺がともすると逆に行きがちじ

ゃないですか。何かを活性化させようとすると。 

 

○ 蓑宮委員：だから、もう少しバック・トゥ・ザ・ベーシックにして。 

 

○ 富山委員：そう。正におっしゃるとおりです。 

 

○ 蓑宮委員：僕らが小さい頃にほとんど体験した、クワガタ捕りとか、海水浴をして、

昔はただで素潜りでサザエ捕ったりなんか、そういう環境というのは、全部失われている

わけですよね。 

 だけど、今の大人は、確かに貧しかったけど、せめて自分が体験したくらいの環境を守

って後世の人にそれを残したいと、皆さん、話をすると思っているわけ。ほとんどそうい

うことを失って、利便性は確かに得たけど、という気持ちが強いと思うのですよ。それは、

日本人だけじゃなくて、ほかの国もみんなそうだと思うのですよ。そこは大事にしなきゃ

いけない。 

 

○ 富山委員：それをいかに残しながらブラッシュアップしていくかということの。 

 

○ 蓑宮委員：ブラッシュアップするかというところは、大事だと思いますね。 

 

○ 牛山座長：今のお話だと、やはり魅力の中身ですよね。 

 

○ 富山委員：はい。 

 

○ 牛山座長：要するに魅力の中身を精査していかなきゃいけないということと、神奈川

らしさを失ったり、環境が破壊されるようなことになっては本末転倒だということを、お

っしゃっているのですよね。 

 

○ 富山委員：はい。 
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○ 蓑宮委員：だって、東京の人なんか、昔はみんな田舎者でしょう。 

本当は、そういう週末というのを東京の人こそ憧れているのですよ。 

 

○ 富山委員：そうだと思います。 

 

○ 蓑宮委員：間違えちゃ困るのですよね。銀座のバーのホステスは、みんな田舎者です

からね。そうですよ。だから、おでん屋とかに行くのが好きだとか。 

 

○ 牛山座長：それでは、ほかにも幾つかございますので、是非ご議論いただきたいので

すが、例えばこの（２）で地域資源を生かした魅力づくりで、本当に蓑宮委員はご発言あ

ると思うのですけど、自然、食、癒やし。それから先ほどのこの地域の環境を守るところ

にもつながっているのですけど、未病の取組みもありますし、こういった地域資源を活用

した魅力づくりというところで、何か皆さんから、こういった方向性がいいのではないか、

こういう事業もいいのではないかという意見を出していただければありがたいのですけれ

ど、いかがでしょうか。県西地域の活性化というのが出て来ていますけど。 

 

○ 蓑宮委員：人間というのは定命というのがあって、誰もいつ蓑宮武夫が死ぬかという

のは分からないわけですね。必ず死に向かって皆さんは動いている。だから、いつ死ぬか

分からないから、人生観というのはそれぞれ違うと思うのだけど、生まれたからには年を

取って、僕が言ったように寝たきり老人より出たきり老人、しょっちゅういろいろな所へ

出て、そのままポックリ死にたいよね、というのは、僕は大事な定義だと思うのですよ。

そうすると、出たきり老人になるためには、やはり一つは今の年寄りは 75歳になると後期

高齢者、俺の人生は終わりかよとか、いろいろなことがあって、やはり出たきり老人はい

ろいろな所に出たい。寝ている人も元気出して、そういう人はいっぱい世の中にいるわけ

ですから、それをきちんと出たきり老人になりたいと、体が弱っていた人も元気になった

よと、生きるには頼りにされるとか、役に立つとか、そういうものがないと、健康寿命と

寿命のギャップの 10年はなかなか埋まらないと思うのですよ。そこにただ医療だけのアプ

ローチももちろんいいけど、少しシニアの役割とか、おじいちゃん頑張ってくれてうれし

いねと、孫がリスペクトするようなカルチャーとか、いろいろな問題があるので、やはり

そこのところを老若男女一体となってやるような仕組みがないと、５年に縮めるとすごく

医療費が助かるし、生活している本人も助かるしと。どっちみち二つしかないのですから、

もう目標がない人は乞食になるか、目標がなければ、誰だってそうでしょう。だって、乞

食の人が長生きした事例なんかないですから。やはり生きがいがあって、だから、病に倒

れても頑張って治すと。長嶋茂雄だってあれだけだったのに、もう一度全日本の監督をや

りたいという強烈な目標があったので、あの苦しいリハビリに耐えて。その辺のところを

ソフトウエアの面とハードウエアの面とをうまく組み合わせてやると、僕はこの未病とい

うのは、最初二見政策局長さんだっけ、「こんなことをやりたい」と、小田原の人を 10 人

ぐらい集めて言ったら、「未病。何だ、そりゃ、名前変えろ。」というのがほとんどで、今

や堂々たるもので、国家で未病というのは造語として定着しちゃったわけですよね。だか
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ら、そこのところを是非皆さんで定義して、ソフトウエアの側面とハードウエアの側面で

切り口を明確にしていくというのは、いかがなものかなと思っているのですよね。10 歳の

ギャップというのは、大変ですよね。昨今の医療費ももうばんばん、何かそういう手当が、

模範になるようなところを。 

 長野県の佐久だって、昔は脳溢血などの死亡率が一番だったのが、全体で塩分控え目何

とか運動でもうぐーっと上になった。やはり長い戦いかもしれないけど、そういうことの

道筋を付けるというのは、このプロジェクトの意味があることではないかとすごく思うの

だけど、それは老人が働くことも含め、それから孫たちに指導することも含め、トータル

でうまく回るのではないかなという気がしているのですけどね。どうですか。 

 

○ 富山委員：自分は湘南スタイルを作っていて思うのは、地域の人たちが、皆さんそこ

が好きで、わざわざそこに住んでいる人たちが集まっているというのがすごいことだなと

感じるのですよね。例えば散歩していても。基本、自分たちはここを好きで住んでいるの

ですよという共通のものがあるので、やはり会話する人も多いし、すごくお年寄りが元気

だなと、自分は感じるのですよ。 

 先ほどの話にも戻るのですけど、その地域の魅力をみんなが感じて、隣の人も、何軒隣

の人も、基本いろいろあるけど、ここが好きで暮らしているのだよねという地域は、すご

く元気だと自分は感じていて、お年寄りのコミュニティーみたいなものが意外と多いので

すよね。犬の散歩友達とか、あとは近所で、湘南はバーベキューとかやる人が多いので、

割とカジュアルに人が集まったり。自分が感じるのは、そこの基本には、みんなそこが好

きということがあるのではないかな、便利だから住んでいるだけじゃありませんというと

ころをすごく感じますね。 

 

○ 牛山座長：県西地域の活性化というか、人を呼ぶということもあるのですけど、やは

り、未病の取組みというのは、かなり県西地域で際立っているという印象はあるのですか

ね。私は神奈川県に住んではいるのですけど、なかなか全県的には行かないのですけれど。 

 

○ 蓑宮委員：それは、僕が知っている限り頑張っている。潤生園だとか、日本のオピニ

オンのいろいろなことをやっている人もいますし。 

 だけど、僕は理事をやっているのですけど、特別老人養護ホームを私の仲間が経営して

いるのですけど、そこに必ず東京から来た人を連れていくのですよ。いかに金が掛かって

と。それでその理事長は言ったのです。これは一応要介護３になっていますけど、これに

入ったら２だろうと１だろうと関係なく、すぐ悪くなりますからと。もうああいう所に行

くと、コミュニケーションのないクローズの世界に入っちゃったならば、もうあっという

間に悪くなるから心配しかしないのね。これを聞いてびっくりして、その割に寝た状態だ

ろうと、座った状態でお風呂は入れるような仕組みを持つ。だから、こんなにお金が掛か

るのですと、こんな状態で確かにあるけど、と言うために、東京から来たら必ず僕は自分

の環境をやっているメガソーラーとか、そういうことも含めて、そこに必ず寄らせるので

すよ。やはり問題意識を持ってもらわないといかんなと。 

 だから、少し前に出ていたように、僕は今、ほうとくエネルギー株式会社の社長をやっ
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ているから、ソーラーパネルとか、それから水力発電とか、又はバイオマスだとか、そう

いうことが、あるゾーンで、１か所で見られるのですよ。その辺がまた、１周すると 10キ

ロとか、20 キロで、いい所なのですよ。その所に例えば電気自動車のバスみたいなものを

走らせて、その周りに史跡、観光地がいっぱいあるのですよ。バスはこう動かしていて、

もちろん史跡に寄りたい人はそこでドロップして、そこからウォーキングする人はウォー

キング。そういうゾーンというのは、僕は何も小田原だけではなくて、秦野でも三浦でも。

何かそういうゾーンのものをお年寄りに。その代わり、車いすで途中から行きたいなんて

バスの後ろに積んであっても、今は行けないでしょうね。弱者に優しいとかいいながらも、

完全に車いすでそうやって行けるゾーンが一つもないのですよ。これを全部やるのは大変

ですけど、三浦地域に１か所とか、このゾーンを１周すると 10キロで、いい所はあります

よ。そういうことをトライアルでやってみると、またそういうまちというのは海外の人が

ものすごく興味を持ったりするのですよ。だって、これもまちぐるみですよ。段差とか、

道路の幅を広げなきゃ、それと県の人、地主の協力も得られる。これからは、やはりまち

ぐるみ、住民ぐるみ、県ぐるみ、市町村ぐるみで何か手を打たないと、これは言い出すだ

けで終わっちゃうという気がするのですよね。 

 

○ 牛山座長：私がそういうことを言ったのは、一つはここに県西地域の活性化の部分、

それから今度こっちでは三浦半島という形で、かなりこの県の戦略として、この二つの地

域を抜き出して見ているわけですね。さっきの、もちろん全県的な観光資源を生かしたと

いうことももちろんありますけど、やはりこの部分に出てくると、逆にそれ以外のアクセ

スの問題とか、いろいろなことも含めて、やはり事業になってくるのですけど、それにつ

いてはこの分科会の中では、概ねこういう形でいいのではないかということで、皆さんの

印象としてどうかということになってくると、やはり人口減少とか、市町村も含めて非常

に厳しい現状があるので、これでいこうということになっていると思うのですけど、その

辺で、今の委員のご意見は、西部地域についてはそういった方向性でいくのがいいのでは

ないかということですよね。 

 

○ 蓑宮委員：そうですね。観光に結び付けられる。自然とか、環境が観光に結び付けら

れる。また、未病対策にもなろうと、いろいろな形で僕はあり得ると思いますね。 

 

○ 石井委員：未病という点については、特に県西地区ということに限らず、三浦半島に

ついても未病というテーマで取り組める要素はものすごくあると思いますので、あえて県

西地区の活性化プロジェクトでなく、未病そのものが。 

 

○ 牛山座長：そうですね。未病そのものが全県的な問題となっていますので。 

 

○ 蓑宮委員：一応特区になっていますので、県西地区にご協力お願いします。 

 

○ 二見政策局長：今いろいろご議論いただいたところで、座長から県西地域活性化と三

浦半島のお話がありました。今回、地方創生の中での新しい人の流れをつくるというテー
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マで、単に地域振興をやりましょう、地域が潤えばいいですよ、観光振興をやりましょう、

インバウンドをやってもらえばいいですよと、そこまでの政策ではなくて、それを、定住

人口を増やしましょうというところに結び付けようというのが今回のテーマです。入口と

して観光をやれば人がたくさん流れてくる。それが地域を見てくれて、住みたいという気

持ちを起こしてくれるのではないか、そして、地域振興をやれば、そこに産業ができて、

それも魅力になって、定住人口に結び付いていくのではないか、こういうストーリーを地

方創生という切り口の中では持っているものですから、そういう観点で最後の県西地域の

活性化プロジェクトにしても、三浦半島にしても見ていただきたいですし、まず最終的に

そういう観点で今やろうとしているものがいいか。 

 未病というものが出てきまして、これはすごく全体を通じるポイントだと神奈川県では

考えているのです。これは、我々が予期したものよりもうんと広がってきていて、始めは

なぜ県西地域で未病をやろうとしたかというと、皆さんの未病はまだ分からない状態の中

で、県西地域には温泉があるというのが非常に、それから森林セラピーがあって、当然小

田原漁港があって海の幸、そして、あそこの辺りは少品目多種の農業があるということで、

食もいいですし、癒やしだとか、そういうものが全部そろって、あそこにパッケージにな

っているということがあって、じゃあ、そこで目に見える未病をやろうじゃないかという、

そのモデル地域なのですね。それで売り出していこうというコンセプトでまとまったもの

ですから、今から思うと、定住人口まで狙ったものではないのだけども、そういうライフ

スタイルを出していくのが小田原地域の定住人口を増やすものにつながっていくのではな

いか、これは思ったよりも広くなってきています。 

 それで、山崎委員から三浦半島が出ました。三浦半島は、我々は最初、海と観光でまず

は売り出していって注目をさせて、そこにライフスタイルの発信などが加わっていけば定

住人口が増えるのではないかというものを持っているのですけど、地域の市町村長さん方

にお話ししたところ、海と観光はあるのだけど、未病をやりたいという声が上がってきた

のですね。それは、やはり高齢社会に対応した仕組みというものがその地域にできている

のだというものをもっとアピールしたい、だから、ＣＣＲＣなども海側でやりたい。それ

は、単なるＣＣＲＣと言わずに、未病と結び付けてやっていきたいと、こういう流れに今

なってきている、こんな形ですね。 

 

○ 蓑宮委員：だから、本当に小田急さんと協力してもらって行ったよね。もう住みたく

ないのですよ。就職先は東京都だけど、週末とかの休みが多い時間はこれからゆう活なん

かの時代になってきて、本人が多少１時間とか、１時間半の時間がかかっても、戻った所

では子どもたち、お父さん、お母さん、妻なんかには魅力がある。自分も週末で。そうい

うまちに住みたいわけなのですよ。それがもうこんなに至近距離にあると。私に言わせる

と、むしろ至近距離なのですよ。これは全くそのとおりで、だから、それをやることによ

って、人口も僕は増えると思う。住みたい人はいっぱいいますよ。5,000 万も 6,000 万も、

都内でずっと住んでいてどうするのだと。土曜日、日曜日はどうするのだよと。子どもは

やることがないのですよ。それで、小田原に住む、秦野に住む、三浦に住む、やることが

いっぱいあるじゃないですか。違いますか。 

僕はそう思いますけどね。 
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 別な件で。今朝なんか見ていると、まちの地方税をふるさと納税、山形の天童市という

のはものすごくあっという間の位置感になっちゃったと。いろいろな紹介をしていたので

すけど、結構みんな、「なんで天童が一番なの」と。サクランボはある、桃はある、肉は天

童牛とか、将棋の駒は今日来た人は全部手彫りで蓑宮と彫ってくれるとか、ああいうもの

をばかにしていたけど、やはり都市のブランド化をみんなが分からないわけだから、ああ

いうものも躊躇しないで、やはり積極的に魅力ある一つのバロメーターだと思うのですよ。

神奈川県はどうなのですか。出ているお金が多いのですか。「俺がやろうか」と言ったら、

「何言っているのだ。蓑宮さんが小田原から別の所に納税したら、どうするのだ。」と言っ

て怒られちゃったのだけどね。 

 

○ 二見政策局長：ふるさと納税は、神奈川県は非常に少ないのです。 

 

○ 蓑宮委員：少ないのでしょう。これは逆になっちゃうのですからね。 

 

○ 二見政策局長：呼ぶためのお金も使っていないですから、そういう判定ができるよう

な状態には県のレベルではなっていないということですね。ほかの県に比べて入ってくる

額は少ないのですけど、それを入れるためにお金を使っていないですから。 

 

○ 蓑宮委員：知らないのだから、妻が「平戸市ってどこだ。」と、平戸市なんていうのは、

僕は２、３回行っているから「こういうまちだよ」と。あれは結構知ってもらうためには

一つのいい。 

 

○ 山崎委員：ふるさと納税について、実は私どもの事業所がある、逗子市と三浦市の制

度にも違いがあります。例えば逗子マリーナですと、逗子市のリゾートマンションですけ

れども、逗子マリーナには約 1,300 戸の分譲マンションがあって、そのうちの約 10％が住

民票を取って住まわれています。それ以外の方は、逗子市以外の方、東京、神奈川以外の

方がいらっしゃるわけですけども、そういう方々がその地域のために自分の納税を使って

ほしいという希望があるのですが、逗子市には受け皿がありません。三浦市と鎌倉市には

幾つかパターンがあって、三浦市と鎌倉市はどういう事業に使ってほしいと、例えば環境

保全のために使ってほしいとか、選択ができるのですが、たまたま逗子市の場合はそれが

なくて、特に逗子市の場合は、小学校の地域自治というのが非常に今盛んに行われるよう

になっているのですが、そのエリアに自分がお世話になっている自分のふるさと納税をう

まく使ってほしいというのが、なかなか受け皿がないという問題が上がっておりまして、

産物をいただくのではなくて、本当にそこにお世話になっているからそれを使ってもらう

受け皿がないということが実は問題になっています。 

 

○ 蓑宮委員：僕は妻の反応を見てびっくりしたのですけども、「天童市がなんで」と、そ

ういう見方をするわけ。そうすると、天童のことがよく分かってくるわけ。「あら、そうな

の」と、フルーツ王国でただサクランボだけだと思ったら、桃はあって、何だかんだと、

結構マスコミのスポットライトを浴びるから。 
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○ 牛山座長：ふるさと納税もいろいろ課題があって。 

 

○ 蓑宮委員：もちろん仕組みそのものは、非常に一長一短ありますけども。 

 

○ 牛山座長：要するにふるさと納税は市町村のあれですけども、魅力発信の工夫ですよ

ね。 

 

○ 蓑宮委員：工夫をどうしたらいいか。 

 

○ 牛山座長：今の人を呼び込むかということにどうつなげるかという、一つのお話です

よね。 

 

○ 蓑宮委員：はい。 

 

○ 牛山座長：あと、ここで例えば神奈川県が進めている、いわゆるマグカルですよね。

これは、先ほどから出ている地域の魅力にもつながる、文化ですよね。こういったことに

ついては、何かご意見ございますか。なかなかマグカルといっても、どういうものかとい

うのはありますけども。 

 

○ 蓑宮委員：今までの話を聞くと、私は神奈川県の特に三浦もそうだし、箱根とかは、

やはり製造はもう呼び込めない、呼び込む価値がない。研究所ですよ。海外の研究所、や

はり山林とか、いろいろな中には研究所を呼び込むというのは、海外のメーカーも、研究

家の人は特に集中型ですから、頭も疲れる。だけど、そのとき、うちに帰ったら、温泉が

あるとか、周りにホタルが乱舞するような所とか。もちろんこの横浜とか、川崎はまた別

な意味があると。秦野とか、三浦とか。新しいタイプの研究所、それはやはり研究しなが

らの生活も楽しめる。これをきちんと今までのことをやりながら、僕は目指すべきだと思

うのですよ。研究所にいる間は、研究所の人たちは疲れるのですよ。 

 

○ 黒田委員：研究所の方は、やはり所得も高いですし、非常にカルチャーでも理解があ

る方も多いと思われるので、そういう方が多く住まわれたり、そういう事業所があるとい

うのは非常にいいと思いますね。それから、そういう研究所には海外からもやはり研究者

の方、そういう関係の方がよくいらっしゃるので、実際小田急の沿線で見ると、厚木の郊

外にそういう研究所がやはり日産さんとかが来て、結構そういう所にロマンスカーで外国

の方が来られているというのは目にします。そういうのは地域にとってもすごくいいので

はないですかね。 

 

○ 牛山座長：地域の産業特性みたいなものを踏まえたというか、理解した上で、それに

見合ったライフスタイルみたいなものを発信する、このプロジェクトをやっていますと。

それは文化的な関心も高いし、それとマグカル、未病をつなげていくということですね。 
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○ 牛山座長：石井さん、いかがですか。生活スタイル、一つのキーワードで。 

 

○ 石井委員：生活スタイルもいろいろ多様化しているので、いろいろな方のいろいろな

需要がある。 

 でも、神奈川県は最初から皆さんがおっしゃっているように、いろいろ多面的にバラン

スのとれている地域ですし、やはり独自性を持ってやっていかないと、多分観光にしても

居住にしても、私はあえて別に神奈川でなくても大丈夫なのではないかな、もしくは千葉

の方がもっと利便性がいいのかもしれないという話になってしまうかもしれないので、何

か新しいことをやろうというのだったら、例えば地元資源、この地域の魅力のあれをしよ

うというのは、ここじゃなきゃ、三浦じゃなきゃ、鎌倉じゃなきゃ、というもの何かしら

やらなきゃいけないのではないかなと。 

 

○ 牛山座長：そうですね。千葉も非常に魅力のある県かもしれませんけど、アクセスは

圧倒的に実はこっちの方がいいですよね。 

 

○ 黒田委員：これは微妙で。 

 

○ 牛山座長：イメージでは、鉄道もありますし、不便じゃないけど、そういうロマンス

カーにしてもそうだし、小田急もそうだし、ＪＲのグリーン車がある。 

 

○ 黒田委員：そういう意味では多面性は圧倒的に神奈川県の方があります。ただ、千葉

県もアクアラインとかがあるので、意外と時間と距離は短かったりするので。 

 先ほどお話のあった、海の文化というか、海岸のにぎわいというもの、千葉の海岸のに

ぎわいと湘南の海岸のにぎわいは多分違うのだと思いますし、さっきの文化みたいなとこ

ろは湘南の方がかなり熟成されていると思います。そういう意味で発信した方が、確かに

いいと思います。 

 

○ 蓑宮委員：圧倒的な差は、やはり日本の中で歴史とか文化は圧倒的に神奈川。はっき

り言いますけど、東京は小田原藩の領地だったのですからね。小田原が、この辺の神奈川

周辺は全部制覇していたのですよ。だから、小田原の名前がみんな付いているのですよ。

新宿というのは、小田原に新宿があるの。板橋というのもあるの。江戸は、いわばみんな

小田原の人がつくったまちなのですよ。だから、神奈川県は、鎌倉幕府も含めてそれだけ

すごいのですよ。堂々と外国の人が来てやはり価値があるというのは、そういう歴史をき

ちんと正しく把握して。そういうものをきちんと変な形にしないでやるというのは、僕は

ものすごくインバウンドにも効果があると思うのですよ。 

 

○ 牛山座長：ですから、文化、文化といっぱい出てきますけど、ここにやはり神奈川ら

しい歴史とか、今のようないろいろな地域の伝承とか、そういったものをきちんと位置付

けて教育する必要があると。 
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○ 富山委員：１回目の会議のときの冒頭で知事が、神奈川県は地方創生といって、どっ

ちかというと出すべき立場じゃないかみたいな言われ方もある、とおっしゃっていました

よね。 

 

○ 牛山座長 出すというのは。 

 

○ 富山委員：呼び込むよりも、地方に。 

 

○ 牛山座長：国が言っているように、もっとよそへ出ていけと。 

 

○ 富山委員：そうです。ただ、逆に言えば、東京に対して一番近くて、一番パワーはあ

る。それでいて、自然環境はすごいバラエティーに富んでいて、海も山もあって、少し観

念的な話になっちゃいますけど、だからこそ、神奈川県でしかできないやり方みたいな、

きめ細やかな、やはりほかの地方とは違う、いい形、新しい形をできたらいいなと。その

ためにはまず、先ほどから話に出ている、神奈川県の広い中でそれぞれの地域の魅力は何

なのだということをもう一度ある程度のエリアに分けるなどしながら、見直すことから始

めた方がいいのではないかなと自分は思うのですね。 

 

○ 牛山座長：今お話を伺いながら思ったのですけど、新しい人の流れをつくるというの

はこのテーマなのですけど、それを言われれば、さっきの県西地域や三浦半島も含めて、

ほかの地域にも関連してですけど、川崎みたいなことはあまりここには出てこないですよ

ね。やはり県民の半分以上が住んでいる所だから、政令指定都市だからということかもし

れませんけど、全くではないけれど、あまり出てこないみたいなのはいいのですかね。考

え方を、何か触れておく必要はないのですかね。 

 

○ 和泉政策局副局長：神奈川県の中が、今、日本の縮図とよく我々は国に対して言うの

ですけど、やはり横浜、川崎に県内の人が集まってしまって、先ほどの三浦もそうなので

すけど、三浦半島というのはやはり川崎までは人が来ているのに、横須賀もそうですけど、

そこから先には行かない。横浜がやはり一番人口も多いし、力もあるということで、全く

無視して神奈川県の地方創生を考えられるかというと決してそうではないのですけども、

ただ、横浜、川崎よりもやはり県西地区ですとか、県央のロボットですとか、三浦の部分

を魅力ある地域につくっていくというのがまず一番だと我々は考えておるところです。 

 

○ 山崎委員：昨年１年間、かながわシープロジェクトで少し活動したのですけども、知

事もプロジェクトでも最初にお話ししているように、湘南はどこからどこまでだという議

論もありました。結論としては、相模湾の真鶴から三浦半島までを湘南と呼ぶと。それも、

これまでの漢字の湘南ではいろいろな議論があって、湘南を英語の表記にしようというよ

うなことを議論したのです。そのときに私が話したことは、神奈川の海の魅力ということ

を考えたときに、もちろん相模湾はマリンスポーツが第一ですし、もちろん魚もそうです
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し、陸から見る相模湾の景色と、先ほどおっしゃった海から見る陸の景色というものもも

のすごく相模湾は魅力があるのです。 

 でも、観音崎を交わして東京湾に入っていくときの運船の航路を使う船の交通量を見る

だけでも、それは素晴らしい景色だと思うし、対岸の千葉の景色も見えるし、それからも

っと言うと、ベイブリッジから中に入って、川崎に京浜運河があって、その京浜運河を夜

走ると工場地帯の夜景がすごいきれいで、夜景クルーズなどもやっている会社さんがあり

ますけど、そういう魅力も実はあるなということで、神奈川の海の魅力という点では相模

湾だけじゃないですよという意見を出しました。 

議論が湘南というのはどこだという話になったのですが、海だけ考えても、そんなにう

まく神奈川というのは川崎、しかも実は羽田空港の所に接岸できる岸壁ができていくとな

かなか違うと思って、神奈川はそこの権利も取れていて、そこから船を出して横浜に人を

運ぶことができるのですよね。それがなかなか、先ほど黒田委員がおっしゃったように、

事業化できていないとか、採算性の問題とかがあると思いますけども、実はもちろん便利

な鉄道で横浜に来るのもいいでしょうけども、京浜運河を使いながら横浜に入ってくると

いうときもやってあげると、それはそれでいいと思うのですが。 

 

○ 黒田委員：川崎、横浜というのを無視しては、なかなか全体像が測れないのではない

でしょうか。 

 

○ 牛山座長：そこは工夫の必要なところだと思うのですけれども、何かあるかどうかま

た。そこに何か事業を当てはめるということではなくて、少しイメージできるような何か

というのは。 

 

○ 黒田委員：インバウンドということを考えても、やはりインバウンドだと羽田空港と

か、新幹線とか、そういうアクセスを考えると、やはり新横浜は横浜にありますし、羽田

空港は都内にあるわけで、その隣接というのは川崎になっているわけですから、そういう

ところをなかなか考えないで語るというのは難しいのではないかと思います。そことうま

く連携というか、その地域、そこの人たちにもメリットがあって、県西地区にもメリット

があるようなそういう話が。 

 

○ 牛山座長：横浜、川崎にプロジェクトを持ってくるという意味じゃなくて、やはりさ

っきの連携とか、ネットワークとかで横浜、川崎の強みも生かした県西や三浦半島との連

携、何かそういうことが考えられるかどうか、それも一つのポイントですかね。 

 

○ 山崎委員：先ほどのインバウンドの話の中で、どういう客層かというのもあるのでは

ないでしょうか。インバウンドなどでもかなりお金を落としていただけるような方々もい

らっしゃいますし、そういう方々に提案という点で我々も至らないところで議論するので

すけども、羽田空港や成田空港から神奈川、箱根、富士の方にヘリコプターのチャーター

便も結構今検討されています。 

 ところが、神奈川の中ではなかなか空港と結べるヘリポートがないのが現状です。三浦
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半島もないのですよ。箱根はありますよね。富士はありますよね。そういう所、本当にス

ペシャルな側からすると、そういう需要もあります。 

 

○ 和泉政策局副局長：先ほどの横浜、川崎のお話で、総合政策課長です。 

 

○ 中谷総合政策課長：今、神奈川県の中で実際に人口減少している地域は、やはり首都

圏から少し距離がある、県西地域だとか、足柄上、あと三浦半島地域という所が中心なの

で、神奈川県全体の中で見たときにどこに重点を置くかというと、そちらの方にシフトし

て考えているというのが現状なのです。 

 ただ、オール神奈川で広域自治体として考えていったときに、横浜、川崎を全く考えな

いのかというと、それは当然なくて、当然横浜、川崎にも通ずるような全県的な施策とい

うのは展開していかなきゃいけないとは考えています。 

 特に政令指定都市と連携して、政令指定都市も当然まち・ひと・しごと創生の地方創生

という施策を展開していきますから、そことうまく連携して、そこを入れて検討していき

たいと考えています。そこを外すというようなことは、考えていません。 

 

○ 牛山座長：そういうことはもちろんあって、今のお話でもネットワークとか、連携と

いうのが結構キーワードにはなっていて、それにさらに地域の魅力ということで県西とか、

三浦というのが出てきていて、そのネットワークで、例えば今の羽田からとか、いろいろ

なアクセスの問題や、大都市の利点を生かしつつ、それがさらにこういった地域のネット

ワークにつながるみたいな、要するに川崎、横浜に何かプロジェクトをということではな

くて、やはり広域性を持ったネットワークみたいなのがキーワードになってきて。 

 

○ 中谷総合政策課長：正にそれが神奈川県の役割ということもあると思います。広域自

治体であるからこそ、一つの地域に収まらないで広域的に連携してそれを支援するという

立場にあると思いますので、そこの視点は欠かさず。 

 

○ 牛山座長：ここだけ見ると、横浜、川崎は関係ないみたいな話ではないのではないか

ということで、その辺のニュアンスがうまく表現できればいいかなというのが今の意見な

のですけど。 

 

○ 中谷総合政策課長：入れさせてもらいます。 

 

○ 牛山座長：時間もあと５分ぐらいですが、いかがでしょう。大体今の皆さんのお話だ

と、最初はシーレーンのお話が出て、東京オリンピックのお話とか、そこでも二つありま

したけど、正にインバウンド、それからグレーター東京みたいなイメージとか、ネットワ

ークですね。それにさらに重要なお話として、神奈川らしさを失わない環境、そういう細

かな配慮の上での開発というようなことで、交通ネットワークについては踏み込んで議論

していただいて、さらに湘南の海岸、ニッチカルチャーみたいなものとのネットワークと

の連携交流みたいなお話があったのですね。生活スタイルとか、そういったものを踏まえ
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て、さらに歴史、文化といったものを生かした地域魅力の発信というようなお話、今ざっ

とお話させていただきましたが、どうでしょう。残りの数分ですけども、皆さんから、こ

このところは注意した方がいいよとか。 

 

○ 蓑宮委員：この前、会津若松に行っても、もう商店街がシャッター街になっているの

ですよね。ところが、一番資本を投下したのが街中、水道、電気、ガス、みんなありなが

ら、結局権利の問題や何かで、高校生でも大学生でもお店みたいなものをやりたいとか、

シニアの人もやりたいわけだけど、まちそのものが、あれは規制か何かがいっぱいあるけ

ど、こういう機会を含めてやるとかできるのだったらば、ちょっとリフォームして長期滞

在型のインバウンドとか、また都会の人が来て３、４日滞在するとか、何か空き家を活用

することによって、リフォームすると大工さんも仕事ができるとか、野菜とか、いろいろ

なものがあるので、この長期滞在型もそうだし、リゾート型もそうだけど、空き家とか、

商売をやっている街中も何かとげがあるような、僕はよく分からないのだけど、もったい

ないですよね。一番投資が進んでいる街中が、横浜とか、そういうのはないでしょうけど、

三浦もそうだし、小田原、秦野、地方でそういう所を少し条例か何かで権利関係が絡まな

ければ、貸してあげますよ、という人はいっぱいいると思うのですよ。なぜかというと、

誰も住んでいないけど、壊すと固定資産税が７倍になるのですか。だから、みんな壊さな

い。でも、住んでいない。こんなばかなことはないのではないかと。だから、うまくその

辺を。だって、もったいないですよ。いい所にあるのですよ。どうですか。 

 

○ 山崎委員：鎌倉なんかは、結構そういうのが多いですね。今、逗子もだんだんそうい

う方向になってきていますね。 

 

○ 蓑宮委員：これは非常に街並みも大事だし、一石二鳥で、外国人などは結構お金を安

く滞在したい人もいますから、まずはそういうのをスタディして、全国でこういうことを

やってうまくいったよというのがあるのならば、それを横展開できると、まち全体も活性

化するのかな、インバウンドも増えるのかなと。 

 

○ 山崎委員：今回、旅行会社のＪＴＢが三浦半島の観光で、三浦半島の民泊に結構皆さ

ん興味を持っていただいているということで、特に長井地区、漁港地区の民泊に皆さん興

味を持っていたようです。 

 でも、民泊自体に法律で規制があるのか分かりませんけども、そういうこともあるので

すよね。なぜかというと、やはり漁師町の漁師さんの家にお泊まりして、子どもたちが漁

師さんから伝統漁法とか、お母さんからアジのさばき方を教えてもらったり、そういうこ

とが非常にいいと聞きますね。農業体験などは、正にそうだと思いますよね。 

 

○ 富山委員：ここにもある、宿泊型観光というのがすごく、特に湘南は大事だなという

意見を感じていて、宿泊施設が極端に少ない。泊まるという需要は、多分ある。でも、そ

の宿泊施設をつくろうと思うと、いろいろな障害がある。もちろん大きいものは建てられ

ないという理由もあると思いますし、大きいものを建てたら、逆に物価が高いし、湘南ら
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しさみたいなものも失われる。だとしたら、今法律的に多分グレーだと思うのですけど、

民泊みたいなものとか、小規模な宿泊施設が上手にできてくる形が何かないのかなという

ことは常に考えます。 

 

○ 山崎委員：オリンピックのことを言うと、今ちょうどリオデジャネイロのプレオリン

ピックが終わりましたけども、来年は本大会なのですが、選手村からレース海域まで非常

に距離があるので、皆さんが近くの今あるホテルとか、宿泊施設をもう国別に借り切って

しまうような現象が起きているようです。2020 年の東京オリンピックのときも選手村とい

うものが想定されている場所がありますけど、恐らく今年、リオのプレオリがあって、来

年本大会が終わった直後から、セーリングだけで言うと、各国が湘南の宿泊施設を求めて、

今ある場所を皆さんが予約を始めてしまうでしょうと。それが、大会として許されている

のですよ。そういう現象が起きるので、しかも 2020年は皆さん、５年後という判断をしま

すが、１年前の 2019年にはプレオリンピックをやるということになっていて、その前にも

プレプレといって、今９種目がありますが、それぞれが世界大会をやる。相模湾でやると

いうことになると、もう３年前から。実はもうリオが終わらないうちに、ニュージーラン

ドのチームは葉山に来て練習しています。そういう現象が起きるので、意外と時間がない。

意外と皆さん本格的に思っていないという意味なのですけども。 

 

○ 牛山座長：ありがとうございます。お時間が過ぎておりますが、先ほどのちょっとし

たコメント、それから追加で今、企画に関することとか、オリンピックでの、いろいろあ

るかと思いますが、今日の皆さんのご意見を整理して、それで次回出して、そこでまた皆

さんからも、ということになるかと思うのですけども、大体そんなところでよろしゅうご

ざいますか。 

 何か事務局からありますか。 

 

○ 和泉政策局副局長：いいえ、特に。お時間いただきまして、本当にありがとうござい

ました。 

 

○ 牛山座長：それでは、この分科会を終了させていただきたいと思います。活発なご意

見、ありがとうございました。 
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【第３分科会】テーマ：若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

○ 齊藤委員：先ほど事務局から説明があった、神奈川県まち・ひと・しごと創生総合戦

略中間とりまとめ（案）に記載されている、基本目標３ですね。地域特性を生かした、神

奈川県らしい取組みについて、これまでの議論やご提案などについてさらにご意見をとい

うことです。１人当たり３分から５分で発言していただきたいと思います。 

 最初に、資料を提出いただいた、白河委員から、説明とご意見をいただければと思いま

す。では、お願いします。 

 

○ 白河委員：分かりました。少子化ジャーナリスト、相模女子大学客員教授、白河と申

します。よろしくお願いいたします。 

 今回、なぜ出生率が低いのかということを、神奈川県について、こういう要因を基に分

析してください、ということでお願いして、数字を出していただきまして資料が上がって

きましたので、それとともに発表させていただきます。 

 まず、結婚・出産分野なのですけれども、今の少子化の数字の今後の９割を左右するの

は今の未婚者の動向と言われています。ですから、その方たちがいかにこれからいつの時

期に結婚し、子どもを何人持っていくかということが重要になります。 

 まず、これは私が博報堂さんに頼んで出してもらった最初のグラフは、日本全国男の人

の方がたくさん生まれますので、どこも男性未婚者が余っているのですね。男性未婚者が

どのぐらい女性未婚者よりも多いのか、男性未婚者余剰率というのを出してもらいました。

全国を並べますと一番高いのが栃木県になっていますが、全国平均よりも神奈川県は上に

なっているのですね。出生率は非常に低いですよね。東京は今度逆に全国平均よりも下で

すので、例えば全国平均より一番下の方の福岡とか、鹿児島、長崎辺りおいてほとんど、

まちの風景的には未婚の女性が余っている感じ。特に福岡市とかの市になりますと、本当

に実際に未婚の女性が４万人ぐらい多いとか、そういう現象があります。なので、東京も、

どちらかというと未婚の女性余りの都道府県に入ると。神奈川県は、逆に男性余りの県で

す。 

 次のページにお進みください。これは睡眠時間、通勤時間、育児時間などを分析しても

らったのですけど、やはり神奈川県の非常に特徴的なところは通勤時間が長い。夫は家庭

になかなか参画できない。そして、妻は、神奈川県の人と結婚すると、通勤時間が長いが

故に、専業主婦にならざるを得ない。又は、近所のパートにならざるを得ない。仕事を失

うという一つの要因になります。 

 こちらの３枚目のこのグラフは、県内市町村の分析状況ということで、何を基に分析し

たのかというのは、次のページの各指標の定義というのを見ていただくと詳しく分かるの

ですが、これは広島県さんがこのような分析をしていましたので、似たような数字で分析

をできないかということで分析してもらいました。分析の指標になったのは、出生率が低

いか高いか、それから若年女性の婚姻率、若い女性がどのぐらい結婚しているかです。そ

れから独身男女比率、神奈川県はどこも男性超過になっています。それから３世代同居比

率、これは、６歳未満の子どもがいる家の３世代同居比率です。それから共働き世帯比率。

それから女性の人口の減少率、これは、20代、30代の女性人口が減少していく、減少とい

うのは出ていってしまうということで、減少していくということで、その地域は地方消滅
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という増田さんの分析の基になった数字ですので、ここも出してもらいました。こちらを

見ていると、本当に男性超過というのは全部に言えることなのですが、場所によってやは

り微妙に差があるので、例えば結婚対策で一律に婚活パーティーをすればいいというもの

ではなく、やはりその地域に合った、結婚しやすい環境を整えていくということがとても

重要です。 

 次の５ページを見ていただくと、分析から得た結果として、若年女性婚姻率と合計出生

率と。やはり若い女性が結婚する自治体において、合計特殊出生率が高くなる。若い女性

の結婚率が低い自治体で、合計特殊出生率が低い傾向がある。これは全国でも言えること

で、晩婚化すると、やはり子どもを産む数が減っていくのですね。それから３世帯同居比

率と第３子以降の出生。やはり３世帯同居比率が高い自治体というのは、お父さんやお母

さんに手伝ってもらえますので、第３子以降の出生率の割合が高い。あと、共働きもしや

すいというところがあります。ちなみに、出生率が高い、低い原因は、共働き率、３世帯

同居比率が非常に高くなっています。ちなみに女性の正社員率も高い。それから３番目、

共働き世帯比率と合計特殊出生率。共働き世帯比率が高い自治体においては、福井県です

ね。普通ですと共働き世帯比率が高いと子どもはたくさん生まれるのですが、神奈川県に

おいては、一部に逆相関という結果がありました。全国の傾向と逆行して、共働き世帯比

率が低い自治体、つまり、専業主婦の方がいる所のほうが、合計特殊出生率が高いという、

全国とは逆の傾向が見えました。 

 これはなぜなのかというのを分析してみますと、次の７ページを見ていただけますでし

ょうか。専業主婦を養う、夫が有業で妻が無業という世帯の年収、世帯所得 500 万以上の

割合が、やはり全国より高い。つまり、神奈川県はお金持ちの多い地域ということなので

すね。 

 その次を見ますと、神奈川県は高い所得を得ている層が多いが、特に 30代、要するに子

育て世代の 30代は全国の山が 300万から 399 万に対して、神奈川県の山は 500 万から 699

万という、要するに 30代でも結構年収の高い人が住んでいるまちということになります。 

 ところが、この雇用者所得の 10年間の変化という９ページ、これを見ると、30代はやは

り 500万以上の所得の人が減っており、100万から 400万円台の所得層が増えていると。10

年間で、昔よりもそんなに 30代はたくさんお金を稼げない人がどんどん出てきているとい

うことです。 

 男性の所得で今度は比較して見ました。男性の所得では、次の 10ページですね。30代全

体の山が 500 万から 699 万であるのに対し、未婚者に絞った際の山は 300 万から 399 万円

というところでした。つまり、やはりそんなに所得が高くない人が、なかなか結婚できな

い。要するに支援するのはそういう人たちだということです。 

 では、この人たちに出会いの場を創出すればいいのかということになるのですが、次の

ページを見ていただきますと、この男性の独身者が多いという状況は全国的にどう発展す

るかというと、やはり男性の所得がそう高くない、仕事も不安定であるということを女性

がもう分かっているのですね。なので、女性が安心して子どもを産むためには、両立でき

る安定した仕事というのが必要だと。どうして女性が地元を出ていくのか、神奈川県の場

合はまだいいと思うのですが、本当に人口減の激しい東北地方とかにいますと、仕事がな

いからなのですね。両立可能な安定した仕事がないからです。これは昔とは違って、男性
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が一家を養うのに十分な所得があるという時代は、非正規の仕事をしながら地元にとどま

って、その後結婚を希望するというライフスタイルだったのです。ところが、今は男性の

収入も低く、不安定であるということで、今の未婚の女性は正規の社員になって安定した

いのですね。正規の仕事を希望し、それから正規の仕事ができた後に今度は結婚すると。

そこで地元を出ていってしまうと。女性の安定雇用、正規雇用が少ない地域を出ていって

しまう。 

 少子化対策前の事前調査をなぜしなければいけないかといったら、やはりこうした独身

者の状況の把握というのがすごく大切なわけです。これは一般的に神奈川県というだけで

はないのですが、１から５まで、こういった特色の地域はこういう対策をした方がいいの

ではないかという、私の見解になります。非正規男性が多い所は、婚活をするよりもやは

り収入の低い不安定な男性が多いので、まず女性の雇用をしっかり獲得し、定住支援をし

ていった方がいいのではないかと。これは、福島県で成功例があります。それから、非正

規の仕事の女性が多い場所は、やはり雇用支援とか、非正規女性が出産や子育てと両立し

ながらも収入ゼロ円にならない工夫が必要だと。 

 それから、都市部で働く女性が多い。神奈川県も多分都市部に通勤していらっしゃる、

ご夫婦ともにしていらっしゃる方も多いと思うのですが、子育てや両立環境の整備という

のが必要であると。例えば、通勤時間が長いのでしたら、保育園はどこに置くのか。東京

から帰ってきたときの駅にサテライト保育園などがあって、そこは千葉の流山市なのです

けども、そのサテライト保育園まで親が送ってくる。そうしたら、そのサテライト保育園

から各保育園にバスみたいなもので送ってもらえるのです。また、帰りは、親は遠い保育

園まで行くのではなくて、またその子どもたちはサテライト保育園、駅の所に来て待って

いますので、親は東京から帰ってきたら、そこの駅にピックアップしにいけば良いという

ような、長い通勤時間を補うような両立支援の工夫が何か必要である。 

 それから、こちらもこういう性格もあると思うのですね。都市のベッドタウン。通勤距

離が長いので、やはりここはベッドタウン機能としてどんな機能があればいいのかと。子

育て、両立環境の整備とか、さっきのことと同じですね。それから、企業のサテライトオ

フィスなども誘致してもいいのではないのだと思います。遠くまで行かなくても女性が働

けるというのはすごく重要です。それから過疎地ですね。こういった所は、もう定住促進

していくしかないと思います。 

 次の 13ページは、神奈川県向けの提案として、幾つか考えさせていただきました。まず、

結婚対策については、通勤時間が長く、独身男性か非常に多い。その人たちは、それほど

収入が高くない人が未婚者として、専業主婦を養える男性しか結婚できないとなると、収

入の低い男性の結婚意欲が落ちるのですね。これは、奈良県で同じことが起こっておりま

して、奈良県も大阪に働きに行く場所ですので、正に同じことが起きていますね。３世代

同居比率も低いです。そうなってくると、希望出生率というのも落ちてくるのですね。 

 この問題を打開するためには、女性の稼ぎ力を上げ、男性の家庭参画力を上げ、夫婦共

稼ぎで、家族で夕食を囲めるような神奈川県になることが必要ではないかと。まず女性の

雇用支援、それから定住支援、安定した、両立した仕事が得られる。 

 それから今、マタニティハラスメントというのが、女性活躍法案ができまして、しっか

り企業に研修してほしいというようなことがもう法案に入ってくると思いますが、やはり
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マタニティハラスメントの一番の問題は、出産したら非正規の人などは雇い止めになって

クビになってしまって、収入ゼロになってしまう。これは、今違反なのですね。ただ、こ

れを知らない雇用者が多いですし、被雇用者も雇用者もまだ知らない状況です。なので、

マタハラ研修、こういったことはいけませんよということを企業に義務付けて、結婚や子

育てのときに収入がすごく低くなってしまうのではないかという女性の不安を解消する。

又は、マタハラが起きた場合、企業の中に相談窓口があることも重要ですし、あと雇用均

等室などに駆け込んで訴えるというのがあれなのですが、雇用均等室の支援というのがま

だばらばらなのですね。ですから、マタハラになったときにどうすればいいかということ

に、県を上げて取り組んでいくようにしたい。 

 それから、労働時間政策ですね。長時間労働はやはり子どもの率を低くするのですね。

長時間労働を止めますと、女性の社員が子どもを持つ確率が 1.8 倍上がったという、小室

淑恵委員の調査結果もあります。 

 それから地域の女性活躍ですね。これは人口減少の増田さんがおっしゃっていたのです

が、やはり女性が仕事だけではなく、政治とか、県や市町村の重要なことを決めるときに

参画していないことが重要で、やはり数値目標を持って、女性の参加比率を上げていって、

子育てしているような人たちの生の声を直接議会に反映させるようにするのが重要ではな

いかと思っています。 

 もう一つは、既に生まれているお子さんたちの問題ですね。生まれているお子さんを社

会が育むということです。シングルマザーや子どもさんへの支援を、是非強化してほしい。

今、６人に１人の子どもが貧困ですし、シングルマザーの 62％が貧困になっています。こ

れはさっき男女共同参画センターというのがありましたので、ここをシングルマザーとか、

一人親支援の拠点にするという動きがほかの県であります。ＮＰＯ法人「インクルいわて」

さんというのが正にそうなのですが、やはりこういった、例えば人口減少が激しい所では

仕事と家と車をセットにしてシングルマザーに誘致したりすることもあるのですね。なの

で、シングルマザーの人たちが住みやすい、働きやすい県にするというのも一つの人口誘

致政策ではないかと。又は、ネウボラという、スウェーデンとか、ノルウェーの取組みが

今日本に入ろうとしているのですが、これは何かというと、妊娠している段階から出産後

までしっかり特定の保健師さんとかが関わっていくということなのですが、これはノルウ

ェーで何がこの要になっているのかというと、ハイリスク家庭ですね。プア、ＤＶ、貧困

とか、何か問題があって、この人たちは出産したら大丈夫かな、と思うような家庭を早め

に把握して、各関係医療機関につなげて、しっかり寄り添っていくために、妊娠している

段階から家庭に関わっていくというような仕組みがあります。 

 それからもう一つは、私と齊藤委員がいつも提唱していることなのですが、教育ですね。

妊娠適齢期を含むライフデザインの教育を、男女ともに各発達段階で、女性だけの問題で

はなく、男性の不妊もありますので、男女ともに健康にいるということが一番重要なので

すが、いろいろな発達段階でそういった啓蒙をしてほしいということで、これに関しては

別な、この前、研究されたときも 25 歳成人式に出演させていただいて、なぜかというと、

25 歳までに妊娠適齢期の話をしないと、皆さんストレスを感じるということが齊藤委員の

研究結果で分かりましたので、25 歳までにまとめて社会に出た方にそういった話をする機

会があったらいいのではないか。 
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 ただ、その妊娠適齢期の教育だけをしても駄目なのですね。やはり先ほど言ったように、

今共働きでないとなかなか結婚や子育てが難しい世の中ですので、女性がしっかり共働き

をして、男性はしっかり家事・育児参画教育をしていくというのが重要になると思ってい

ます。 

 今、大学生の啓蒙に関わっていますが、やはり高校までに男性が育児をせよとか、家事

をせよという教育を実は受けたことがないとみんな言っています。それから、女性もキャ

リア教育、輝くとか、やりたい仕事とか、やりがいを持って仕事をすることは教えられま

すが、それが家庭のためにとても必要だ、女性が経済力を上げるというのは、今、世界的

な課題なのですね。 

 この前、ＷＡＷ！という外務省の国際会議に有識者として参加させていただいたときも、

世界の共通の課題は、女性の経済力をいかにパワーアップしていくかということでした。

なので、そのためにも働かなきゃいけないよということをやはり教えられていないのです

ね。やはりそういった教育も必要だと思います。これは、やはり皆さんが日曜の夕方にサ

ザエさんを見ているからいけないのですね。サザエさんのような、奥さんはうちにいて、

３世代同居なのだけど、働かないと。これは、実はほかの会議でも言及されていて、サザ

エさんが一瞬パートに出るのですが、子どもが「お母さん、早く帰ってきて」と言ったの

で、すぐ辞めてしまうというような回があったのですね。やはりこういったモデルだけを

見せていると、結局こういったモデルの家庭を作らなければいけないと、みんな思ってし

まうのですね。なので、早い段階から楽しい共働き家庭とか、一人親家庭とか、私は今、

専業ではないのですけど、主夫といって、夫が主に家事・育児をして、女性が大黒柱とい

う家庭の人たちの顧問をやっているのですね。主夫の会というのがあるのですね。そうい

う家庭もあったり、いろいろな家庭があるのだよということを、割と若いロールモデルで

見せていくというのはすごく重要でないかと思います。長くなりましたが、以上です。よ

ろしくお願いいたします。 

 

○ 齊藤委員：どうもありがとうございました。では、何かご意見、今の発表を聞いて。 

 

○ 白石委員：ノット・サザエさん、大賛成です。 

 

○ 白河委員：神奈川県まで違う方向にするわけにはいかないので、じゃあ、神奈川県か

ら訴えていきますか。 

 

○ 石本委員：ファミリーモデル、ロールモデルについてですが、本当に私の世代であっ

たり、今大学生とか、32 歳ぐらいまでなのですけど、それこそライフデザインということ

は、結構考えているのですね。私もいろいろ話を聞いていたのですよ。みんなかなり考え

ている。少し話を聞くとＡ４で２枚ぐらいのメールを送ってくれたりとか、すごいことを

考えているのですよね。 

 

○ 白河委員：それは、男性も女性も。 
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○ 石本委員：男性も女性も。でも、男性の方が、やはり文章は短いのですよ。結構考え

ているけれど、実際にやっている人がいないというか。私の友人であったりすると、30 代

とか、40 代で独身の女性に嫌みを言われたとか。子どもを持ちたいのだけれども、身近な

子どもを産んだり育児休暇を取った先輩たちは、やはり周囲の人にいじめられるわけです

ね。その先輩たちがいじめられているという状況を見て、「本当は子どもが５人ぐらい欲し

いのだけど無理だ」と、すごく悩んでいる。 

 

○ 白河委員：いじめられているというのは、職場で。 

 

○ 石本委員：職場です。 

 

○ 白河委員：そこは、やはり結局は労働者不足になるのですよね。みんなが残業してい

て休日も取れないつらい職場で子育てしている人だけが早く帰ると、どうしてもいじめら

れてしまうのですよね。なので、みんなのつらい状況を打破するということが重要で、や

はり女性の活躍と労働時間を短くすることは、今セットで論じられています。 

 

○ 石本委員：おもしろいのは、若い人、22歳ぐらいとか、20歳ぐらいの人だと、誰をロ

ールモデルにするかというと、親なのですよ。自分の親が共働きで働いて 12時ぐらいにな

って遅く帰ってくる。もう親になるというのはそういうものだと。仕事をもらって働き出

したら、もう時間がなくなるものだと。高校ぐらい、小学校ぐらいに。そういうのを見て、

自分はどういう未来を思い描くかというものは、中学生ぐらいから考えて、看護師に、と

りあえず手に職を得てというふうな、ある種未来を、社会学の言葉とかでは未来を植民地

化するなんて言いますけれども、未来の自分を思い描いて、そこにあるリスクを合理的に

計算して、もう若いうちから選んでいく。就職活動は本当に典型的で、自分の職場によっ

て人生が変わっていく。本当に常日頃からリスクを計算して合理的に動かなければいけな

いというのが、求められている。その中でも、こういう生き方しなさいとか、育児参加し

なさいとか、もっと女性の経済力を上げろと言われたところで、誰がやっていくのか。誰

もいないのに突き落とされるという印象を持っている人が多いのかなと思います。 

 

○ 白石委員：私が日本に初めてきたときは、新卒でリクルートという会社に入ったので

すね。そのときは日本では転職することはあまり良くないみたいな感じで、みんな新卒で

入って、中途採用をあまりしないという企業が多くて、その状況から考えると、たったの

25 年間でもうみんなバリバリ転職するようになったり、ある固定概念みたいなものが変わ

ってきたような気がするのですね。今、白河委員のお話を聞いてすごく思ったのですけど、

私たちが女性陣に対しての生まれたときからおばあちゃんになるまでの新しい生き方のビ

ジョンをうまく見せないといけないなと思っていて、固定概念のサザエさんのような、要

するに楽しく子どもを出産して働くこともできる自立もあり得るというようなことをビジ

ョンとして与えることによって、女性陣は子どもができることによっての負担感とか、お

金がないからとかではなくて、と思わなくなるような気がして、その具体的な策として、

ビジネスにいるから、ほとんどの企業は合理化を図ろうとしていて、今、派遣さんとか、
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業務委託、フリーランスの方や在宅勤務の方を結構使っているのですね。やはり女性陣の

長い人生の間、子どもが小さい間は普通のいわゆる正社員みたいなものはなかなか重く感

じて３人目ができませんということがあると思うのですね。なので、例えば正社員をやっ

ていたけど、やはり子どもができて、今度は自分の特技を生かしてフリーランスでやりた

いみたいな。神奈川県がもっといろいろな働き方を支援するようなものがあれば、男性陣

も結構フレキシブルになってきて、男性陣もシェアオフィスで働きたいとか、そうすると、

結論になるのですけど、共働きという固定概念ではなくて、ともに収入を取得するみたい

な考え方に切り替えていかなければいけなくて、共働きというのは重く感じますよね。長

い通勤時間を使ってどこかに行って、ちゃんと机に座って夕方までいないといけないみた

いな、そういうのがすごく変わってきているような気がして、結婚して２人で効率よく収

入を得られるように、私たちはいろいろな働き方を応援、支援するよと。例えばフリーラ

ンスをやるのだったら、フリーランサーを募集する中小企業とか、テックセンターとかに

ある企業がどこかのプラットホームを使って、今は業務委託の作業をこういうふうに募集

しているとか、そういう新しい働き方を具体的に応援すると、男性陣も助かるし、女性陣

も助かって、共働きというよりも、ともに収入を得ているような家庭が増えて、そうする

と、出産に対しての不安が少し和らぐような気がします。 

 

○ 齊藤委員：理想的にきちんとしているので、あとは情報発信ですね。サザエさんに対

抗する共働きのモデル家庭のコミックを、神奈川県がつくって、情報発信するのもいいか

もしれない。 

 

○ 白石委員：あと、これだけシェアしたかったのですよ。先ほどおっしゃった、最近の

アメリカでも、働く女性というか、がんばっている、輝く女性のためにすごく大好きな雑

誌なのですけど、最近新しいワードが出てきて、Lead parent、両親でリードを取っている、

要するに子どもたちのサッカーの試合を見に行く人はどっちみたいな。だから、女性が中

心というよりも、その家庭で育児をするメイン担当はどっちになるかという、やはり子ど

もにとってもメイン担当はいたほうがいいよね。安心して私の何かの発表とか、子どもの

学校を見に行くとか、参観日がありますよね。そこに必ず行ける親はどっちになるかとい

う。だから、Lead parentという言い方もすごく分かりやすいなと思って、男性でも女性で

も。すごいメインで仕事をやっているお母さんがいて、お父さんが Lead parentをやって、

お母さんが時々参加するのですけど、リードを取っているのは男性の方でどっちでもいい

という考え方がすごく増えてきて、すごいいい動きだなと。 

 

○ 齊藤委員：家庭の中で調整すればいいですからね。 

 

○ 白河委員：そう。かつ、段階においてですよね。どっちが Lead parent になるか、交

代できるか。 

 

○ 石本委員：激しく同意する感じがしています。働き方というのが若い人にとっても、

特にそうですけど、現実は本当に一辺倒なのですよね。多様な働き方というと、多様性、
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ダイバーシティって何なのかが強調されている社会にもかかわらず、就職サイトでパイプ

ライン採用と言いますけれども、中途採用とかそういうことをせずに、新卒採用でずっと

いくという働き方が今になって称賛されつつある。終身雇用制を望む若者が増えていると

いうデータがあるくらい。働き方というものが正社員でずっと一つの会社に勤めてやって

いくという、それこそサザエさん的な生き方しか知らない。本当に知らないのです。関わ

りがないから。 

 

○ 白石委員：それも理想的な場合はありますよね。サザエさんみたいになりたいという

ところもある。でも、別の理想的な姿もあるよ、みたいなことを。 

 

○ 齊藤委員：いくつかの事例ですよね。若い時期から触れられることですよね。神奈川

県でつくりますか。 

 

○ 石本委員：菊地委員みたいな方がいらっしゃって、こういう会議でお話されている。

私の同級生、20 歳くらいの女性ですけれど、先日傍聴で聞いていたのです。すごく感動し

ているわけですよ。「そういう働き方もあるのだ」と。例えばこういう所にいらっしゃって、

こういう発言をされたりしているのだよと。そういう生き方というか、そういうお母さん

がいらっしゃるのだと知ると、本当に目を輝かせるのですよ。今までこういう働き方しか

知らなかったという。例えば看護師であれば、もうずっとそこの病院で働くか、どこかで

結婚して危うくもない生活に結びつくかという、本当に一辺倒の考え方しかなかったのが、

改めてそうじゃない生き方があるのだというのを知った瞬間に目が輝くって。 

 

○ 白石委員：そう。多様な人生をサポートする神奈川県、みたいな。それがすごい未病

につながると思うのですよね。 

 

○ 白河委員：それは、男女ともにやらないとダメなのですよね。女子大生とかも、在宅

で働ける生き方があるみたいな人が来ると、すごい目が輝くのですよ。彼女たちの考えて

いることは、やはり安定した、しっかりお金を稼いでくれる夫がいて、自分の仕事は在宅

とか、フリーランスでやりたいことをやるという感じで、自分が大黒柱、リードの稼ぎ手

になるというつもりはゼロなのですよ、やはり。だから、そこを女性だけ自由にしてもダ

メだと思うのですよ。男性もともに選べないと。 

 

○ 石本委員：そういうふうに価値観の問題にもなっていると思うのですが、価値観を変

えていくという。 

 ただ、価値観の問題はパターナルになりやすい。こういう生き方をしなさいという。 

 

○ 齊藤委員：どうしてもロールモデルからの影響があるから、若い時期にいろいろなロ

ールモデルに触れられる教育、又は漫画でもいいのです。だから、サザエさんに対するモ

デル家庭の漫画を誰かが書いていただけるといいですね。 
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○ 石本委員：対面的に話さないと、効果はないと思いますよ。目の前にこの人がいる。

そこがポイントだと思います。本当に学校的な生活をしていると、自分の親とか、境遇と

かいう、例えばいわゆる縦の関係とか、あと同級生、横の関係、狭い範囲なのですよ。そ

の世界しか、本当に知らない。 

 

○ 齊藤委員：その狭い範囲を広げるようにするといいですね。 

 

○ 石本委員：そういうことです。いろいろな人とごた混ぜになって生活できるとか。 

 

○ 齊藤委員：それは、どういうような格好で。 

 

○ 白河委員：具体的には。 

 

○ 石本委員：例えば、小学校とかですね。ある 29 歳の女性に聞いたのですが、「例えば

妊娠適齢期、ライフキャリアの話は、誰から話されれば聞くと思います。」って聞いたので

す。そうしたら、実際に当事している女性とかとのこと。そういう人たちと、関われる機

会があってほしかったと。 

 

○ 白河委員：それは、今まで全然なかったのですか。 

 

○ 石本委員：なかったです。 

 

○ 白河委員：それは大学時代までなかったのですか。 

 

○ 石本委員：その人は、大学は行っていないので。 

 

○ 白河委員：高校時代までになかった。 

 

○ 石本委員：なかった。 

 

○ 白河委員：でも、教員の人って今みんな共働きなのですよね。 

 

○ 石本委員：教員とそういう親身になって会話なんかするわけがないですよね。 

 

○ 白河委員：そうか。その教員は、ロールモデルにならないのですね。 

 

○ 石本委員：はっきり言って、ならないです。 

 

○ 大橋委員：私も教員なのですけど。 
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○ 石本委員：申し訳ないです。 

 

○ 大橋委員：いえいえ。私もそういう機会は持つようにいろいろ進めてはいますけれど

も、今、教育課題がたくさんあって、それだけに特化してということがあまり皆さんの方

には伝わっていないのかもしれませんね。 

 

○ 石本委員：それはあくまでも教員なので、それ以外の仕事の人と触れる機会がないわ

けですよね。 

教員以外であっても。 

 

○ 桂委員：今でも、結構仕事は見せに行っていますよね。まちの何とか屋さんに行って

仕事をしているところを見たり、地域を学んだり。仕事についてはやっている。 

 

○ 石本委員：人についてはやってないですよね。生き方というか。 

 

○ 白河委員：そこを、もう少し家庭まで入り込む形にすればいいでしょうかね。 

 

○ 石本委員：そうです。 

 

○ 白河委員：実際にはもう横浜市でやるのですけれども、私がずっと関わっているスリ

ールという 25歳の女性が起業した会社がありまして、そこは大学生を２人１組で共働きの

家庭に派遣して、週２回４か月間それをやって、何をするかというと、共働きですから保

育園の引き取りぐらいからその家庭が望むだけおうちにいて、夕ご飯を作ってください、

と言ったら一緒に作ったり、夕ご飯は用意していくから寝かしつけまでしてください、と

言ったらそれもやるみたいなことをやっていて、その共働きの家庭を学ぶといってワーク

＆ライフ・インターンというものをやっていて、横浜市でも既にその事業を始めるという

ことで、あと今、慶応の大学生が manma という活動をしていて、そのインターンは４か月

でかなりがっつりやらなきゃいけないのですが、その manma というのは１日とか、３日と

いうのを選んで、やはりいろいろな家庭に大学生がお邪魔する家庭留学みたいなことをや

っていて。 

 

○ 石本委員：その大学生は、男性も。 

 

○ 白河委員：男性もいますよ。１期 40人なのですけど、私もそれでずっと２期から講演

していますけど、どんどん男性も増えてきて、今回は 40人中４人が男性でした。 

 あと、それの高校生版みたいなものがあるといいのかな。ただ、なかなか難しいと思い

ます。 

 

○ 齊藤委員：退席される時間もありますので、この辺で、白石委員から。 
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○ 白石委員：結局言いたいことを全部言っちゃった。具体的な例で今おっしゃって、私

も今具体的に意見を考えているのですけど、先ほどの話でインバウンドに力を入れるとい

う神奈川県ですよね。インバウンド、外国人を誘致する。観光客へのおもてなしを出すた

めに、こういういろいろなことと、いろいろな方と関わるきっかけづくりはできないかと

すごい思っていました。どっちみち神奈川県は、もっと多くの観光客を呼びたい。みんな

中学校、高校で英語を勉強しています。だから、そういうボランティア案内ガイドみたい

なものをがんがん募集して、みんな英語の練習になりますよね。外国語の練習になるとい

うことと、新しい違う価値観を持つ人と関わるきっかけになりますよね。案内すると、絶

対会話になりますし、いろいろ新しい創造の固定概念というものを壊してくれる自然現象

みたいなものが。いろいろな生き方があるよ、みたいな。 

 

○ 白河委員：インバウンドの観光客と、幾つぐらいまで入れるのですか。全市民という

感じですか。  

 

○ 白石委員：高校生以上みたいな感じで、Airbnbって今すごく流行っているのですけど、

今、家庭内留学がすごく面白かったのですけど、外国人がいきなり泊まりに行くというの

は多分ハードルが高過ぎると思うのだけど、例えば外国人が神奈川県のウェブサイトに登

録しておけば、来るときにボランティアが案内で、別に資格は要らなくてハートで一緒に

カップヌードルミュージアムに一緒に行くとか、チケットの買い方みんな分からないから、

そういうようなサポートができたら、いろいろな一般的な人と観光客がつながることによ

って、新しい生き方みたいなものが見えてきて、しかもすごく国のためにもなるのですよ

ね。 

 

○ 齊藤委員：いいですね。結構神奈川は外国人が多いですからね。 

 

○ 白石委員：だって、私が日本に初めて来たのは本当にもう 30 年近く前なのですけど、

国際結婚はまだまだ珍しい状況だったのですね。今だったらハーフの子はいっぱいいるじ

ゃないですか。逆にそのハーフの子がすごく活躍しているというのがあって、やはり子ど

もたちの学校の中でも同じクラスにピュアな日本人が全員ではないということになってい

るのもあるし、現実的に社会が変わろうとしているから、私たちがもっと社会が変わって

いるのと一緒に頭も少し柔軟になっていくことに観光客を使って何か活用できないかと。 

 

○ 齊藤委員：それもいいですね。観光客に関わることで価値観もずっと変わる可能性も

ありますので、ボランティアとして若い高校生を使えば、本人にとってもよい機会ですね。 

 

○ 白河委員：夏休みとかを利用して、家族連れの、いくつ以下の子どものいる家族と関

わるみたいのがいいのですかね。 

 

○ 白石委員：いいですね。 
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○ 白河委員：あまりいろいろな年齢の人だと、親が危険だとか言い出して。 

子連れファミリーに限り、みたいな感じで、高校生が一緒に案内したり、１日神奈川を

楽しむみたいな。 

 

○ 白石委員：いいですね。それは、確かに皆さん観光客は困るのですよね。小さい子ど

もを連れてきたときに、どこに行けばいいのか。外国人はなかなか電車に乗ったり、こん

な治安のいい国に慣れていないのですよ。海外の常識で来るから、日本はこんなに治安が

いいということも分かっていないのですよね。だから、本当に電車に乗っていいかどうか、

みんな分からないのだよね。だから、例えば観光キッズみたいなプログラムを作れば、小

さい子どもを神奈川県に連れてきたら、神奈川県民が案内したり、一緒に子どもたちが楽

しめる三渓園に行ったり、分からないのですけど、そういうような制度がハッピーだなと。 

 

○ 石本委員：具体的なアイデアに関して、若い人というか、僕よりももっと多分若い人、

面白いアイデアをいっぱい持っていると思うのですよ。 

 

○ 齊藤委員：なるほどね。それを引き出すようなシステムを作りたいですね。 

 

○ 石本委員：そうです。分科会でヒアリングをするでもいいですし、本当に若い人は結

構面白いことを考えているのですよね。 

 

○ 白河委員：静岡県みたいに、若い大学生に少子化対策を募集したのですけれど、コン

テストをやると、結構今の人たちはビジネスプランコンテストとか大好きなので、なんか

そういう高校生対象ぐらいでコンテストをやったらおもしろいかもしれない。 

 

○ 石本委員：別に競わなくてもいいと思うのですよね。 

 

○ 齊藤委員：アイデアを集めてそれを吸収できるようなシステムですよね。行政がもし

それができれば、突拍子もないアイデアがあるから多分行政に大きく反映しますね。 

 

○ 石本委員：しかも、その場があるということが、僕は重要だと思っています。つまり、

行政が、自分の言うことをちゃんと聞いてくれる場所があるというだけでも、社会に対し

て目が開いていく。 

 

○ 齊藤委員：参画しているという自覚が出ることですね。 

 

○ 石本委員：そういうことです。社会参画という意味もあるし、そういう場所を設ける

とすごくいい。 

 

○ 白河委員：行政がやるという方向はやめた方がいいかな。高校生未来会議というのが

あって、それは議員さんが関わるのではなく、集まって議員会館でやって、300人とか、400
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人の高校生がわーっと集まってきて、いろいろなテーマについてテーブルに分かれて話し

合って、１人大人がつくのですけど。若い女性の性被害みたいな問題とか、いろいろなこ

とを、そうしたら、そこのアイデアはおじさん補導、変な声を掛けてきたおじさんを補導

して会社に通告しろ、みたいな、すごいナイスアイデアとしか言いようがないものが、補

導されたら学校や親へ連絡が行くのだから、そういう人は補導して家庭と会社に連絡しろ、

みたいなことを言う子がいて、そのアイデアをやはりスポンサーたちが入って、競って最

後まで残ったいいアイデアにはスポンサーがちゃんと、本当にくだらない小さい賞なので

すけど、賞を出したりして、そういうのをやっている団体があるのですね。やはりすごい

みんなやる気のある子たちが集まってきて、その会議に触発されて岡山県では岡山高校生

未来会議をやっていて、そうすると、国会議員がやる、大人がやるというよりは、高校生

たちが運営して議員を呼んだり。 

 

○ 齊藤委員：それはいいですね。上に反映できるような意見が言えるし、コミュニケー

ションができると。そのシステムは発展的でいいものができる感じですね。 

 

○ 石本委員：一点懸念というか。意識が高いという言葉が出たと思うのですけど、私の

周りでも二極化している部分があって、要は意識高い系という人がいるじゃないですか。

意識高い系って完全に今は差別用語で、それこそバリバリな感じで。僕も多分、端から見

たらこういう場所にいるというのは意識高いとか思われる可能性が、僕はそういうタイプ

じゃないのですけど、「ちゃんと社会問題にコミットしていきます」みたいな人って結構い

わゆる「イタイ」のですよ。別にそれは、僕は意識の低い人たちが悪いとは全く思いませ

んし、僕も友達も結構そっち側に属する、諦め世代というか、ゆとり世代の方なのかもし

れないけど、そういう人たちも僕は視野に入れて巻き込めるというか。 

 

○ 齊藤委員：巻き込める案はないのですか。 

 

○ 白河委員：どうやったら巻き込めるのでしょう。 

 

○ 石本委員：そこなのですよね。 

 

○ 齊藤委員：結構多いでしょう。僕らもいろいろな所で教育とかする時にやはり二極化

していて、いわゆる意欲のある人たちは引き込むのが簡単なのですよ。 

 だけど、そうじゃない人たちをいかに引き込んでくるかというのは、全体として考える

必要がありますね。 

 

○ 白石委員：長い経験で言うと、あまり巻き込めない。巻き込もうと思っても巻き込む

のは難しいので、意識の高い人たちに集中して徹底的に新しいパワーをつくって。 

 

○ 石本委員：トリプルダウン理論みたいな。 
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○ 白石委員：それがトリプルダウンみたいな感じで、またこっちの８割、２割のルール

がありますよね。またこのグループの２割がまたちょっと上がってきて、少しずつ。 

 

○ 齊藤委員：ターゲットは一番意識高いところに置いた方がいいということですね。 

 

○ 白石委員：そう。全員を全員で巻き込もうと思うとスピードがすごく落ちるのですよ

ね。 

 

○ 齊藤委員：なるほど。それはありますね。 

 

○ 平井委員：僕の視点もやはり社会に適応できなくて、非正規のまま 20代、30代を過ご

してしまう、その人たちをどうやってより安定した仕事なり、収入なりを得る、そういう

仕組みなり異文化なり価値観なりというのを、どう広めていくかというのが重要だと思っ

ていて、結局産業構造が変わったので、かつて製造業で働いていた、いわゆるブルーワー

カーという人たちがこの世界からもういらなくなっているのですよ。発展途上国にそれは

もうシフトしちゃった。そこを担っていた人たちがどういう働き方をするかというところ

が非常に重要で、そこがまだ日本の中で構造的にできていない。そこが、いわゆる非正規

とか、派遣とか、パートタイムの人に担ってもらっちゃっているということなのですよね。 

 だから、企業社会がそこを本当に再構築できるのかという問題は、グローバリゼーショ

ンの中で非常に熾烈な価格競争をしているから難しくて、教育によって新しい価値を生み

出す能力をどこまで高められるかというのも一つ。それは、今言っているような、どっち

かというと意識の高い、適応力の高い人をいかに伸ばすか、広げるか、みたいな話なので

すけども、逆に働き方として今回のＮＰＯみたいな地域に関わりながら貢献して、それで

もそこそこの、400万、500万円ぐらいの収入を得られながら、いわゆるワーク・ライフ・

バランスをしっかりと維持して、800万、1,000万にはならないけども、それなりに充実し

た人生を送っていける、そういうロールモデルみたいなものが必要だと思っていて、それ

は特に男性にとっては。 

 女性にとっては、いわゆるＭ字カーブという、これをどうやってある意味なだらかにす

るか、ここは企業との関係で、多分もっと介入しないと変わっていかない。自治体レベル

では、かなり子育て支援にしのぎを削っていて、保育所を増設するとか、子育ての経済的

な支援で小児医療費の年齢を競うわけですよ。だから、かなりもう公でやるところは限界

点に達していて、そこから先に今度は女性も働きながら子どもを育てられるようにする社

会をどうするかというのは、民間のレベルをどう変えていくかということにシフトしない

と、多分駄目だなと思っています。 

逗子は比較的所得層の高い人が住んでいるエリアですけども、市税収入の構造を見ると、

市税のうちの８割が男性なのですよ。女性の納税力というのは、２割しかないのですよ。

人口的には当然男女はほぼ同じなのだけども、それだけ女性の経済力というのは低い、も

しくは男性が支えているので、女性がパートタイムでも十分生活していけるというのが今

の社会構造ですね。神奈川県は、比較的 500万、600万円の層が平均的には高いという意味

では、まだそういう社会構造に多分あるのかなと。逗子は、それがもう少しアベレージが
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高いかもしれませんけどね。 

 女性がパートタイムじゃなくて、正規、あるいはいろいろな働き方の中で、いわゆる 100

万円とか、百何十万ではなくて、300万とか、400万、そのぐらいを働きながら稼いで子育

てと両立する社会にどうするか、という感じかなと思いますね。 

 

○ 白河委員：逗子は、合計特殊出生率は、中・やや低。 

 

○ 平井委員：低いですよ。多分 1.2切っています。 

 

○ 白河委員：若年女性婚姻率はやや低・低、三世代世帯比率はやや低・低。 

 

○ 平井委員：初婚年齢も、もう女性が 30歳を超えていますから。 

 

○ 白河委員：男女比率は、男性超過で、３世代同居比率も低く、共働きも低く、女性人

口減少率は高い。やはり仕事がないのですね。 

 

○ 平井委員：逗子の場合には、もう外に仕事を求めるしかないし。 

 あともう一つ言いたいのは、３世代同居というのが地方では当たり前の文化がまだ残っ

ているけども、この首都圏、神奈川県ではなかなか厳しいですね。だから、逗子も同じ課

題ですけど、いわゆる地域の中での支え合い、要するに親戚関係じゃなくてもサポートす

る、地域で子育てするという社会のあり方みたいなものをどうやって広げていくかという

ことで、３世代とかいわゆる血縁じゃなくてもそこそこの距離感で支え合えるぐらいの地

域をどうやってつくっていくかということしか多分求められないかなという感じを持って

いますね。 

 

○ 石本委員：ソーシャルキャピタルとかですね。 

 

○ 平井委員：そうですね。 

 

○ 白河委員：ただ、それは、行政が手を出すというよりは、予算をあげてＮＰＯとかに

担ってもらうような、今そういうＮＰＯがいっぱいありますし、子どもを預け合ったりす

るような仕組みもすごくいいのがありますので。 

 

○ 齊藤委員：それをサポートするような行政的な支援があればいいですね。 

 

○ 白河委員：例えば近所のお母さんたちが登録していて、ワンコインで今見てくれない

って、１時間ワンコインでやっている方とかがいらっしゃって、それは全部ウェブでやっ

ているので。近くの人に任せる。そういうのはやればどんどん出てくる。 

 

○ 平井委員：結構そういうニーズとか、やりたい人とかは潜在的にいるのですよ。徐々
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に顕在化していて、自主教育のサークルみたいなものを作ってお互いが預け合うとかね。 

 

○ 石本委員：僕の友達もフェイスブック上でやりとりして、子どもを預けたり、情報交

換をしたりというのは本当に今自分たちでやっている。 

 

○ 白河委員：そこは、どのくらい予算を割いているのですか。そのＮＰＯさんに委託す

る子育て支援というのは。 

 

○ 中谷総合政策課長：予算は分かりません。 

 

○ 白河委員：そもそも予算があるかというところですよね。 

 

○ 平井委員：多分そういう目的での予算措置というよりは、市民活動とか、ＮＰＯに対

する財政支援みたいな提案制度はどこでもやっているじゃないですか。そういうところを

入口にして、例えば子育て中のお母さんたちのグループがそこにエントリーして、例えば

年間何十万円とか、場合によっては 100 万円とか、そういう事業補助をもらって活動を広

げていくみたいな、そういう仕組みでしか今は多分動いていないですね。行政がそれを目

的に位置付けて予算を措置して、この特定のＮＰＯのために支援したり、あるいは制度を

作ったりというところまでには至っていないですね。 

 逗子でもやはり市民活動の支援制度とか、あるいは共同提案というものをやっているか

ら、そういう提案をしてもらえば行政と協議しながら予算化までパートナーでやっていく

みたいなことはやっているので、徐々にそういう芽というのは出てはきていますね。 

 

○ 齊藤委員：そういうのが出てきたときに、女性はすごく働きやすくなるじゃないです

か。逗子には、そういうものを活用して、自分で働きやすい場所をつくるという現象はあ

りますか。 

 

○ 平井委員：そこはいわゆる芽が出てきたぐらいの感じなので、例えば１グループがや

っていても、それはせいぜい 2、30 人の範囲内でお互いが融通し合いながら両立させてい

るみたいなことだから、それが例えば本当は 100人、1,000人という規模に広がっていない

と実際の社会の多きを担うとはならないから、そこはまだ過渡期です。 

 

○ 白河委員：その辺どうなのでしょう。今、大きくしないという考え方もあって、100人

のＮＰＯがあって 10 人をサポートしてくれるＮＰＯが 10 個あるのは。それがどうしたら

出てきやすくなるのですかね。 

 

○ 桂委員：先ほど観光客を受け入れるとか、その話があったじゃないですか。大学生を

受け入れる。それと似た発想だと思うのですけど、子育てで手いっぱいな家庭を受け入れ

る地域みたいなものがあったらいいなと私は個人的にもすごく思ったので、例えば夫がも

し海外に出張してしまって、子ども２人を親が見なければならなくて、１人見てくれたら
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いいのになと、それは近所でもいいし、思い切ってどこか郊外でも、ほかの村やまちでも

いいのですけど、思い切って１週間そういう所にお世話になって、子どもも少し周りの人

に見てもらいながら生活できないかな、そんなのはないかしらとすごく思ったことがあり

ました。それはすごく極端な例かもしれないですけれど、地域ごとにやはり小さい単位で

やるのがいいなとは思います。日常的にもしそういうシステムが適用するということにな

れば、絶対そうだなと思っていて、今、白河委員がマッチングのことをおっしゃられたと

思うのですけれど、マッチングがうまくいけば多分いいのですけれど、誰かが見つからな

い限りはやはり苦しいままなのですよね。一緒に共同してやるといって、私もＳＮＳなど

で苦しいママさんたちのつぶやきをいろいろ見るのですけれど、一緒に住みたいね、とい

うのは言うのです。近くはないけれど、ＳＮＳで確認するぐらいだから遠いのですけど、

一緒に住みたいのですよ。 

 

○ 石本委員：ママさん同士が。 

 

○ 桂委員：ママさん同士で助け合いたい。秋山委員とかがやっている、シングルマザー

のシェアハウスとかの取組みもありますけれども、私はシングルマザーではないですが、

夫があまりにも帰ってくるのが遅いですし、やはり子育てのコアタイムである５時から９

時と、その時間帯に一緒にいられる。一緒に子育てと向き合って戦ってくれる人はいない

だろうかと思うと、みんなそれぞれの家庭で苦しんでいる。誰かがご飯を作って、誰かが

子どもを見て、その時間にお風呂へ入れる人がいて、寝るときだけ帰る、みたいになった

らいいのにとすごく思うのですよ。みんなバトルしているので本当に。保育園に迎えに行

ってという。 

 

○ 齊藤委員：地域ごとにそのようなハウスをつくっておいて、その時間だけ集まってき

て、寝るときだけまた家に戻っていくというシステムですね。 

 

○ 桂委員：そうです。 

 

○ 白河委員：５時から９時センターとか。 

 

○ 齊藤委員：そう。そういうのがあると、面白い。 

 

○ 石本委員：それこそ空き家を利用してとか。 

 

○ 桂委員：そうです。この商店街のどっかでもいいです。 

 

○ 白河委員：託児というと昼間というイメージがありますけど、そこを助ける託児とい

うか、場所があったほうがいいですね。 

 

○ 齊藤委員：１人で２人を見るよりも、親が３人で子どもたち６人を見た方が見やすい
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ですよね。 

 

○ 白河委員：要するに介護のデイケアというものの子ども版みたいなものですよね。 

小規模デイケアの子ども版みたいな感じで。それいいアイデアですね。 

 

○ 桂委員：それも子どもと一緒に行く食堂はないかな、とか、思うのですね。保育園に

行って、家まで保育園が遠い場合、うちは遠いのですけれど、もうどうしてもおなかが減

るのですよね。もうどこか本当に近い所に。 

 

○ 白河委員：家と職場と保育園の三角形を移動しているわけじゃないですか。少し留ま

る、第４の場所というのがあったらいいですね。 

 

○ 桂委員：そういうのがあったらいいなと思います。そうすると、自分だけが頼ってい

るのではなくて、人を助けることもできて、あとは心の、私ばかり頼っているというのは

苦しいので、やはり助け合えるということも大切かなと思いますし、今これはワーキング

マザーのパターンで言ったのですけれども、昼間でもいいなと思っています。専業主婦が

やはり外に足を運ぶきっかけとして、お昼ご飯をみんなで一緒に作ってみんなで食べて、

子どもの分はパンと離乳食を作ればいいと思いますけど、それで衛生的にどうかあれです

けど、晩ご飯のお総菜でも１品みんなで作って持ち帰るみたいなものがあると、お散歩す

るけど、毎回離乳食のために家に帰るのですね。とりあえず家から出にくいのですよ。食

事のために帰らなきゃいけない。 

 でも、それで家事をせずに外に出ると、家事がたまっていくし、心が苦しいみたいなと

ころもあるし。こういうことが伝わるか分からないですけど、拙い説明で大変申し訳ない

ですけれども、まち食みたいな、まちの中でその日に何時に集まった人たちで 10人なら 10

人、じゃあ、これから献立を決めて作ろうかと、作って食べて解散みたいな、そういう家

庭の延長がまちにあるといいなとすごい思います。 

 

○ 齊藤委員：中継基地みたいなものですね。 

 

○ 桂委員：そうですね。 

 

○ 石本委員：保健師の実習で 1か月間、市町村の保健福祉課や保健所に行ったのですが、

保健師さんも似たようなことをやっていったのですね。そういうのとは何が違ってくると

いうか、そういうのはあるのですか。 

 

○ 桂委員：私はそういうのは知らないですけれども。 

 

○ 白河委員：やはりご飯を作ったりとかできないのは、すごいあれですよね。 

 

○ 石本委員：保健師がおっしゃったのは、やはり行政がやることなので、下手なことは
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できないと。 

 

○ 白河委員：そうなのですね。集団食中毒とかね。 

 

○ 石本委員：保育士さんとか、栄養士さんとかがいるのですけど、やはり間違った知識

を与えてしまったり、そういうリスクがあるから、伝えたりも下手なことはできない、無

難なサービスしか提供できない。そういう場所をつくっても、結局お母さんはそんなに来

ない。 

 

○ 齊藤委員：じゃあ、ここは特区だから、そこを打破するような何でもやっちゃうとい

いですね。何か基地みたいなものをつくれるといいですね。 

 

○ 大橋委員：それは、似たような形では、保育所のお友達同士、ママ友同士でつながっ

ていて、助け合いをやっているようなことは聞いています。やはりそういうような特区だ

とか、場所があったらいいですね。 

 

○ 白河委員：でも、誰かのうちに集まるとかいうのはだんだん負担が重くなるし、入れ

ない人もいるじゃないですか。だから、第４の場所的な所。結局、このサービスで何が必

要かというと、やはり場所と運営者なのですよね。 

 

○ 石本委員：運営者という話で、主体ということになると思うのですけども。保健師さ

ん、１か月保健所で実習やったり、保健センターでも１か月実習やったりすると、すごく

いろいろなことを考えていらっしゃるのですね。今おっしゃったような方が乳幼児健診と

かで出会ったお母さん同士をママ友としてつなげたいという保健師さんが、結構いらっし

ゃるのですよね。でも、それはできないのです。 

 

○ 齊藤委員：なぜ。 

 

○ 石本委員：守秘義務的な問題です。 

いろいろなアイデアを保健師さんは持っていて、こういうことができたらいいのだけど

と、でも、そういう守秘義務のことがあったりとか、それこそ行政が主体となってやるか

らさっき言ったような下手なことができないし、アイデアはお持ちだったりするのですよ。

問題は、補助みたいな場所をつくったとして、主体が誰であるか、これを行政主体でやる

のか、それとも民間主体でやるのか、やるとしたら多分重みが変わってくると思うのです

よ。 

 

○ 齊藤委員：行政でやると、縛られちゃうでしょう。 

 

○ 石本委員：縛られちゃいます。 
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○ 白河委員：それは絶対民間がいいのじゃないのかな。 

 

○ 齊藤委員：でも、特区といっても縛られるのだよね。衛生面とかで。 

 

○ 平井委員：衛生面とか、そういうところはやはり。いくら規制緩和していても。 

 

○ 齊藤委員：それは、規制緩和したらあとはＮＰＯをサポートして、あとはそこでやっ

てもらうというやり方で行政の関わり方を考えればよいのではないでしょうか。 

 

○ 白河委員：全部がコミュニティーをつくろうと思うときにやはり場所はすごく重要で、

そういう集まりをやっていらっしゃる方はいるのですけど、常に使える場所は実はすごく

重要で、やはりそういう集まりは必ず公民館を借りたりとか、申込みに行ったりとか、常

に不安定なのですね。なんか本当に基地じゃないですけど、場所を行政が何かでうまく提

供してくれたら、運営者はＮＰＯとか民間でできるのではないかと。そういうのを、この

前、東京都のＮＰＯさんとか事業の補助費をめがけて応募してくるやつの審査員をやった

ときに、たしか埼玉か千葉か何かでそういうやつをもうちゃんと実証実験までして、もう

つくってあるＮＰＯがあって、それはすごくいいなと思って、やはり子どもと一緒にお母

さんが外に出る。預け合うのですけど、そのお母さんはその場にいるのですね。お料理を

習ったりとかして、子どももその場にいて預け合うので、預かるお母さんとそのときに料

理をやっているお母さんみたいな感じの緩いところなのですけど、それをすごくうまく運

営する方法みたいのがあって、でも、やはりその場所はどこか常に借りる。イベント的な

感じでしかできないので、それがもう少しできるという感じになる。場所だけは固定化さ

れると。 

 

○ 桂委員：そこに行けば。 

 

○ 石本委員：誰かがいる。 

 

○ 齊藤委員：すぐ使えて。 

 

○ 白河委員：そうですね。あと、ご飯をどうせ作るなら、今、子ども食堂ってすごい流

行っているのですけど、子ども食堂というのは、今いろいろな自治体でどんどん広がって

いるのですけど、やはり子どもがワンコインを握りしめて、来たら何も言わずにご飯を出

してくれて、週に２回とかしか開かなかったりするのですけど、誰かのおうちを借りてボ

ランティアが集まってやる。食材とかも寄付とかで賄っているみたいなのですけど、別に

決まって行かなきゃいけないとかいうわけではないがけど、週に１回は温かいご飯を誰か

と食べられる場所、そういうのと一緒にできたら。 

 

○ 桂委員：本当にいいですよ。 
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○ 平井委員：結構自治体もそういう視点というのは持っていて、逗子などでもそうです

けども、昔流に言うとコミュニティーセンターで、逗子はふれあい活動センターと言って

いますけども、半径 300 メートルぐらいの圏内に１か所小さい 200 平米ぐらいのコミュニ

ティー施設をつくって、そこにはオープンスペースもあり、キッチンもあり、小部屋もあ

りという、そこで地域の人が高齢者の食事会をやったり、レクリエーションをやったり、

あるいは子育ての親子がそこに来て集ったり、予約して場所を占有するのもあり、オープ

ンスペースで少しカフェっぽく、キッチンで自分が食材で料理したものをみんなで食べ合

ったりということをやるためのスペースというのは、徐々にできている。 

 ただ、それは地域外に担い手がいないと発展には進まないので、そういったものはもち

ろんどうやって支援しながらそういう活動を育てていくかという。そこができてくると、

いろいろな意味で今は割と孤立している高齢者もそうだし、子育て世代もそこが一つの寄

り合い拠点みたいなものに集って、少しずつ自分の生活の悩みとかを含めてシェアできる

みたいな、そういう場づくりというのは徐々には進んではきていますね。 

 本当はそれが、最初の話に戻ると、女性なら女性のエンパワーメントで、働きながらで

も、フルタイムという固定概念があるけども、今時例えば週４とか、それでも働きますと

いう、例えばユニクロはそういうものを出したりしているじゃないですか。しっかりとそ

れなりに働いても地域での居場所とか、支え合う関係というのがバランスよくつくってい

けるみたいな、本当はそこに男性も地域の中に入って一緒に子どもと、あるいは親子とで

コミュニケーションして活動できるみたいな社会になるといいなと思っているのですけど

ね。 

 

○ 齊藤委員：その音頭取りというのは行政ですね。 

 

○ 平井委員：行政は、やはり場所とある一定の必要な財政支援というものに限った方が

良くて、そこの運営をやったら、さっきも言っていたように、やれ条例だ、規則だ、安全

性だ、何だとか言って、個人情報の問題も含めてどうしても縛りが出ちゃうので、そこは

地域側にどこまで受け皿として、ＮＰＯでもいいのですけれども、力を育てていけるかと

いうところに力を注ぐしかないかなと。 

 

○ 石本委員：成功事例とかは、ないのですか。 

 

○ 大橋委員：たまたま７月末に滋賀県のＮＰＯ法人「びぃめ～る企画室」におうかがい

して長年の取組みにより、コミュニティーを作ったという事例をお聞きしました。専業主

婦の方が立ち上げてということだったので、学ぶ所はいっぱいあるなと思ったのですけれ

ども、今実際に仕事を持っている女性にとって、コミュニティーにつながっていくのは難

しい面もあるのかなと考えました。また、やはり今皆さんがおっしゃった場所と支援が必

要ということをそこでも言っていたことを思い出しました。 

 

○ 石本委員：もろもろ多分そういう団体は結構いろいろあると思うのですけども、そう

いう方たちは多分ノウハウをいろいろお持ちだと思うのですよ。そのノウハウを何らかの
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形でマニュアル化、参考資料とか、たたき台みたいなマニュアルにしてそれを共有して、

こういう団体をつくってみたいな、といういろいろな若い世代の人もいるし、高齢者の人

もいるしとなっていくときに、例えばどういうふうにして施設を押さえなければいけない

のかとか、私も団体運営したことがありますけれど、組織の規約を作るのはどういうとこ

ろでしなきゃいけないのか、本当に細かいノウハウまでちゃんと書いてあるデータベース

みたいなものがあって、そこにアクセスして、ハードルをどんどん低くしていって、そこ

である種自分たちでオリジナリティを考えながらやっていくというやり方もありなのかな

と。マニュアル化というか。 

 

○ 白河委員：マニュアルもそうなのですけど、ＮＰＯでももちろんいいのですけど、非

常勤だよりではなく、ビジネスだと一番いいのですよ。 

 

○ 桂委員：いいですよね。社会起業、社会起業家的な。 

 

○ 白河委員：いわゆるそういう自分のところの取組みを全国に広げる、社会起業ＮＰＯ

法人「フローレンス」、それが一番得意なのですけど、フローレンスさんみたいに、割とＮ

ＰＯというと地域のボランティアを担うというイメージがあるのですけど、そうじゃなく

て、割と若くてそういうのをやりたい方とか、今専業主婦の方でそういうのをビジネスに

したりする、そこももともと主婦の方が始めたので、そういうノウハウは、いくらでも神

奈川県は紹介できると思いますね。それは東京都で公募した団体もすごく良かったので、

実はもう何年もちゃんと実証実験をして、学者と組んでアカデミックに効果とか、そうい

ううまい運営とかも全部、現実にされているのですよ。 

 

○ 齊藤委員：あるの。 

 

○ 白河委員：あるのですよ。 

 

○ 齊藤委員：マニュアルが。 

 

○ 白河委員：マニュアルというか、既に団体として実証実験とかをすごく繰り返して。 

 

○ 齊藤委員：それは、皆さんに提供できるぐらい。 

 

○ 白河委員：できると思いますよ。 

 

○ 石本委員：それこそ基本目標１の「ベンチャーが取り組む成長分野にかかるプロジェ

クトの事業化や起業の促進」とか、そういう面でも関わってくると思うのですよね。それ

から子育てとかだけでなく、全部の領域の面で、たとえば、経済とか、そういう社会起業

家という方を知っている人も周りにも増えてくると、先ほどのフローレンスさんだとか、

私は看護学科なので、ワンコインで定期健診ができるケアプロ（株）さんだとか、結構そ
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ういう社会起業、そういうのに関心を持っている若い人は多いと思うのですよ。慶応のＳ

ＦＣに確かそういうコースがあったと思うのですけど。 

 

○ 白河委員：神奈川県は、慶応のＳＦＣがあるので、そこを拠点にしてアカデミックな

ところと連携していくらでもアイデアは出てくるかなと。私は、もう社会起業家の人たち

がほとんどあそこの出身の人しかいないのではないかぐらいに思っていて。先ほどのＮＰ

Ｏ法人「びぃめ～る企画室」とか。 

 

○ 平井委員：自治体の男女共同参画施策は、どちらかというと、個人に対してある種、

契約するみたいな、そういう視点がほとんどで、やはり企業社会に対してどうアプローチ

するかというのが弱いと思っているのですよ。やはり起業する側が変わらないと、男女共

同参画、ワーク・ライフ・バランスが変わっていかないから、今言ったように、地域の土

壌をつくっていくという、居場所、あるいはつながりも含めてというのが必要でありつつ、

そこを企業の経営者、あるいは上の人を含めて、そういう文化とか、社会のありようの必

要性みたいなものがちゃんと浸透していかないと全然進まなくて、だから、ここにも載っ

ていますけど、今いろいろな成功事例とか、女性を例えば子連れで職場に連れてきて、そ

れで仕事もＯＫみたいな、この間ニュースで見ましたけども、そういう働き方みたいなも

のも女性が活躍するための環境づくりとして取り入れている企業というのはもう出てきて

いるわけじゃないですか。だから、そういうものをいかにして広めていくための仕掛けと

か、やはり行政なら行政としての支援とか、そういうものをやって、神奈川が企業社会に

対してそういうモデルを発信できるというものをバーンと打ち出して、神奈川で働けばそ

ういう働き方と暮らし方ができるみたいな。それが子育てにもつながり、結果として出生

率の増加に反映されていくというストーリーかなという感じがしますね。 

 

○ 白河委員：誘致すればいいのではないですか。 

 

○ 平井委員：そうですね。そういうのもありますね。 

 

○ 白河委員：そういう条件の子育てとかに、それこそ神奈川県で本当にＩＴ系企業は大

体ＣＥＯが 40歳代、30歳代ぐらいで、すごい柔軟な働き方をしていたと。場所にあまりこ

だわらないのですね。だから、例えば福島県とかはＩＴ企業のあれがあったりしています

けど、例えば東京じゃなくて神奈川県で社員が子育てしやすい環境もあって、子連れの通

勤ＯＫというオフィスがあるみたいな、そういうもう既にやっている所を良い条件で、子

育て企業を誘致するみたいな、そんなに大きい会社じゃなくてもいいと思うのですけど、

誘致して、工業団地じゃないですけど。 

 

○ 齊藤委員：いいですね。本当にそういうのがあれば、近くに住めるし。 

 

○ 中谷総合政策課長：横須賀市さんとか、確かＩＴ系の企業を誘致する施策をしていま

して、八戸地区は、結構上り坂があるので、なかなか住まないような所で空き家が多く出
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てきてしまう場所があるのですけども、そこを安くお貸しして、おっしゃるとおりＩＴ系

は特に場所を選ばないので、そういう企業さんを誘致して、何件かうまくいった事例があ

ると聞きました。 

 

○ 白河委員：単にＩＴ企業だけじゃなくて、子育て応援企業みたいなやつを誘致、もう

既にやっている良い例を誘致してくるみたいな。 

 

○ 平井委員：子育て応援企業の認証みたいなものは、やっていませんでしたっけ。 

 

○ 中谷総合政策課長：やっています。 

 

○ 白河委員：あれは、もう大企業が取ろうと思えばすぐ取れるので、あまり意味がない。 

 

○ 中谷総合政策課長：あと、やはり企業に協力していただいて、かながわ子育て応援パ

スポート、今 2,000社ぐらい、そういった協力をいただいています。 

 

○ 桂委員：イメージキャラクターは金太郎ですよ。 

 

○ 白河委員：県内の企業さんがもちろんそういうふうに変わってきたら、何かインセン

ティブを出すみたいなものはもちろんあるのですけれど。 

 

○ 石本委員：そのメリットを提示できるかが導入するきっかけになるのかと。 

 

○ 大橋委員：こちらの紙に戻ってしまうのですけれども、女性の稼ぎ力を上げ、男性の

家庭力も上げてとなると、やはり企業の考え方が変わって、働き方改革というのでしょう

か、ワーク・ライフ・バランスや子育てを支援するような仕組みになっていかないと難し

いです。適齢期が若い世代なのだよということをいくら教育していっても、今やはり 20代、

30 代は働き続けないとならない。収入にもキャリアアップにも響いてくるし、とにかくや

はり今は妊娠できないな、というような気持ちを持ちながら働いている人も多いのではな

いかなと思うのですね。 

 

○ 白河委員：でも、そこは、啓蒙で何とかなるのではないかと思うのですね。 

 

○ 石本委員：そこに関しては私の意見があって、先ほど言ったライフデザインとか、ラ

イフキャリアと言い方をされたと思うのですけれども、よく社会学とかで、リスク社会と

いう形で、要は自分の未来を想定、計算して、今選択をしていくという、選択が過度に求

められる時代だよという理論なのですけど、これは私の実感としてもすごく合うといいま

すか。『ポストモラトリアム時代の若者たち（社会的排除を超えて）』（村澤ら 2012）という

本があるのですけど、そこで面白いことが書いてあって、「リスク管理に忙殺される若者た

ち」という論文があって、典型的なのは就職活動で、昔は多分「大学」イコール「モラト
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リアム」イコール「遊びほうける」というイメージだったが、今は違うと。私が現役の大

学３年生、もう１年次から就職を目指して資格試験をしたり、インターンをしたり、女性

でも若いうちからパートナーを探していたりとか、もう若いうちから自分の生き方、価値

観、ライフスタイルというものを決めて、つまり、生きる上での試行錯誤というのはリス

クだ、みたいな、そういうことはもう許されないと。 

 

○ 齊藤委員：コースに乗った。 

 

○ 石本委員：そうです。コースに乗って生きていかざるを得ないし、社会の側もそうい

う生き方を推奨して、そこから排除されてしまったような生き方をしてしまったら自己責

任だから残念でしたというようなやり方があると。若いうちから価値観を固定していかな

ければいけないというか、生き方を選ばせるというのは重要な点だし、避けられない点だ

と思うのですけど、慎重にならないといけないなと思っていて、私の仲間の意見を聞いて

も、結構妊娠適齢期が 35歳ぐらいまでだということは知っているのですね。早い段階から

結構知っていたと。要するに、「そんなことを言われても･･･」、というところなのですよ。

そんなことを言われても、「若いうちから価値観なんて形ある。」と。齊藤先生の記事で、

若いうちに考慮すべき「５つの妊活」という記事を書かれていて、何人かにこれを読んで

もらっているので、「率直にどう思う。」と聞いたのですよ。 

29歳の女性なのですけども、妊娠適齢期から人生を考えるということに関しては、「高学

歴社会ではそんなのは無理でしょう」と、「妊娠適齢期に産んで、安定した職業に就ける確

率はすごく低いでしょう」と。すごくシビアな意見で、パートナーを容姿や経済力だけじ

ゃなくて、価値観や人となりを考えて選びなさいということを書き手さんはおっしゃって

いたのですけども、ライフステージが変わるごとに価値観だって変わるし、人として成長

するから一概には言えない。これは若いうちから決めるのは無理だよと。もちろん正規雇

用を継続するなんていうのは今の時代では論外だし、親や兄弟とか、友人とかの育児協力

者を確保するにしても、全員が全員家族の関係が優良なわけではないし、家族に恵まれて

いないからと。行政サービスを熟知して利用しなさいということなのですけど、たまにこ

っちの方が知っていて、そんなサービスはあります。みたいな対応されることがあるので

すよ、みたいな。 

 

○ 白河委員：それは、典型的にモヤモヤ女子なのですよ。私は、そのモヤモヤを晴らす

ことをやっているのですよ。モヤモヤ女子で、全部自分でハードルを立てちゃって、それ

はもう環境ももちろん変わっていかなきゃいけないのだけど、やはり妊娠適齢期があるの

で、それは自衛のために知識として身に付けておかなきゃいけなくて、女性は制度が変わ

るまで待っていられないから、そっちの啓蒙ももちろんやる。だけど、環境も変えていか

なきゃいけないということで、そっちも働き掛けていますけど、例えば一番モヤモヤを晴

らすのは、今のところ、ワーク・ライフ・インターンという、大学生のものなのですよ。

ほんとモヤモヤした女の子が集ってくるのですけど、こんな体験ができるのだ、楽しそう

とか、そういうふうに変わっていくのです。実際のカテゴリーでも家庭だから夫婦げんか

もあるし、いろいろあるのですよね、現実を見て初めて変わっていく。だから、みんな子
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育てを完璧にしなくちゃいけなくて、社員として完璧にしなければいけないと思っていて、

「そんなことないのだよ。結構両方何とかなるから、適当で。」みたいな。そういう緩みを

教えると。 

 あともう一個は、ライフデザインとかライフキャリアよりも、今はキャリアドリフトと

いう考え方にシフトしていて、これだけ変化の早いＩＴの社会だと、何が起こるか分から

ないので、偶発性に準拠したキャリアをうまく乗ってつくっていくとなっているのですね。

だから、きっちりしたライフデザインを立てなさいというのはライフデザイン教育ではな

いのですね。ドリフトしていこうと、変化に応じてうまく乗っていこうということが最新

のキャリアの考え方になっているのでね、古い教員の方たちは、何年後かにこうなってい

たかったら、今こうしなさい、みたいなのを教えちゃうのですけど、それはもう今の時代

には適応できないので。ただやはり講義だけではダメで、やはり立派なロールモデルでは

なく、本当に 23歳の子だったら 28くらいのロールモデルとか、「でも、本当に子育ての最

中で、もう辞めちゃおうかと思っているのよ」みたいなことを言いながら、やっていく。

失敗もいっぱいあって、突き当たる壁もいっぱいあるのだけど、そういう姿を、悩んでい

る最中に見せることがすごく重要で、全て抜けてしまって、もう完璧に成功しましたとい

う人はあまり見せてもしょうがないので、見せてもいいのだけど。女性は、もちろん男性

もそうなのですけど、制約と可能性を両方見せなさいとよく言われるのですね。制約も見

せなきゃいけないけれど、やはり可能性も重要で、両方をいろいろな人を見せることによ

って、あれしていくのかなとか。 

 私、実際リクルートの 25歳研修をやっているのですけど、正社員ですし、ただハードワ

ークな企業ですよね。だから、みんなすごくモヤモヤしているのですけど、25 歳でも仕事

以外のことを考えていいのだっていうことがすごく、はっとするのですよ。やはり会社か

らは今は仕事以外のことを考えちゃいけないと言われて、思い込んでいるのですよ。でも、

上司なんかはどんどん変わっていくので、そこはもう別にその人に、私、今、会社以外の

ことを考えたいのです、と言う必要はないけど、こっそり考えてもいいし、そういう本当

にちょっとしたこと。だから、そのモヤモヤ女子の人たちは、モヤモヤを晴らすような行

動をしていった方がいいと。 

 

○ 石本委員：その彼女たちをモヤモヤ女子と呼ぶべきかというのは別の問題として、ロ

ールモデルを提示するというのはすごく重要で。 

 

○ 白河委員：いろいろな人がいいですね。 

 

○ 石本委員：そうですね。いろいろな生き方があるでしょう、というのを提示していく

というのは、すごく重要だと思うのですね。それこそ今、白河委員がおっしゃられたよう

に、ライフキャリアと言われると本当に固定的なものとして捉えてしまって。 

 

○ 齊藤委員：思っちゃうのだよね。 

 

○ 石本委員：思っちゃうのですよ。 
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○ 齊藤委員：でも、違うのだよね。 

 

○ 石本委員：ライフキャリアとか、そういうことをそういうメッセージとして受け取ら

れてしまうというのは、やはり慎重になるべきかと思うのですよ。 

 

○ 白河委員：そこは難しいのですよね。 

 

○ 石本委員：そこである方が言っていたのは、要するに何を言われるかも大事だけど、

それを誰に言われるのか。例えばそれこそ先生みたいな人に、「いや、ライフキャリア、ラ

イフデザインは大事ですよ。」と言われても、そもそも聞く耳を持ちません。でも、例えば

実際妊娠をしている方とか、子育て世代の方とか、そういう人の声があれば私は聞くと思

うし、心も動くとおっしゃっていた。その意味で、やはりロールモデルとか、多様な生き

方、可能性を提示していくというのは、必須だなと思っています。 

 

○ 白河委員：そういう意味では、いつも言っているのですけれど、やはり子育て世代の

女性はあまりに忙しくて、今もう自分のことだって精いっぱいなのはよく分かりますけど、

もう少し学生とかに接して欲しいなと思います。私の今の研究会はそういうことをやって

いるのですね。少人数ですけど、子育て前の子たちに、ちょうど今正に子育て真っ最中の

人たちが来て、いろいろ話してもらったり、インタビューしたり、ワークしたりとかです

ね。そうすると、やはりすごく目に見えて動くというか。 

 

○ 桂委員：でも、すいません、子育て世代のママさんたちは、人に言いたくて仕方ない

と思いますよ。こんなんだよ、あんなんだよ、おもしろいこともあるけど、大変なことも

あるよと、言いたくて仕方なくて、ワークショップとかで時々あります。若い子世代と一

緒になって妊娠とか、ライフプランを考えようみたいな会があって、そういう所に行って、

一参加者としてお話をする。 

 学生さんとかにそういう所では出会えるのですけど、どこで若い人と出会っていいか分

からないし、プレママさんとかにお話したいなと、妊娠したところから、出産したら最初

はこんなことに困ったからこれは気を付けた方がいいよとか、誰かに言ってあげたいのに、

世代間の伝達がすごくうまくいかなくて、今こんなに苦しいけど、自分の子どもが成長す

ると、多分この苦しさからは脱出して、次の人たちはまた苦しいのに、いつか時が来たら

脱出するので、その苦しさはずっと変わらないという、何年も前からみんなしんどいのに、

これは変わってないのだと思うと結構絶望的な気持ちになったりして。うまく伝達できる

こととか、長い視点で解消できるような。 

 

○ 齊藤委員：気軽に交われる所があるといいですよね。セットアップして会って、とい

うのもいいのだけど、気軽にどんどん会えてコミュニケーションできる場所が形成される

ともっといいですね。僕は、そういう人とは会うチャンスも少ないし、そうすると、典型

的なことしかお話できません。 
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 でも、典型的なことは、言っていることの 99％は違っちゃうことがある、という可能性

が頭にありながら話しています。それは理解するには、いろいろ話し合って、初めてそれ

がわかってくるのです。考える最初のきっかけを提供するために典型的な話をするのです。

１％だけしか成就しないかもしれない典型例ですので、実際は全然違うのだよねというこ

とが分かってくれていいのです。でも、こういうときはこういうやり方があるのだとか、

こう失敗してもまた変えればいいとか、若い方が典型例を知って、行動し、９割９分は失

敗しても、また次を考えて行けばいいのだということさえ分かってくれれば、一歩進むの

ですよ。ですから、一歩踏み出すような、そこへとどまらない、きっかけのためにお話し

ています。 

 

○ 白河委員：そうなのですよね。そういう声をもう少し発信してほしいのですけど、ど

うしたら発信してくれるようになるかな。 

 

○ 齊藤委員：そうです。それで一緒に考えていこうというと、何かにかんでくれるとか

ね。 

 

○ 白河委員：それこそ慶応大学の manma とかは、正に発信と行動が結び付いているので

すね。そういうことをやはり意識の高い人たちがやっていって、その意識が高い人たちの

つくった場所に、モヤモヤした人たちがさらにやってきて、100人になって、やはりそうい

うのが、重要なのかなと思っていて。 

 

○ 石本委員：本当にみんな考えているのですよ。 

 

○ 白河委員：でも、考えるだけで行動してない。 

 

○ 石本委員：そこなのですね。 

 

○ 白河委員：だから、その manmaに行くのが一つの行動なのね。 

 

○ 石本委員：みんなが考えているか、聞いたのですよ。私の中にもモヤモヤしている人

と、実際に行動に移せる人の２パターンにきれいに分かれるのです。 

 

○ 白河委員：行動に移せないのはなぜか。 

 

○ 石本委員：それで聞いたのです。「何だと思う。何が違うと思う。」と。さっきメール

が返ってきた彼女もそうなのですけど「やっぱり自分の育った家庭環境だ」と、親から愛

情を受けた人は自分に対する自信があるから、自分の人生を切り開いていく。今も帰る場

所というか、安心感があるから、ちゃんと切り開いて行けるけど、私はあまり家で恵まれ

ていなかったから、うじうじしてしまうのかな、という、保守的な結論になっちゃうので

すけど、結局家族だよねというのが、みんな本当に共通しているのです。自分の親だよね、
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自分の家族で。だから、残酷な。 

 

○ 白河委員：でも、そこはちょっと。今更もう大学生とかになっちゃった子はさすがに

難しいので。 

 

○ 石本委員：そうなのですよ。 

 

○ 白河委員：それは、やはりもうつながるしかないのですよ。昨日会っていた女の子が、

28 歳で起業していて、１万人のそういう見えない痛みを抱えた女の子とコミュニティーを

持っていると。それはすごくないですか。そういう所にやはり自分からつながっていくし

かない気がするのですね。本当にそれこそいろいろな子がいるのですよ。 

 

○ 石本委員：そのとおりだと思います。私の個人的な経験をお話させていただくと、今

29 歳なのですけど、この今の大学の２年生の、24 歳ぐらいのときにうつ病を患いまして、

自殺未遂を２回しています。別にこれは隠すことではないので、テレビの取材も受けたこ

ともありますし。そこでＮＰＯ法人自殺対策支援センター「ライフリンク」というのがあ

りまして、清水さんという方が代表なのですけど、その方とお話をして、生きづらさを抱

えている大学生たちが一緒に集まって本当にただ話すだけの話合いの場所を作ろうという

ことになって、「ユースリンク」という団体で活動していたことがあります。いろいろ考え

て話を聞きたいという気持ちは、私もそれはあったわけですけど、でも、私はうつ病を煩

っていて本当にもう毎日死ぬことしか考えていなかったです。その中でぽんと一歩出すの

は、すごく勇気が要ると思うのですね。今振り返って、なんでそういうことができたのか

な、といまだに考えるのですが、周りのサポートがあったからというのが大事ですね。 

 

○ 齊藤委員：それは家族ですか。 

 

○ 石本委員：家族であったり、友人であったり、精神科医だったり、私は精神科のドク

ターに本当に恵まれたので、本当に確率論的なものなのですよね。だから、たまたま私は

多分できたのだろうなと。そういう団体は今までなかったものですから、運営する、さっ

き言ったマニュアルとかも全くないわけです。そういうところをうつのいろいろな団体の

方から話を聞いたり、大学院の方にアドバイスをいただいたりして、マニュアルみたいな

形を作って、若い人の対応をやっていた。一歩出たときに、さっきのマニュアルじゃない

ですけど、受け入れてくれる人とか、手を差し伸べてくれる人がいるか、いないかは、本

当に差が出ると思うのですよ。 

 

○ 白河委員：やはりそこは意識高い系とか、揶揄はされますけども、一歩出た人たちが、

その出ようとしている人たちに差し伸べていくしかないのではないかなと、そういうのを

見ていると思うのですよね。彼女も難病だし、精神的に不安定になったこともあるけど、

外見は普通のかわいい女の子なので、外からは何が問題だか全然分からない、だから見え

ない闇ということで、みんなつながっているということがあって、ただ、そこはしっかり
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ビジネスになって回っているのですよ。なので、多分そういうことは、これから今の方が

すごいやりやすいというか、今はいくらでもビジネスモデルがあるし、そういうのはでき

ると思うので、出てみたらいろいろあるよということを１回出た人がもっと伝えていくと

いうのはすごい重要で、そういう女の子に山のように会っているので、よく分かるのです

けど、その子たちは本当にやはり情報が少ない。こういう所に行けばこういうのがあるの

だ、みたいな、情報が割と少ない人が多いのかなと。例えばうつ病とかで外に出たりする

ことはできないので、そこはもうしょうがないというか、出る気になるまではやはり専門

家の助けがいるのかなと思うのですけども、 

 

○ 齊藤委員：情報ツールでたくさん挙げられる方法ってないですかね。 

 

○ 白河委員：そうですね。今でもやはりＳＮＳの時代になって、Facebook とかでみんな

すごいみんな発信していて。 

 

○ 齊藤委員：それは、自分でアクセスしなきゃいけないですものね。 

 

○ 白河委員：結局はそうなのですよね。 

 

○ 石本委員：私もユースリンクという団体をやったときに、参加者の方にアプローチす

るというのが一番の課題で、ＳＮＳだったり、Twitterをやったりしたと同時に、例えば業

者の方にパンフレットを作ってチラシを置いていただくとか。 

 

○ 白河委員：どこで目に入るか分からないから、窓口を増やすということ。 

 

○ 石本委員：そうなのですよ。大学の窓口に行って、すみませんが、置いていただけま

せんか、とか、営業みたいなことも。本当に地道な活動をして集めていくというやり方だ

ったので、そこは大変だったなという記憶があって、いかにしてそういう悩んでいる人た

ちに、ここがあるよと伝えるか。 

 

○ 齊藤委員：ある程度動いたら、角度的にそれは動き始めました。 

 

○ 石本委員：ある程度動いていくと、まずメールをくださったりとか、新聞社とかテレ

ビ局とかでお話をすると、その記事を見た人とか、見たお母さんが子どもに見せて来たり

とかいうきっかけが多いですね。その意味ではメディアは既存のテレビとか、新聞とかの

メディアとかはすごく大きいですよね。 

 

○ 白河委員：でも、それは、今ノウハウは結構あるので、本とかもありますし、実際に

「社会起業のレシピ」とか駒崎弘樹さんがウェブで連載していますよね。清水康之さんも

結構発信していますよね。 

だから、そういうのは別に国が整備するとかいうものではない、ただ、表彰したりとか
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はあったりするといいですよね。こういう団体がこういう試みをしていて、すごくいいで

すよと。その団体のことをいっぱい取り上げられれば取り上げられるほど、その団体を必

要としている人に対してのアクセスの窓口が広くなっていく。 

 

○ 齊藤委員：そういう意味で関与していくといいですね。 

 

○ 石本委員：名前が出ることはすごく大事で、例えばイベントをやったりするときに、

東京都後援の文字があるだけで安心感が違うのですよ。ですから行政の力は強いのです。

本当に。 

 

○ 白河委員：でも、そこは気を付けなくちゃいけなくて、どの社会企業でも株式会社に

なっているとダメなのです。協賛とかはできないですよね、行政って。 

 

○ 中谷総合政策課長：名前を貸し出すというのは。 

 

○ 白河委員：そこをもう少し緩くしてもらえるといいかなと。 

 

○ 齊藤委員：それも、そういう活動をサポートできればいいですね。 

 

○ 石本委員：少し極端な例かもしれないですけど、お母様方で発信したいと思っている

人に、例えばそういう。 

 

○ 齊藤委員：神奈川県後援ですか。 

 

○ 石本委員：そういう、ノウハウですよね。そういうものをやって、またそれもロール

モデルなのですよ。成功しているというか、参考になるものを見せて、ハードルを下げる

と。 

 

○ 白河委員：だから、若い当事者の人たちのやっているようなＮＰＯとかの事例をもう

少し丁寧に拾っていって、その人たちを県がサポートしたりとか、表彰したりとか、県の

ウェブサイトとか結構情報を集約して載せたりとかして、こういう悩みがある人はここ、

みたいな、見本みたいなものがどこかに集約されているといいですよね。やはり県がこの

団体はＯＫとウェブサイトに載せたら、親とかも結構安心してアクセスできるし、そうい

うところはすごく重要だと思いますね。 

 

○ 齊藤委員：お墨付きがあるといいですよね。 

 

○ 白河委員：そのお墨付きも、どうやったら付くのか、重要なところなのですけど。 

 

○ 中谷総合政策課長：当然どこかで基準をつくらなきゃいけないでしょうけども、県の
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肩書が入るだけで、そういう取組みが進むのであれば積極的に。 

 

○ 白河委員：そうですね。良い試みをいっぱい挙げていくとか、サポートしていくとか。

あとやはり場所の提供はすごく重要で、何かイベントしようと思っても、場所を確保した

り、その場所にお金を払うだけでそういう団体は駄目なのですね。なので、今東京ですご

くあるのは、企業さんが土日にすごく立派な会議室を貸してくれるというのがあるので、

逆にそういうことをやる企業にそういうことをやってくださいとやった企業には何かイン

センティブをあげるとか。 

 コミュニティーセンターとかも、今は場所貸しになっちゃっているので、大変なのです

よね。だから、そういうのを一緒に。 

 

○ 平井委員：成田空港なんかは、ネット上でシェアして空間貸しするみたいなものがあ

るね。 

 

○ 白河委員：学校とかも意外に開いている場所とか山のようにあるのに貸してくれない

のですよ。セキュリティとかがいろいろあって。 

 

○ 大橋委員：会議室とかは、つくって貸し出すようになっている場合もありますけど。 

 

○ 平井委員：学校の開放教室のあれは、やっていますけど。 

 

○ 石本委員：例えば離乳食をつくってみたいという時に学校の調理室を借りるとかして。 

 

○ 大橋委員：調理室までは難しいと思うのですけど。 

 

○ 石本委員：そこの難しい部分を何とか。いろいろなアイテムがそろっていると思うの

で。 

 

○ 白河委員：家政系のある所は調理室とかもあるので。そういう場所はすごく重要で、

いつもそこに行けば必ず週２回あるとか、やはりそこがすごく。団体も重要なのですけど、

それもすごく重要なのですよ。 

 

○ 齊藤委員：場所を両親が探しに行って、調理室を活用することを提案していくことは

大切かもしれないですね。 

 

○ 白河委員：あと、法律的にこれは貸せないとか、土日は無理とかいろいろあると思う

ので。 

 

○ 齊藤委員：そこをどう叶えるかですよね。 
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○ 白河委員：セキュリティとかもたぶんいろいろあると思うので。 

 

○ 平井委員：この６ページの所の子育てを応援する社会の実現という項目が立っている

じゃないですか。自治体としての非常に大きな悩みが、最近マスコミなどでも放映された

りしますけども、保育所をつくるのに地域での反発を食らうという、この社会状況という

のは、非常にこれが全く逆行していて、保育園を誘致したいと。でも、子どもがうるさい

から保育園に来てもらっちゃ困るみたいな、保育園ができたとしても、その保育園の園長

先生ができるだけ外に迷惑を掛けないように声は出すなとか、お散歩は控えろとか、そう

いう社会状況をどうやって変えるかというのは非常に悩ましいことであって、子育てのア

ンケートを採っても子どもを産んで育てることに対する地域からの目というか、あまり感

謝されていないみたいな、そういう反応というのが子育て世代からはあったりするわけで

すよ。 

ここをそう簡単に意識を変えるというのは難しいのだけども、これは正に人口問題から

言うと実は切実な問題で、歓迎されていないみたいな、そういう社会のあり方というのを

どう変えていくか。例えば、たまたま僕は北海道で「君の椅子」プロジェクトというのを

やっている自治体の事例を知って、それは正に小さいまちだから、子どもが生まれたら地

域みんなでおめでとうとやって、花火を上げたり、それは君の椅子といって、その人のた

めだけの椅子をプレゼントするという、北海道の大学の先生が始めたのですけども、それ

を地域ぐるみでやっているのがあって、やはり仮に予算措置ができるのだとしたならば、

子どもが生まれたことに対してどうすれば地域もおめでとうという何かをちゃんと発信し

てあげるみたいなことは、本当はお金があったらやりたいなと思ったのです。時々自治体

で子どもが生まれたら出産のお祝いみたいなものをやったりする事例も地域においては残

っているのですけど、それをもっと本当にちゃんとみんなにシェアしていけるみたいな、

そういうのは必要かなという。 

 

○ 齊藤委員：地域で育てる、みんなで見守る気持ちが大切ですね。保育園の場合には、

どうすればいいのでしょうね。うるさいと言われることもあるので。 

 

○ 平井委員：逗子でも来年４月にオープンしますけども、地元の説明をかなりきめ細か

くもう神経を使ってやって、保育園ができれば車がいっぱい来てみたいな、道路をちゃん

と拡幅しますとか、かなり準備して、それでようやく受け入れてもらっているという感じ

です。 

 

○ 白河委員：近所の人に遊びに来てもらって一緒にイベントとかをするしかないですよ

ね。 

 

○ 平井委員：できたらいいですね。 

 

○ 白河委員：よく知っている子どもの声はうるさくないとよく言うじゃないですか。知

らない子どもの声はうるさいけど、知っている子どもの声は、「ああ、誰々ちゃん、元気で
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やっているね」になるみたいなことは少しあると思うのですよね。 

 

○ 齊藤委員：行政的なアプローチを考えると、その園と地域とが密になれるようなシス

テムをつくることですね。 

 

○ 白河委員：でも、本当にご病人さんがいて寝ているからみたいな所は、それこそ二重

サッシとか、窓を補助してあげるとか、そういうことしかできないのかなと思うのですよ

ね。 

 

○ 平井委員：なかなかそこまでは。 

 

○ 石本委員：反対する世代の年代とか、どういうところですか。 

 

○ 平井委員：やはり子どもの声が聞こえなくなっていますから、そういう中で静かに暮

らしていた、割とご高齢の方なんかも困るという反応がどうしても出ちゃう。逗子の場合

にはたまたまそういうのがなかったので、うまくいったのですけど。 

 

○ 石本委員：保健所で実習しているときに保健師さんがおっしゃっていたのは、そうい

った何らかの子どもがうるさいとか、電話がかかってくる。そういうクレームをおっしゃ

る方というのは、何らかの別の問題があるのだと。だから、独居であったり、孤独であっ

たりとか。だから、そういう電話が来たときは。 

 

○ 白河委員：傾聴する。 

 

○ 平井委員：その人を支える。 

 

○ 石本委員：その人が何か問題があるのかもしれないと考えていかないと、「うるさい。

わかりました。じゃあ、防音にします。」とか、そういうことじゃなくて、多分何かあるの

だと思うのですよね。 

 

○ 平井委員：その人にも手を差し伸べるということですね。 

 

○ 石本委員：そういうことです。その視点がないと、保健師はできないよという。 

 

○ 齊藤委員：そういう所にサポートがうまくいけば、そういうのはなくなってくるかも

しれないですね。 

 

○ 大橋委員：白河委員が最後の所で、生まれている子どもを社会で育てるというところ

について、ご発言をされていたのですけれど、すごく大切なことだと思います。ハイリス

ク家庭の支援とか、シングルマザーにとって優しい県にという取組みをやったらと言われ
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たのですけど、社会的擁護を必要とするお子さんをしっかり周りでサポートするような事

業も大切。県がやっているあすなろサポートのような、そういう事業をもう少し進めたい

なと思います。 

 

○ 白河委員：こここそは、予算が付くというところなので、まさに民間というよりは、

県ですよね。 

 

○ 齊藤委員 がんばっていただいて。 

 

○ 白河委員：県ができることと、民間活力を高くすることと、やはり分けていかないと、

なかなか。 

 

○ 中谷総合政策課長：確かに社会的養護を必要とする方々はいます。里親しかり、日本

はなかなかそういう制度自体をご理解いただいていない方が多いので、まだ割合として高

くないのですけども、そういった方々を増やしていきたいですね。 

 あと、10 代、学校を卒業された後のフォローというのも大切だということで、あすなろ

サポートセンターとか、そういった所ができていますので、そういったところは取り組ん

でいきたいと思っております。 

 

○ 大橋委員：是非取り組んでいただいて。 

 

○ 平井委員：県と話していくと、教育を握っているのは県だから、教員のね。 

特に神奈川県は教育費が高い。というのは、結局やはり公立と私立で比較して、やはり

東京、神奈川というのはどうしても私学に流れる率が非常に高い。だから、小さい頃から

塾に通わせて、中学受験して、高校、大学と、間違いなく公立よりも私学ではないと東大、

早慶には入れないという社会になっていて、そこが正に学歴神話がまだ根強く意識の中に

残っているわけですよ。 

 ただ、実態社会はそうかというと、実はそうじゃないということを言っているのだけど

も、そこはもう避けられない、やはり意識の変化がなくて、だから結局、教育費が高いか

ら子どもを２人目、３人目となると厳しいというのが現実なのですよね。だから、本当は

予算に余裕があれば公立の教員をいかにして手厚くなり、あるいはスクールカウンセラー

とか、あるいは特別支援のそういう先生とか、どこまでそれをできるかというのは教育費

が高くて子どもを２人目、３人目を産めないというところを本当は手厚くできたら、理想

なのですけど、それは県が、なかなか財源が厳しいので、そう簡単じゃないのですけども。 

 

○ 桂委員：でも、地方創生予算ですから頑張っていただいて。 

 

○ 齊藤委員：そうですね。中でがんばっていただいて。 

 

○ 平井委員：逗子はその意味では僕はがんばっているので、スクールカウンセラーも市
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単で２人付けているし、あるいは特別支援のための教員も常勤、非常勤を付けていますか

ら、そこは自分なりには意識してやっているのですけども、そこは多分子どもの数からか

なり直接的に相関関係のある教育費の負担ということね。あとは学校教育の質の向上とい

うのはありますね。 

 

○ 齊藤委員：県にがんばってもらって、是非。ベースになるものだから。 

 

○ 白河委員：県に予算をしっかり使っていただきたいところと、あとは民間の活力を使

いやすくする。お金があって工夫と両方あるといいですよね。 

 

○ 齊藤委員：言い足りないことはないですか。いいですか。まだまだあるとは思うので

すけど、時間になりました。あとは事務局に整理していただいて、お願いいたします。あ

ともう一回は分科会があるのですね。 

 

○ 中谷総合政策課長：次回は分科会という形ではなく。 

 

○ 齊藤委員：もうすぐ最後のまとめに入りますが、10 月に地方創生推進会議がありまし

て、10月 21日水曜日だそうです。時間を確保していただければと思います。いろいろご意

見をいただいて、ありがとうございました。これで分科会を終わりにいたします。 

 

○ 中谷総合政策課長：今日いただいた意見は今まとめていますので、次回ご報告をして、

それを全体でまた議論していただいて。 

 

○ 齊藤委員：10月 21日。 

 

○ 中谷総合政策課長：はい、10月 21日です。 

 

○ 平井委員：まとめるのも大変だね。 

 

○ 中谷総合政策課長：そうですね。いろいろとご意見をいただきまして、ありがとうご

ざいました。 
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【第４分科会】テーマ：活力と魅力あふれるまちづくりを進める 

○ 室田委員：じゃあ、すみません。改めまして、どうぞよろしくお願いいたします。私、

大役で司会ということで仰せつかりましたけれども、東京都市大学の室田と申します。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

 どう進めましょうか。まず、皆様方を簡単にご紹介された方がよろしいですか。席が遠

かったような感じもいたしますが、あまり時間もありませんので、簡単にお名前ぐらいの

自己紹介を少しいただければと思います。そうしましたら、タパ委員から、お願いしても

よろしいですか。 

 

○ タパ委員：おはようございます。かながわ国際交流財団に勤務しております、ネパー

ル出身のジギャン・クマル・タパといいます。大学のときから日本にいました。そのまま

神奈川県の財団に勤めて、今こうして呼んでいただいたので、どのぐらいのことができる

のか分かりませんが、一緒に勉強したいと思いますので、よろしくお願いします。 

 

○ 関委員：横浜国立大学で社会保障法を担当している、関と申します。高齢者の問題を

特に研究しておりまして、それを法的観点から行っております。よろしくお願いします。

神奈川県に住んでいます。 

 

○ 冨田委員：おはようございます。神奈川県町村会副会長という立場で出席をさせてい

ただいております。湯河原町長の冨田と申します。よろしくお願いいたします。町村会の

充て職的な立場ですけども、現実的には地元湯河原のことを中心に、何か参考になったり、

また、我々もヒントをいただけたらという思いです。ちなみに、高齢化率がもう 36％とい

う、県下で一番高い地域であります。是非一つ、そんな立場から皆さんといろいろ勉強し

たいと思います。よろしくお願いします。 

 

○ 平位委員：おはようございます。京浜急行バスで社長をやっています、平位武と申し

ます。京浜急行電鉄の役員もやっているのですけども、主に９割以上はバスをやっており

ます。バスはやはり中にもありましたけども、バリアフリーの一番の乗りやすい乗り物じ

ゃないかと考えていまして、高齢者人口がどんどん増えていますので、その中でいかに生

かせるか、そんな視点からと、やはりまちに活気がないと、どっちが先か分かりませんけ

ども、こういった動く手段をうまく利用して、まちを活気づかせていただかないと、まち

が活気づくから動く資産がうまくいくのか分かりませんけども、そんなことも考えていき

たいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

○ 三崎委員：おはようございます。tvkアナウンサーの三崎幸恵と申します。大学時代に

２年間、厚木に住んでいまして、就職してから横浜に 20年近く住んでいます。仕事でも県

内くまなく全市町村を回ったということもあって、各地域の特徴、目で見た印象というの

はあるのですが、細かいデータ的なこととか、裏付けは特に知識もないのですけれども、

感じたことをこの委員で生かせていければなと思っております。よろしくお願いいたしま

す。 
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○ 秋山委員：関内で秋山立花という、建築設計事務所の代表をしています、秋山と申し

ます。建築の仕事以外にシングルマザー専用のシェアハウスのペアレンティングホームで

あるとか、あと、川崎で川崎ウェディングという取組みを行政さんと一緒にやらせていた

だいています。よろしくお願いします。 

 

○ 室田委員：私、改めまして、専門は都市計画、まちづくりということでやっておりま

す。大学は、横浜市の都筑区にあります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは早速ですけれども、分科会を始めさせていただきたいと思います。今回、事務

局から目標について、特に基本目標４になるわけなのですけれども、地域特性を活かした、

できるだけ神奈川らしい、神奈川ならではの独自の取組みに関する提案を何かいただきた

いということを言われております。そういったことで、できるだけ深掘りをしていただき

たいということで、一般論というよりも、神奈川ならではというようなことをできるだけ

提案してほしいというご注文をいただいております。そういうことで、先ほど事務局から

ご説明はございましたけれども、それぞれ大体目安で３分から５分ぐらい、お一人ずつ最

初のご意見をいただきたいと思っているところですけれども。 

 基本目標４ということで活力と魅力あふれるまちづくりを進めるというようなことで、

これを具体化していこうということで、ページとしては８、９ページの所にまとめており

ますけれども、それと併せまして、一番後ろになりますけれども、基本目標４で人口減少

社会に対応したまちづくりを進めるということで、参考資料３はこれまでの発言内容等が

まとめられているのかと思います。また、併せまして参考資料２の後ろの方で、基本目標

４というものに対応した、将来推計とか、要支援、要介護者数とか、それから空き家の推

移であるとか、インフラの老朽化というような辺りの図表が入っております。資料として

は基本目標４に関わる所はそのくらいかと思いますので、その辺を参考にしていただきな

がら、あらためまして１人当たり３分から５分ぐらいということでご発言いただければと

思います。 

 では、すみません。順番なので、よろしいでしょうか。タパ委員、お願いいたします。 

 

○ タパ委員：活力あるということなのですけれども、私自身は神奈川に長く住んでいま

して、今は勤めているのですが、神奈川の特徴の一つが、一番に開港したという歴史もあ

りますので、今、日本全国の中でも外国人留学生が特に住んでいるのが多いですね。私み

たいに日本に残って神奈川でこの先やっていこうという人もどんどん増えていますので、

そういった人たち向けに何か政策を打っていくことが、その人たちの雇用も生み出します

し、前回のときにもお話しましたけれども、この地方創生の中でいろいろな人たちを連れ

てきて活力あるまちをつくりたいというのは全国どこでもやるはずなので、大きなパイの

中の同じ所だけじゃなくて、いかに外から魅力ある人たちを呼んでくるかということは一

つ考えた方がいいのではないか思っております。 

 特に神奈川県は今 8,000 人ぐらい留学生がいますけれども、高等研究をした後は日本に

残る人は非常に少ないですね。大学院を出たり、博士号を取ったりすると、ほかの国に行

ってしまいますので、せっかくこの地域で活躍して、ここでいろいろなことを学んだ人た
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ちが、彼らが持っているダイバーシティというか、そういうことをこの地域の中で生かし

ていただけるということを戦略的に考えないと、投資するだけ投資して学んだ後は出てい

ってしまうというのは世界のためにはなるだろうけれども、日本、あるいは神奈川のため

にはあまりならないし、そういった観点から、より多くの外国人が、せっかくご縁があっ

て神奈川県に留学して学んでこの社会の中でやっていけると、その人たちが英語や自分た

ちの母国の言葉、あるいはその国と神奈川の中小企業とのビジネスパイプとか、そういっ

た意味ではその先の展開は非常に大きくなっていくはずなのですけれど、行政もそこまで

フォローはできていませんし、大学とか、そういう機関も教えるところまでしか面倒は見

ないので、その後はもう個々人の判断になります。 

 私は仕事柄いろいろな所に行きますけれども、結構留学生というのは資源として考える

ことが多いのですけど、日本は支援だから、留学生には住んでもらうためのサポートとか、

奨学金だとか、そういう支援ばかり。それも大事なのですけど、その後、留学生は地域資

源と、地域に密着した、新たな地域の人たちと何かが生まれるような関係で見ていけるよ

うな仕掛けができればいいなと。留学生にフォーカスした発言になりましたけれども、以

上です。 

 

○ 室田委員：ありがとうございます。留学生を資源と生かした地域づくりということで、

こういう支援がいいという、これまでのご経験の中で何かお考えになったことはあります

か。 

 

○ タパ委員：例えばオリンピックで外国語とかありますけれども、留学生がその地域で

英語を教えるとか、あるいは留学生の目線で、例えば留学生がいろいろなフィールドに行

って、彼らがこの神奈川の魅力をどう見ているか、イスラムの文化圏から見たらどんな感

じかとか、そういうモニターツアーみたいな、よくある話ですけど、それを具体的に日本

語や英語ができる外国人の目線から見ていただいて書いていただくというプロジェクトが

あると、それを彼らが自分の言葉で発信するということもできますし、そうすると、この

神奈川という地域、日本人がいいよと言うよりも、現地の人がそれを見て、現地の言葉で

見られるというプロジェクトになっていくと、人を引き付ける力にもなっていくのではな

いかと思います。 

 

○ 関委員：何点かあります。まずは、前回まとめていただいたものに載っていることと

の関係でもお話したいのですけれども、ここで４の所は項目が（１）しかない。活力と魅

力あふれるまちづくり。ほかの所を見ると、大体（１）、（２）とあるなか、それはバラン

スが良くないのではないでしょうか。見かけの問題だけではなく、こういう目標はそれを

提示することによって多分県民への伝えやすいメッセージとなるので、どういう見出し項

目を作るか、多分そこがフィーチャーされる所なので、そこをやはり明確にしていくこと

が必要だと思っています。中身を見てみると、上の所の基本的方向の三つはインフラ整備

の話なのですけれども、一番下に今回挙げていただいたのは高齢者の話です。活力と魅力

あふれるまちづくりの中身を見ると、インフラ整備の話ともう一つあるのは、どうコミュ

ニティーをつくるか、どう人と人との交流を図るかという人の話です。そこで、インフラ
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の話とコミュニティーづくりという二つに分けて整理して、こういうまちづくりがいいの

ではないかということを提示してはいかがでしょうか。単に列挙されていると何となくい

い政策だとは思えても、我々も頭でビジョンが描けないので、この二つを推進しているの

だという形に分けていくといいのではないかと思っています。 

 次に、自分で議事録を見ていて、私の話し方が分かりづらいので伝わっていないかと思

ったのですけれども、前回、何を思っていたかを再度述べます。もちろん、人口減少社会

を食い止めるための方法は非常に重要なのですけれども、現実に人口減少社会になること

は、ある意味、日本全体的に明らかです。そこで、人口減少社会になっている中で、どれ

だけ幸せな社会をつくっていくかということを重視して考えていく必要があります。今ま

では人口がどんどん増えていく、どんどん経済成長して、男の人中心で働いて社会の活力

が上がっていくという状況を受けて、もう何百年も日本では政策が創られてきました。け

れども、初めて人口減少になって、減じた後にどういう社会づくりをしたらいいかという

ビジョンが多分日本全国でも見えていないし、ここでも見えていないのです。もう減少し

ていくことは明らかなので、人口減少社会での住みやすい社会、どんどん富を増やして発

展していくというよりも、人口が減るけれども、その中でより豊かな、例えば女性、高齢

者、障害者も住みやすいようなゆったりした社会というものが、また別にあると思うので

す。どんどん富を増やしていく以外の幸せというものはたくさんあって、ある意味、ヨー

ロッパは少しそういうものを求めている形になっています。もう少し、人口減少社会を前

提に、休みやすいとか、人との交流がしやすいという点を目標にしたまちづくりとか、コ

ンセプトを掲げていくという方が現実的です。これが新しい社会づくりとして必要である

なか、神奈川というのは横浜市という大きな都市の部分を持っているとともに、農村的な

部分も双方持っている県なので、神奈川が人口減少社会にあった社会ビジョンを提示する

ことができれば、それこそ日本全国に向けた先進的な取組みを示せます。そういった意気

込みで、日本はそういうものを目指していったらいいのではないかなということを言いた

かったのが、前回の会議についてです。 

 具体的な中身なのですけれども、まちづくりについて見てみます。例えば、東神奈川で

は、東高島駅北地区の開発が始められようとしていまして、大きな高層マンションが建っ

たり、結構広い地区で新しいまちづくりをしようという話が出ています。その計画にあた

って、横浜市は出てくるのですが、神奈川県の姿は見えてきません。そこは神奈川と横浜

の関係の難しいところではあるとは思うのですけれども、やはり横浜市も神奈川県の一部

ですので、そういった新しいまちづくりをするというときに神奈川らしさをもっと入れて

いこうという姿勢が、なぜないのだろうと思います。確かに計画には、大きな、国がつく

っている地域包括ケアを推進しましょうとか、そういった図は出てくるのですけれども、

もっとより具体的な、例えば神奈川でそういった新しい土地開発をするのであれば、こう

いうことをもっと盛り込んでほしいというようなビジョンが見えてきません。神奈川でも、

デベロッパーさんに影響力を及ぼすような、具体的な推進をしてほしい点を示したビジョ

ンを明確にし、提案していってはどうでしょうか。今回の地方創生会議の提案も、具体的

に進められているまちづくりに影響を及ぼしていかないと、何となく絵に描いた餅になっ

てしまうので、それをしやすいようなことができたらなと思っています。 

 高齢社会において推進する仕組みの一つとして、ＣＣＲＣが今後検討する取組みの５ペ
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ージに入っています。ＣＣＲＣというのはリタイアメント、つまり退職者コミュニティの

ことで、アメリカで結構ある、昔から利用されているコミュニティーです。皆さんご存じ

かしら。少し説明したほうがいいですか。 

ＣＣＲＣは、高齢者が住むコミュニティーで、例えばフロリダとか、カリフォルニアと

か、アリゾナといった温暖な地域によくあります。高齢者施設一つではなく、その敷地一

帯がコミュニティーになっているのです。その敷地内に、元気なときに住める住宅があっ

て、もう少し体が弱ってきたらサポートが入るような住宅に移り、もう少し弱ったら今度

は老人ホームに入って、もう少し弱ったら病院に入ることができます。それが全部一つの

敷地内にあり、中に教会とかもあるのがアメリカなのですけれど、最後亡くなるまでずっ

とこのコミュニティ内でサポートするのがＣＣＲＣです。コンティニュイング、つまり継

続的ケアで、ずっとそこでケアも含めて提供されます。 

 また、だいぶ年を取ってから行くと、そこでは単に亡くなる直前に住むという話になる

ので、60 代ぐらいから移り住んで、若いシニアが地域のコミュニティーをいろいろと活性

化させて、80代とか、90代のシニアをサポートしながら、お互いそうやって順繰りに支え

合うというコミュニティーもあります。 

 それを日本につくるというのが、地方でいろいろと進められています。違う所もあるの

ですけれど、そのまま持ってくるという話があり、それをできる所もあるけれども、あま

り合わないのではないかと思っています。発想を転換して、地域そのものをＣＣＲＣにす

るといいと思うのです。例えば、一つの地域の中に病院、老人ホーム、いろいろなものが

あるなかで、地域包括ケアという形を進展させ、より連携していけば、そこの地域をＣＣ

ＲＣにすることができると思います。そのＣＣＲＣの特徴は何かというと、実は食堂なの

です。真ん中に食堂があって、毎回そこでみんなご飯を食べる。お昼に一緒にご飯を食べ

ることになっていて、もちろん食べたくないときは当番に、今日は行きません、と言えば

いいのですけど、それによって、安否確認もできます。それから食事をしながら会話をし

たり、例えば、今週は手芸サークルをするので来てくださいとか、そういうアナウンスを

したりします。人は話をすることでコミュニティーの構築が進むと思うのですけれど、そ

ういう場所があるのが非常に重要です。日本でも、もちろん例えば地域包括ケアを進める

ときに、サロンみたいなものをつくったりしています。お茶を飲みながらコミュニティー

を形成しようと。ただ、サロンに行くのは女性ばかりで、男性はなかなか行かないといっ

た問題があります。でも、食事は男性でも取らなければならないので、そういう意味で、

実際食事を取れる場所を中心とした、そういう地域づくりで、日本に合ったやり方がある

と思うのです。そういうのをもう少し神奈川県でも進めていき、その地域でシニアがより

リーズナブルな値段で食べに来られる場所を作ってはどうでしょうか。また、例えば地域

の電気屋さんとも提携して、うちの電気が壊れた、電球が交換できないといった時に、毎

回電気屋さんにお金を払って来てもらうのは結構大変ですけど、ここに電話すればいつで

も替えに来てくれるよ、みたいな、例えば会員制の高齢者の使いやすいサービスを地域で

組み合わせて提供するのです。いろいろと工夫できると思います。そういう取組みを進め

ていくなかで、そこにはシニアだけではなく、まち全体を創出する形で、若い世代とも交

流できるような仕組みを作るのです。そういったビジョンをつくっていって、日本の中で

も新しい取組みをしてはどうでしょう。今ある物を使っていくわけですから、そんなにコ
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ストも掛かるわけでもなく、予算の関係でも少しはやりやすいのかなと思います。たくさ

ん話をしましてすみません。取りあえず以上です。 

 

○ 室田委員：ありがとうございます。いろいろお話しいただきましたけども、後でまた

少し議論をさせていただいたほうがいい観点がいっぱいあったかと思いますけど、それに

ついては少し関心があって、引っ張り込まれておりましたので、またもしできましたら後

で少し時間をいただければと思います。 

 そうしましたら、すみませんけども、冨田委員、お願いいたします。 

 

○ 冨田委員：先ほど自己紹介させていただきましたけども、今、行政の長という立場で

すけど、私はもともと民間人で今の立場になっていますので、どういう意見を述べたらい

いのか考えろというのは、非常に難しいという本音があります。 

 これそのもの全体、この地方創生そのものを全く否定するつもりはありませんけども、

国がもっと早くから実はこういう状況は予想もできていたはずだと思いますし、批判する

つもりはないのですけども、急激に刺激を与えて世論を誘導しているような印象があって、

なぜこういうことを申し上げるかというと、やはり繰り返しなのですけども、湯河原の状

況というのは高齢化率 36％という、神奈川は今回の人口シミュレーションや将来像を見据

えて、県全体の高齢化率が 36％を迎えるのは、確かあと 20年後ぐらいというようなシミュ

レーションだと。その状態にも既にあるわけですよね。 

 そういった中で、どういうふうにしていくかというのがあるわけですが、子育ての環境

もそうですし、いろいろな局面で考えていく中で、今の関委員のお話にも少し触れるので

すが、やはり健康寿命日本一を目指すぞ、みたいな、改めて高齢化率の高い状況をしっか

り受け止める、そしてまた、環境も自然も非常に豊かな所ですので、逆に言うと、ＣＣＲ

Ｃという今のお話を聞いて、それに似た理屈というか、意外と湯河原に移り住む方々は平

塚から横浜のエリアだと思うのですけども、働いていた方々がマンションを求めて、最終

的には終のすみかにするという人の流れはあるような感じはするのですね。 

 しょせん小さなまちですので、駅前周辺にこの 10年間ぐらいで約 200室のマンションが

できたのですけど、これは意外とぱっと売れちゃったのですね。まちの中の話で恐縮なの

ですけども、25 年前のいわゆるバブル期には温泉観光地のエリアに大きなマンションがで

きて、これはどちらかというとリゾートと投資的な感覚で売れたわけですね。こっちは空

きが出てきていますけども、駅前にできたマンションというのはぱたぱたっと売れたわけ

ですね。恐らく想像なのですけども、横浜、東京、ここへ行くのにも多分リタイアされた

立場、また、例えば１週間の中で３日間だけ東京へ行けばいいとか、横浜へ行けばいいと

いう方々にとってはＪＲ東海道線しかありませんけども、やはりそういう地域としては選

ばれているなという中で、高齢者対策をしっかり進めるという、これまでもやっているの

ですけども、公園体操であったり、交通機関の方がいらっしゃいますけども、悲しいかな、

やはり交通機関も経済が縮小していきますから、バスがやる。少し話がまた飛びますけど

も、30 年ぐらい前にさかのぼりますと、少し山あいの所が開発されて、そこに皆さんがお

うちを求める。その人たちは、自分たちが交通弱者になるなんて全く考えていなくて買う。

でも、今実際、車を運転することも怖い。じゃあ、どうやってまち場まで出てきて買い物
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するの、と。経済的にある程度余裕のある方はタクシーを使って買い物に来るわけですけ

ども、実際問題、そういう方ばかりではない。そんなこともあります。 

 もし神奈川県全体が 36％になるのではないかなと捉えていただけたら、この話もいいの

かなと思いますけども、そういう部分で人口シミュレーションも湯河原町もどうにか出し

たのですけども、国が誘導する 2.07 の出生率に向かっての誘導しようとしているものと、

やはりまちの状況を反映させながら考えていくと、最終的に出た結果は、国が 2.07の出生

をというのを掲げていますが、湯河原はやはり 20年遅れますね。そういうシミュレーショ

ンを決めました。これは現実です。生まれてくる子どもさんの末端行政としては 1.18とい

う現実がありますので、現実を無視してはできませんので、国から 20年遅れ。神奈川県が

2.07の目標を掲げたシミュレーションから言うと、10年遅れて、これが多分国、県、市町

村の実態だと捉えていただければと思います。決して泣いているわけでもなく、弱気とい

う意味でもなくて、それが一つの結果と今出てきております。 

 そういう中で何をすればいいかというのは、一個一個取ると本当にいろいろあるのです

けど、先ほども沖縄に移住する人が多くなったり、今の日本人はやはりどうしても仕事に

対して真面目過ぎたりというか、きちんとやり過ぎる。それは大切なのでしょうけど、や

はり人間として本質的な本能の部分で本当にそれでいいかというと、なかなかそういう感

覚で生きているというのは多分子どもさんを生み育てようとか、どうとかなるかというと、

真面目過ぎて、不真面目がいいというわけではないのですけど、やはりそのバランス感覚、

仕事と生活のバランスだけじゃなくて、ある意味本能というか、人間の本質的な部分のバ

ランスが崩れている中で、どうにか生きていこうという日本人独特の勤勉さがそこで綱引

きが起きちゃっているのかなという、これはあくまでも私の主観なのですけども、ですか

ら、これはやはり国全体でもう少しぼんやり生きていいのかなというような誘導も私は必

要だと思いますし、そしてそこに県下の中で横浜という大きなエリアがあって、そして我々

の町村というものは決して不便な場所でもありませんので、お互いに地域性の役割分担み

たいなものがうまく描ければ、県全体の中でどうにか、そういうのは町村部において、特

に郡部においてはそういうものの受け皿みたいな、必ずしも都市化を進める必要もないと

思いますし、ただ、交通機関だとか、いろいろな部分の元気な高齢者に対するサポートが

現実的に、そして経済負担もない中でどこまで現実的にできるか、こういう部分になるの

かなと。非常に大きな話になって恐縮なのですけども、この地方創生を考えるとやはり最

終的にはそこにいつもいってしまって、一個一個は別としてそうなってしまうと。ですか

ら、向こう５年の中ではこういうことは難しいかもしれないけど、やはり 30年後を考えた

ときにそういうような方向性に持っていく絵が描けなきゃいけないのかなと。少し総論的

な話で申し訳ないのですけど、私はそういう考え方で。 

 

○ 室田委員：ありがとうございます。でも、多分日本の場合は、受け皿がワンパターン

しかなくてということですよね。ですので、そういう意味で真面目過ぎて、広がりがなく

て、結果的に少し落ちこぼれる人も世の中に今少し増えて引きこもりの問題とかがありま

すので、そういうところにもつながってきたりということもあるのかなと思ってはいまし

たけれども、どうもありがとうございます。 
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○ 平位委員：私は横浜市に来て 20年、その前は東京の目黒にいたのですね。それで感じ

たことが、神奈川県で最初の 10年間は上大岡にいまして、その後、今は金沢文庫に住んで

いるのですけども、いわゆる町内会から自治会という、それがものすごい活発だと思って、

東京の目黒があまりにも不活発なのかもしれないですけど、特に仕事に結び付いてしまう

のですけども、例えばバス路線をつくるときに我々が一番頼りにするのは、実際、今度は

金沢文庫でも実証実験をやるのですけども、やはり町内会なのですね。それで、もちろん

個人、個人が直接、「あそこにバスを引いてくれ」と電話がかかってくることもあるのです

けども、やはり町内会の具体的に金沢文庫ですと、片吹という地区があって能見台駅の近

くなのですけども、そこの町内会の方がやはりこうやって意見をまとめてきまして、聞い

てほしいと。それでアンケートまで採ってきまして、例えばここにバス停が欲しいとか、

そこまでするのですね。私どももそういう意見があれば、もう真摯に対応できまして、例

えばほかの浦賀とか、そういう所でも実際町内会の方が動いてくださって、バスが走った

例が幾つもあるのです。 

 それから先ほど冨田委員がおっしゃっていましたけども、やはり最初は若いから、「バス

は入るな」と言うのですね。バスなんか絶対反対と立て看板を立てるのですよ。ところが、

20年も経っていきますと、これは六浦の近くの話なのですけども、「バスを入れてください」

と、昔は絶対バス反対と。やはり最初は絶対交通弱者にならないと思っているのですよね。

ところが、30 年しますとだんだん足が痛くなってきたり、それから運転できないのが一番

痛いのです。そうすると、絶対欲しいと。 

 その中で、私どももどんどん町内会に行って意見を聞かなくちゃいけないのですけども、

今、町内会というと、もう土地の名士の方が連合町内会の会長をやっているという感じは

あるのですけども、そうじゃなくて、うまく町内会を生かして、バスは本当に一例なので

すけども、先ほど関委員がおっしゃった、ＣＣＲＣのようなあんな感じのことしかできな

いけども、思ったより町内会は力があるのだなというのは私の率直な印象なのですね。た

またまバスに特化しちゃうのかもしれませんけども、それをもっと生かしていくのがいい

のかなと。 

 たまたま今日はテレビで見たのですけれど、これは京都の話なのですけども、同志社大

学さんでしたかね。大震災等ありまして、いわゆるそういった震災対応、危機対応のサー

クルというのができて、そういう方が地元の消防団にどんどん入って、消防団も今２割、

３割減っているのですけれど、それがまたそういった若い人が入って活性化してきている

と。今ちょうど関心が地震ですとか、いろいろございますけども、自然災害、人災も含め

た危機管理に特化しつつあるので、その辺をうまく大学ですとか、学生さん、やはり地方

創生は必ず若い人が入っていますので、そういうのをうまく生かしていけないかなと。例

えば、今の既存の町内会にしても消防団にしても、素晴らしい組織だと思うのですけども、

正直言って、今あまり活性化していないような気がします。むしろ衰退していますけども、

それをうまく生かしていけないかなと、そんな気がいたします。 

 あと、これは全く個人的な感想なのですが、横浜市に住んでいまして、県じゃなくて申

し訳ないのですけども、この中に横浜市の方はいるかどうか分からないですが、横浜市歌

があるのですね。それは小学校で歌って、中学校で歌って、高校で歌って、ものすごい。

ちょっと会うと、「横浜市歌、知ってる。」とか言って、ものすごいアイデンティティーが
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あるのですね。私もびっくりしました。私は妻が金沢文庫なのですね。そのご両親も金沢

文庫で、みんな知っているのですね。もう会社の者も、例えば北は鶴見から南は金沢八景

までの人はみんな知っているのですね。酔うと高らかに歌い出したりするのだよね。神奈

川県に住むアイデンティティー、神奈川県民歌というのがあるのかどうか、私は分からな

いのですけど、すみません。何かそういうのがあれば、何かのときに利くのかなと、そん

な気がいたします。 

 

○ 室田委員：ありがとうございます。確かに横浜市の町内会は、私も大変活発だなと思

っているところがいっぱいある所で、確かにそういうことをもっと生かした。でも、大変

なこともあるみたいですけども。 

そこに若い人がまた入ってくるというのも大変重要かと思いますし、大学などでも、そ

れこそ大学で今ちょうど地域インターンシップみたいなものを立ち上げようかというよう

なことをやって、うまくいくかどうか少し分からないのですけど、ちょうど何人かの人と

一緒に始めたところでもあるのですね。本当に大学との交流なんてことも、おっしゃると

おり、あるかもしれませんね。 

 あとは、その地域のアイデンティティーとなるようなものが神奈川県であるかどうかと

いうことで、何かそういうものはあるのでしょうかね。 

 

○ 平井政策部長：すみません。なかなか浸透しないのはじくじたる思いのところなので

すけど、県民歌はちゃんとありまして。 

 

○ 平位委員：申し訳ございません。 

 

○ 平井政策部長：「光あらたに」というのですが、来庁者もあまりいないのですけど、昼

休みの終わりの時間に必ず毎日流しています。恐らく横浜市歌は、小学校のうちから歌わ

せるので、それでずっと長く住み続けているとそれが公立に行けば小学校も中学校も、体

の中に染み付いちゃうのかなというところですね。多分そういったところの違いがあるの

ではないですかね。 

 

○ 三崎委員：私は少し事前に資料を拝見していて感じたことをお話したいと思うのです

けれども、既に意見が出ているように、やはりこの項目に関して、インフラとコミュニテ

ィーで分けたほうがいいというのも感じましたし、さらに県全体で一つの方向性は無理な

話だなというのをすごく感じるので、やはりもっとエリア別の細かいデータも欲しいです

し、それに即してエリアごとの目標を設定していかないと、多分これはもう一つ一つ地域

の魅力も特色も違えば、抱えている現状も違うという中で、こういう方向性でいきましょ

うとぽんっと一つ出してもなかなかそれは実行力がないのではないかなと感じています。 

 そのコミュニティーということに関しても、やはり既に住んでいらっしゃる方々のコミ

ュニティーをどうしていくかという部分と、あと新たに呼び込む部分でどうしていくかと

いう部分でも分けなくてはいけないところも感じますし、その目標をつくっていく上でど

うしても空き家対策とか、いろいろなキーワードが出てくるのですけれども、いかんせん
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データが県全体のデータになっているので、一人暮らしの高齢者の世帯数も恐らく県の中

でどこが多くて、かつ、その方が持ち家で住んでいらっしゃって近い将来に空き家になる

であろうというのも分かれば、それをどう対策を進めて活用できるかという話にも目標設

定として浮かんでくるかもしれないのですけれども、あまりにも全体的な数字を基に考え

なくてはいけないというのが少し厳しいなというのを感じながら、この資料をいただいた

ときに見ていました。 

 今お話を伺う中で感じたのは、ＣＣＲＣというお話が出たのですけれども、今後検討す

る取組みの中の幼老複合施設ですとか、自治会や町内会について、もしかしたら日本型Ｃ

ＣＲＣというところでこういう形の新たなケースというのを提案していくというのは一つ、

この分科会でできるのかもしれないなと感じながらお話を伺っていました。 

 

○ 室田委員：数字が１本で分かりにくい所があるなと私も思っていたところなのですけ

れども、住んでいる人と新たに来る人を分けるというのは大変重要な視点かなと、それを

お伺いしましたが、これをもし後で少し時間があれば少し皆さんとディスカッションでき

ればいいかなと思います。そうしましたら、その次、秋山委員、お願いいたします。 

 

○ 秋山委員：じゃあ、私からは二つ。空き家についてと、あと自治会について、お話を

したいなと思うのですけども、まず空き家対策で、日本全国どこでもあるのですけど、ま

ず考えなければいけないのは空き家にはつぶしていい空き家もあるのですね。日本の建築

ストックは実は結構貧弱で、つぶした方がいいものもあるのですよ。なので、それをまず、

この建物は残すべきなのか、残さないべきなのかという議論というのもしっかりとしてい

かないと、単純にそれを生かすというだけではなくて、例えばある古い家を壊しちゃって、

そこを地域の人たちが使える畑にしちゃった方がよほど地域に対していい影響を与えたり

すると思うのですよね。なので、建築物として残すのか、あるいはその土地をどうやって

活用していくのかというところも含めて、考えていかなければいけないのではないかなと

いうのがまずあると思います。なので、いろいろ空き家になっている理由というのは様々

で、おじいちゃん、おばあちゃんがもう施設に入っちゃって帰ってくることはないのだけ

ど、生きている間はつぶしたくないとか、貸したくないという理由もあって、空き家にな

っている例はすごく多いので、一筋縄ではいかないのですけども、ただ単にそれを残して

活用していくというだけではなく、つぶす議論というのもしていった方がいいかなと思い

ます。 

 あともう一つは自治会についてなのですけど、私たちの年代からすると、やはり自治会

は少し遠いのですね。町内会とかも。やはり共働きをしていると、もう既に関わる時間が

ないのですよね。結局、ある特定の人たちのものになってしまっているというのは、間違

いなくそうで、その人たちが地域のことを考えるというのもいいのですけど、そうじゃな

くて、小学校区くらいの単位でそのエリアを専門にエリアマネジメントしていくという、

新しい職業をつくっていって、本当に人と人とが触れ合えるエリアをどうやってマネジメ

ントしていくのかというのを考えていけるようなものを自治会なのか、あるいは自治会と

代わる何かなのか、というのはあると思うのですけども、しっかりと議論できるというか、

行動できる人たちを職業として成り立たせるというのが今後絶対に必要になってくるので
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はないかなと。 

 その人たちが地域の人たちとつながっていくことによって、例えばその人たちがハブと

なって、「あそこのおじいちゃんだったら、少し子どもを預かってもらえるよ」とか、そう

いった、そこに住んでいる人たちの住民間のコミュニケーションの促進であったり、ある

いはそういった空き家も、この空き家をどう使っていこうか、そういう議論ができるよう

な新しい職業をつくっていった方が、特にそれは。例えばですけど、マンションに住んで

いると管理費を払うじゃないですか。だから、その管理費、その地域に住むのだったら、

その地域に住むための管理費を払って、それで雇ったり、税金を使わずでもやれることは

あると思うのですよね。そういった民間の力を生み出していく方向ができないかなという

のはすごく思っています。 

 

○ 室田委員：ありがとうございます。後半の小学校区のエリアマネジメント、私も実は

そういう本を出したところなのですね。コミュニティーマネージャー、ドイツでやってい

るところなのですけど、そういうのも浸透していったらいいなと実は私も思っておりまし

た。 

 空き家対策も資源としてそもそも活用できるのかというようなことで、それをしっかり

と見極めろというようなお話かと思います。よろしいでしょうか。 

 

○ 平井政策部長：はい。 

 

○ 室田委員：ありがとうございます。 

 そうしましたら、一通り皆様からお話をいただきましたけれども、かなり面白い、ある

いは大変重要な視点をいただいているかと思います。さらにこれについて少し意見を述べ

たい、あるいはディスカッションしたいということがありましたら、少しおっしゃってい

ただけるとありがたいなと思いますが。 

 

○ 冨田委員：今、秋山委員のお話で、いわゆる必要のない空き家を壊すと。これはもう

ご専門で分かると思うのですけど、これは本当に県の方も国に向かって、固定資産税が。 

 

○ 秋山委員：そうなのですよね。 

 

○ 冨田委員：地方税の固定資産税の問題で、現実的におうちを持っていた方が一応固定

資産税は安くなるというような、非常に時代に合わない発想を変えるしかない。これはも

うご存じだと思うのです。しかし、そこをやはり県が国に、要はその方が土地の固定資産

税が安く済むのですが、壊してしまうと土地そのものの固定資産税が上がってしまうとい

うような部分もあって、もちろんそれだけではないと思うのですけども、例えば湯河原辺

りでもやはり 30年、40年ぐらい前には土地を守る、首都圏でご商売やお仕事をされていて、

向こうにお別荘を持つというのは一つステータスみたいな感じだった。今はその後継者の

方々が、親の別荘を要らないと言う。要は価値観の違い。都会の空き家とは少し意味が違

うのですけども、空き家条例を作って、やはり危険もありますので、国も今そういうふう
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に動き出しましたけども、今おっしゃったように、まちの中に有効的なスペースが生まれ

てくると、まち並みも変わりますし、高くするより横にという発想もありだと思います。

これは、やはり急に固定資産税の関係なんかが一つ大きな制度として考えてもらうという

のは、ありじゃないかなという気がします。すみません。 

 

○ 秋山委員：いや、とんでもございません。あと、空き家もそうなのですけど、みんな

で借りるというのをもっとしやすくするといいなというのは思っていて、例えば一つの空

き家を１人が借りたりすると、それだけで 10 万、20 万と掛かってくるところを、そこを

100人で借りてみんなで使おうという議論がもしできれば、1,000円で済むということもで

きると思うのですよね。やはりその空間をどうやって使っていくのかというのを、もう少

し地域ごとに考えることができると非常に素晴らしいなと思います。 

 

○ 室田委員：もしあれでしたら、最初はインフラと人の話に分けたほうがいいのではな

いかというようなことがありましたけれども、まずインフラ、あるいは人、あるいはコミ

ュニティーでしょうかね。今、両方の話が出ておりますので、少し分けて議論をさせてい

ただいてもよろしいでしょうか。 

 そうしましたら、まずインフラの方でよろしいでしょうかね。 

インフラについてということで、これまで空き家も一つのインフラでしょうが、実際活

用するとなると、ちょっとコミュニティーの話も入ってくるかもしれませんし、ＣＣＲＣ

の話もまずインフラ部分がかなり必要な部分もありますし、でも、それを実際にどう使い

こなしていくかというと、コミュニティーの部分もあるかもしれませんし、そう言いなが

らも難しいかもしれませんが、あるいはバスなどもどうやってうまく、多世代型というよ

うなことを考えた場合に、バス自体はインフラの一種かもしれませんけれども、使い方は

コミュニティーかもしれませんね。 

 

○ 平位委員：ソフト的に見えますよね。 

 

○ 室田委員：はい。留学生がといった場合も、留学生が何を具体的にどうやっていくか

というのも、もしかするとインフラと両方あるかもしれません。実際、うまく分かれるか

どうかは分かりませんけれども、そんな話を皆さんでしたいと思いますが、どうしましょ

うか。 

 

○ 平位委員：その前提なのですが、たまたまタパさんがいらっしゃって、ブータンが幸

福度ナンバーワンとか、世界一幸せな国というキャッチフレーズがあるじゃないですか。

タパさん、どちらでしたかね、ご出身は。 

 

○ タパ委員：私はネパール出身です。 

 

○ 平位委員：ブータンじゃなかったのですね。 
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○ タパ委員：ブータンではないのですけど。 

 

○ 平位委員：でも、比較的近いですよね。 

 

○ タパ委員：そうですね。 

 

○ 平位委員：幸福度ナンバーワンというか、その辺は何かございますかね。私は、ブー

タンとネパールの地理的関係がよく分からない。何となくあの辺でヒマラヤの近くだなと

いうイメージしかないのですけども、そこから見た日本像とか、何かあれば、少しこの話

とは違うので、たまたま幸せとか、そういうことに関わるのかなと思って、何かあれば教

えていただきたいと思うのですけどね。すみません、突然で。 

 

○ タパ委員：本当に突然ですけど。 

 

○ 平位委員：申し訳ない。 

 

○ タパ委員：ただ、何をもって人は幸せかということは、日本とはまた全然違うのです

よね。日本も戦後核家族化が進んで、日本の人たちが年寄りと一緒に住まないとか、住ん

でも２世帯住宅にして別々にご飯を食べるとか、そのライフスタイルが違ってきているの

で、その中で仕事とか、それにやりがいを感じて、年寄りを、祖父の面倒を見るというの

は組織的にどこかの老人ホームでとか、そういったライフスタイルの中だから、多分比較

しても意味がないと思うのですよね。だから、向こうは何が幸せと思うかというと、お父

さん、おじいさん、おばあさんとか、そういう人たちの面倒を見ることができたのが幸せ

だと思うから、なかなか私みたいに留学したり、海外に住んでいると、周りから見たら、

うちの父は 83 なので、「一緒に住んであげられない。不幸だね。」と言われるわけですよ。

だから、そこが国によってその核となるものが違うので、さっきＣＣＲＣの話で関委員か

ら食堂があってとか、そこに教会があって、その周りにコミュニティーとおっしゃったの

で、私はその話を聞いて、日本がもし日本型のそういうのをつくったら、宗教の話をあま

りしないし、信じているのかもしれないけど、それを表に出しちゃいけないし、だから、

日本人の核となるものは何かというのは、私たちにも分からないのですよね。 

 それが分からないと、コミュニティーというのはかなりうわべ的になっているか、それ

だけの付き合いになってしまうのではないかと思っていて、結構最近はＮＰＯとか、ボラ

ンティアで集まることも多いのですけど、お年寄りのボランティアというのは秋山さんの

さっきの話にちらっと新しい職業をつくるとあったのですけど、あれが職業だったら若い

人がいっぱい働けたのになと思うボランティアもいっぱいあって、それだったら元気な年

寄りがぐったりした後、あと何年元気かと、20 年以上元気なのに少しボランティアで本来

は職業でお金を払って、税金払ってしてもらった方が良かったものも、ただでやってくだ

さるので、私が日本を見ていてあまり面白くないというか、もっと仕事にしてもらって、

年寄りもいろいろいるので一概には言えないけど、例えばスポーツ施設とかを充実させて、

年寄りはお金払ってスポーツやって元気になって、何でもただでやる。 
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 この前たまたま新聞で、いのちの電話というのは全部ボランティアでやっていて、それ

の応募は今全然減っていて困っていると書いてあったから、プロフェッショナルなことは

もう少し仕事とお年寄りが充実するボランティアとは少し分けて考えないと、すみません、

少し話が飛んじゃいました。 

 

○ 平位委員：私が変なことを、話を突然振ってしまったので、申し訳なかったです。す

みません。 

 

○ 秋山委員：インフラということで、是非平位委員にお伺いしたいことがあるのですけ

ど、僕はバスのインフラがすごく大事だなと思っていて、ただ、みんなが不動産を選ぶと

きは基本的に駅徒歩何分で、鉄道しか考えていないのですけど、バスのどこのエリアか忘

れちゃったのですけど、駅があって、各地にバスのターミナルがあって、そこに、ここま

ではシャトルでガンガンやって、細かい所は小さいバスで。 

 

○ 平位委員：ハブがあって、こう。 

 

○ 秋山委員：そうです。 

 

○ 平位委員：それは、埼玉県のイーグルバスさんという所があるのですよね。ときがわ

町がやっているのですけどね。 

 

○ 秋山委員：あれがバスの活用率がすごく上がって、そのバスのターミナル駅周りがす

ごく便利になるみたいなのがあったと思うのですけど、バスのそういったターミナルがあ

ることによって、駅から遠かった都市もすごくその地域が使い勝手のいい地域になるみた

いなことができるのではないかなとすごく思うのですけど、いかがですか。 

 

○ 平位委員：たまたま同じ所を思っているのか分からないですが、ただ、埼玉県の話だ

とすれば、鉄道が、神奈川県もそういうところがあるのでしょうけども、率直に言います

と、私のイメージでは比較的鉄道が縦横無尽に走っているので、なかなかバスだけでター

ミナルをつくって、そこで地域に貢献するのはなかなか難しいのですね。例えば、どうし

ても鉄道の駅までバスで 20分あれば、別の所にターミナルをつくって、そこに行ってバス

中心でやるよりも、やはり鉄道の所に持っていってお客様を運ぶ。お客様だけじゃないの

ですけどね。そういった方がやはり効率もいいですし、効果的だと思う。 

 ただ、非常に今、私どもも考えているのが、今鉄道と言いましたけど、鉄道はあくまで

も通勤・通学の足がほとんどなのですね。先ほど 90分で一番神奈川県というのは通勤が長

いなんてございましたけども、通勤を全てに考えているのですけども、これからはバスも

そうじゃなくて、駅を中心じゃなくて、例えばその地域の病院ですとか、それからスーパ

ーマーケットですとか、町役場ですとか、そういう所を中心にバスを。一番あるのは、三

浦半島の話で申し訳ないのだけど、横須賀に横須賀市民病院というのがあるのですよ。こ

れがいわゆる西海岸の相模湾沿いでして、逗子からずっと南に行って、三崎口からずっと
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北に行って、葉山の南の所なのですね。そこに拠点病院がありまして、今バスはそこを中

心にかなり走っているはずです。それで１日に 200本ぐらい、そこに行っているのですよ。

お客様はすごく多いと。そうすると、今たまたま病院がそういう核になっているのですけ

ども、そこに行くと、いろいろな所に行くバスがあると。そういった意味では、鉄道の駅

なので、なかなかそれは難しいところなのですけども、今言ったような病院ですとか、い

わゆる役所ですとか、スーパー、デパート、デパートはあれですけどね。そういった所が

一つの中心になるというので、そこにさらにコミュニティーの中心みたいなものがあって、

行けばうまく回るのかなと、そんな気がします。鉄道があるので、なかなか一概には難し

いのですが、そういう特殊な条件といいますか、社会インフラがある所には人も集まりま

すし、当然人が集まれば交通機関も行くと。それで、病院の話になって申し訳ないですけ

ど、結構マイカーの方は多いのですけども、マイカーもやはり毎日は運転できないし、自

分でできなくなると、家族の方も行けないと。そうなると、バスが頼みの綱みたいなとこ

ろはありますので、そういう所を中心にハブになっていくのかなと思います。 

 

○ 室田委員：今、ハブづくりみたいな話が出てきていますけれども、先ほどのＣＣＲＣ

も一つの拠点かなと思いますし、町内会等の集まった場所ももちろん拠点でしょうし、空

き家活用というのも、そういう意味では、どうやって活用していくかと、その活用を住民

の方々が出してくださったとすれば、やはりこの論点は拠点でしょうし、そういう意味で

は、いろいろなコミュニティーの拠点みたいなものをつくっていくという話はかなり皆さ

んから共通で出ている部分かなとも思うのですけれども、少しそのコミュニティーの拠点

みたいなことで今出されたいろいろなお話をそのまま基にして、でも、それ以外でも構わ

ないのですけれども、何かあれば少しお話いただけますでしょうかね。ＣＣＲＣは、いか

がでしょうかね。 

 

○ 関委員：まず１点。インフラのことで少し気になった点だけ、忘れそうなので先に述

べます。バリアフリーのまちづくりを推進するとなっているのですが、バリアフリーより

も、一番下の「デザインを意識した」の方がいいのではないかなと思っています、ユニバ

ーサルデザインです。誰がどうではなくて、いろいろな層が生活しやすい、誰にとっても

優しいという方針で、そういう方向で進めてほしいです。 

 

○ 室田委員：そちらをつかってほしい。一般的にね。 

 

○ 関委員：こちらの発想でいった方がいいかと思います。 

 

○ 室田委員：ユニバーサルデザインの方がよろしいかと思います。 

 

○ 関委員：先ほどＣＣＲＣの話をしたのですけれども、三崎委員がおっしゃった、地域

ごとに目標が違うというのは私もそう思っています。例えばＣＣＲＣの形での拠点のあり

方も横浜市のようなケースとほかのもっと県西の小田原のケースとではＣＣＲＣそのもの

のあり方も違ってくると思います。つくり方も違ってくるでしょうし、拠点は地域ごとに
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つくるべきです。その際に都市計画とか、神奈川県のマスタープランとかがありますけれ

ども、そういうものをつくる際にもう少し具体的にそれぞれの地域ごとにどうしていった

らいいかということに対して、より住民が関わりやすい形にしていって、それぞれの都市

計画をつくっていく。その構想の段階から、地域ごとに合わせた拠点づくりを意識してつ

くっていって、ビジョンを示すことができればいいのではないかと思います。先ほど横浜

市の問題で、都市計画に神奈川県があまり入っていないという話をしましたが、そもそも

だいぶ出来上がった計画を住民は見せられるだけです。その前からもっと住民に聞けば、

いろいろとこの地域をどうしたいというアイデアがあるのではという点が気になりました。 

 少し関連するので、自治会の話をします。少し話が飛んでしまうのですけど、私は、自

治会は有効だと思っています。私も自治会に去年割り当てられて役員をしました。私の地

域には若い人が多く、しょうがなく、みんな１年間は担当します。そうすると、結構地域

と関わったりします。お祭りがあったり、やらなければならないことを、一生懸命みんな

するのですけれども、やはり若い人たちは忙しいので、なかなかできないのです。それを

サポートする仕組みがもっとあれば、１年ではなく、２年ぐらいできたのにという話があ

りました。自治会は結構活発で面白い仕組みですし、特に東日本大震災後、防災が意識さ

れ始め、多分以前以上に自治会の役割が認識されて、若い人を含めて何かやらなければい

けないなという意識は強まっていると思います。ただ、担当していて、例えば毎年役員が

替わるので、最初何も分からないまま、分かった頃には辞めるという仕組みに疑問をもち

ました。これについて、自治会ではこういうことができるという、例えばボランティア保

険みたいなものがあるよといった、自治会に関するノウハウが分かるマニュアルみたいな

ものがあったりするとよいのではないでしょうか。先ほどのエリアマネジメントをするマ

ネージャーみたいな方が行って、やり方を教えてはどうでしょうか。いろいろな助成金が

あることで自治会は活動し、助成金の獲得のために活動するので、そういう方法でも自治

体の活発化を誘導できます。そういう風にして、まちづくりや、いろいろな拠点をづくり

や、インフラづくりに最初から住民に関わってもらう方法というのは幾つかあるのかなと

思いながら伺っていました。 

 

○ 室田委員：自治会は１年交代で会長がどんどん替わっていく所もあれば、２年交代の

所もあれば、あるいはもうずっとやっている所もあって、でも、どこが活発かというと、

ずっとやっている会長さんがいらっしゃる所の方が、ほぼ間違いなく活発なのですよね。

１年だとなかなか受け継いでいけないので、ただし、ずっとやっている所というのは、や

はり結構ある方向に限られていってしまって、そうすると、皆さんはある特定の人はすご

く熱心だけれども、それ以外はそうでもないみたいなことになっていて、そういった場合

に、さっき言われたようなエリアマネジメントみたいなことで、そういうある種のサポー

トしてくださる方が職種としてあると、そこがうまく１年だったらできるけれども、それ

以上は長くやりたくないとか、あるいは長くやってもいいけれども、誰かのサポートがな

いと続かないよというところに結構ぴったり当てはまるのかなと少し思っていて。 

 

○ 関委員：その発言をしたのは、私もそういうイメージがあったからです。自治会はそ

ういうものかなと思います。若い世代のコミュニティーでも自治会はあり、サポートがあ
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ればうまく機能しそうですし、意識も出てきているので、新しい自治会づくりに移行でき

るとよいと思います。 

 

○ 室田委員：そういうのができるといいですね。 

 

○ 平位委員：エリアマネジメントとよくおっしゃっていますね。 

確か何かの本に鯖江市、眼鏡の。福井県が、そこで読んだのですけどね、今の正に地域

のエリアマネジメントじゃないのですけど、何か地域で問題が起きたときに、すぐ必ずＩ

Ｔが入ってくるのですけど、例えばですけども、変な話、道路の真ん中で犬が死んでいま

すよと、それからたまたまカーブミラーといいますか、反射鏡というのですか。曲がった

所にありますよね。私がたまたま歩いていたら、あれに車がぶつかって曲がっていたので

すね。バスの運行が危ないので、たまたまそこに書いてある土木事務所へ電話して「危な

いですよ」と言ったのですけど、私はたまたまバスをやっているので、危ないと思ってす

ぐ電話したのですけども、普通の方はなかなかしないじゃないですか。 

 ところが、さっきの例えば猫が死んでいるとか、犬がとか、人が死んでいるのはまずい

ですけど、そういうのも、これはなんか嫌だなと思うけど、自分じゃやらないと。そうい

うときに、さっきの多少報酬があってもいいじゃないかとタパさんがおっしゃったかもし

れませんけども、そういう仕組みをつくって、例えばＩＴで、公開してあるホームページ

でも何でもいいですけど、ぱっぱっとそのエリアマネージャーの方に送れば、例えばカー

ブミラーが曲がっているからすぐ直してほしいとか、どっかのガードレールが壊れちゃっ

たとか、一番分かりやすいのは街灯が切れたとか、そういうのをどんどん情報が行けるよ

うな仕組みをつくっていって、そういう人がお金をもらってもしょうがないと思うので、

やっていくと。そんなようなのは、さっき小学校単位とおっしゃっていましたかね。それ

くらいであると、その地域というのはうまくいくのかなと。 

 ただ、たまたま私は横浜市の金沢区なので、比較的集落がまとまっているのですけど、

湯河原がどうかというのは少し分からないのですけど、そういったうまくＩＴを利用した

上でエリアマネジメントがうまくいくといいのかなと。先ほど関委員がおっしゃった、私

も１年間去年やったので、お祭りとかはあるのですけど、やっと終わったなと正直。これ

で次は 15年後か、おっくうだなとか、そんなふうに思っちゃうのが正直なところなのです

ね。そういったマネジメントみたいな方が核でいらっしゃって、室田委員もおっしゃるよ

うに、確かに私もさっきバスの話をしましたけども、熱心な所は本当にもうずっと同じ人

がやっているのですね。少し偏っちゃって、こんな感じの方もいるのですけども、それは

それでいいのですけども、あまりそれがボランティアでやっていくと、やはり「あの人た

だでやってくれるから、あまり意見言うのも悪いな」とかなっちゃうので、ある意味では

そういう報酬といいますか、そういうのも必要なのかなという気もします。 

 

○ 室田委員：そうですね。実はいつもその辺でぶつかるのが、その報酬が意外に、例え

ば小学校区に一つだとすると、かなりのお金になりません。市全体とかで小学校区分だと

すると、そういう方が小学校の数だけ必要になってくるわけですから、それなりには報酬

が掛かるというのがなかなか難しいみたいで。 
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○ 平位委員：大体報酬は、月５万とか、10万とか。 

 

○ 室田委員：そのくらいだったら大丈夫かもしれませんね。 

 

○ 平位委員：でも、職業として生きていくとすると。 

 

○ 室田委員：それだと、なかなか難しいとなってくると。 

 

○ 平位委員：普通に考えて、年収 300万ぐらいだと厳しいですね。 

 

○ 室田委員：厳しいという意見もありますけども。 

 

○ 関委員：そういう方たちに県が報酬を出すのは難しいと思うのですけれど、例えば自

治会によっては自治会の経費内から報酬を払ってもいいと思います。課題は、エリアマネ

ージャーを呼ぶというアイデアが自治会からは出てこないので、そのシステムづくりが自

治会ではできないので、そうしたシステムづくりを県で行ってはいかがでしょうか。 

 例えば有償ボランティアという言葉を自治会で使ってみたのですけど、反発する人もい

て、この概念を知らない人はお金をもらってボランティアするなんて、みたいな反応があ

りました。もし、例えば時間のあるシニアには有償ボランティアで自治会費内からお金を

出して、自治会のことを多く担ってもらおうみたいな仕組みが公的に提示されれば、これ

はやってもいいのだということになり、お金は自治会内で出すこともできるような気もし

ます。１年の自治会役員の任期ではこうした仕組みもつくれないので、その反発を乗り切

っていけるようなマニュアルなどを県が作って、「こうなっています」と提示してはどうで

しょうか。 

 

○ 室田委員：それを、県なら県でそのマニュアル化をしていただいて、よかったらやっ

てください、というようなことで自治会に投げて。 

 

○ 関委員：自治会に投げていけば、県の影響力もあるでしょうから、そういうのだった

ら、予算を出して少しやってみようという話になるかもしれません。 

 

○ 室田座長：その辺は、いかがですかね。 

 

○ 平井政策部長：すみません。少しいろいろありますが、私はこの立場だとあまり発言

しちゃいけないのですけど、実は横浜市民ですので、町内会の活動はどっぷりやっていま

して、なので、そっちのことも人よりは分かるのですけれど、まず県の立場からご説明い

たしますと、自治会のことは非常に難しくて、議会でご質問を受けたこともあるのです。

一義的には基礎自治体ということで、市町村のお仕事になってしまうと。これが通り一遍

の県としての公式な立場なのです。 
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 関委員がおっしゃっていましたけれども、自治会のサポートを、このマネージャーのよ

うな仕組みというのは、本来であれば、これは基礎自治体に十分に手が足りていれば本来

業務でやる話だと思うのですね。 

 ところが、今実態は恐らくできていなくて、私の住まいは横浜市中区なのですけれども、

ここから歩いていける所なのですが、実はそんな所でも人手があるようでなくて、自治会

の会長がずっともう長くやっていると、そういうタイプの古いまちなものですから、活動

はかなり活発でお祭りも自分が死ぬのではないかというぐらいやらされますけれど、役員

も当番制じゃなくて、私なんかは青年部入ってもう万年役員になっちゃっていて、死ぬま

で抜けられないのです。そんな所でも後継者もいないし、お祭りも以前の規模ではできな

いので、口の悪い横浜市の職員もいるのですけども、これが町内会は限界集落みたいだと。

都会は限界集落という言い方をしているのです。ですから、マネジメントしてくれる仕組

みというのは、あれば本当に有効だなと。これは、住民としての本音で思いますね。これ

は、本当に住民が少なくなっている地方だけではなくて、本当に都会の中でも、先ほど秋

山委員がおっしゃったように、もしやる気がある住民の方がいらしても、若いうちにお仕

事をされているとお昼の活動ですから、もう帰ってきてクタクタになっているところへ夜、

休日というのは無理ですというのはもうほとんどですから、それは我々も分かっています

ので、そんな環境の中でうまくやっていくという仕組みは、本当に何かあったらいいなと。 

 行政も全部が全部丸抱えで全て住民サービスをできるものではないですから、それでＮ

ＰＯの皆さんがそういうことをやってくださる方がもしいらっしゃる場合にはうまく手を

組もうというような流れはできていると思うのですけれど、なかなかそういう大きな組織

立った動きになっていませんから、そういったものは県でどこまでできるかというのは非

常に難しいところはありますけれども、地域をつくってきっちりしていくという中では非

常に大事なことだなと思っています。 

 県としても受け止めの所に最後に戻らせていただきます。そういった話はよく分かる中

で、どこまで我々としていけるかというところは本当に考えさせていただきたいなと思い

ます。 

 

○ 冨田委員：これが進んでいるからと、どうしても横浜の将来像的なことで、今まさし

く皆さんのこういうお話を聞いていて、横浜にもそういう状況があるのだなと聞いて、少

しほっとしたのですけれど、まさしく湯河原町もそういう状況で、先ほど関委員からも有

償ボランティア、タパさんからも、もっと有償的に地域のために働いている人たちが仕事

とするべきで、そのとおりだと思うのですよ。ただ、現実として何か既存の自治会の活動

とか、お祭りを中心とした、これをそれにはめようとすると、少し難しい部分があって、

ただファミリーサポートだとか、子どもさんの支援とか、いろいろな新しい何か、行政が

できない、また、民間でもでき切れない隙間をこれはボランティアがどうしても埋めてい

くというのがやはり必要だと思うのですね。そこにやはりこの有償ボランティアみたいな

ものが必要だし、これは決して悪いことじゃないという雰囲気づくりもこれからしていか

ないと、全部をそれでやろうとしても、今のお話はまさしくなかなか難しいかなと。 

 でも、そうじゃない。ここから先は私の主観なのですけれど、ボランティアという言葉

が生まれて 25年ぐらいたつのですかね。その前はいわゆる奉仕という、これを広辞苑で引



105 

くと、つつましやかに務めるとかいう、こういう言葉なのですね。これは日本人が多分美

徳として、奉仕とボランティアが一緒になっているのは悪くはないのですけど、そこに縛

られちゃっていて新しいボランティア、マンパワー、あるいは高齢化が進めば、リタイア

組の方々がもう少しサポートする中に有償的なもののマッチングみたいなもの、二つに分

けてやっていくと、さっきおっしゃった部分に将来近づくのかなという、私の今までの意

見を聞いての思いを伝えさせてもらいました。 

 

○ 関委員：私も自治会で、専門がら、お祭りで有償ボランティアを提案した時に、やは

りシニアの方はボランティアでしかやりたくないというご意見でした。でも、若い人はそ

れでは集まらないので、両方を行う形で進めることになり、シニアはボランティアで活躍

していただき、若い高校生や大学生は有償ボランティアとして、結構いいボランティア代

を出したのです。そうしたら、結構人が集まりました。これを外部のイベント会社に丸投

げすれば、その２倍はお金を使うことになると説得して、有償ボランティア代を捻出しま

した。人手を集めてやって、お祭りを成功させましたが、多くの自治体にこのような発言

をする者がいるわけではないので、やはりマニュアルなり、何らかのやり方のノウハウ例

みたいなものを簡単にネットで見つけられれば、「こうした方法もあるよ」と自治会内を説

得もしやすいです。そういうものは、市町村ごとに任せておいてもマンパワーがないので、

それは神奈川県として、もしできるのであればと思います。本当は国とかにやってもらっ

てもいいと思うのですけれども、やはり大きな所でもう少し余力がある所がつくっていく

というほうがいいのかなと思います。神奈川県も大変だと思いますけれど。 

 

○ 室田委員：今のそういうのは、まずは事例集でもいいかもしれませんよね。そして、

こうやったら有償ボランティアをもっと集められるであるとか、あるいは一部は少し難し

いかもしれないけれども、こういう活動ができましたという事例集なんかでもあると、も

っとその地域の人たちがいろいろ活動しやすくなるかもしれませんね。それは欲しいです

ね。 

 

○ 関委員：事例集も普通はなかなか手に入れないので、さっき言った、エリアマネージ

ャーの専門家をそれこそ数人雇って、その数人の人がそれぞれの地域の自治会に説明しに

行く程度でしたら、小学校区域ごとには難しいですけれども、少しリーズナブルにできる

のではないでしょうか。 

 

○ 室田委員：仕組みがもう少しできるといいなといつも思っていますけどね。 

 

○ 冨田委員：今の続きになっちゃうのですけど、正に本当の自分たちが住んでいる地域

のためのそういう役目というのがあるのですけど、もう一つ、代表的な民政員という、こ

れは一応国の法律で昭和のだいぶ昔からあるそのままで、これも多分国がそういう人を推

薦しろというので、行政が推進するわけですけど、これはそのコミュニティーの皆さんに

相談するしかないのですね。やる方は同じ人ばかりで、恐らくこの大都会でこれだけ人が

いても、横浜市辺りの民政員は全部補充できていないのではないかという数字が出ますけ
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れど、そういったことも、もう戦後からこれだけ経っている時間の中で、そういう制度は

残すのですけども、お金だけでという解決はできないですけども、ある程度の支払はでて

くるのですけれども、やはりそれそのものもみんな使命感でやっていても結局義務感と使

命感で、最後はそれが重荷になっちゃって受ける人がいなくなってしまう、こういう現実

問題もあります。これは民政員がいないと、やはりいろいろな仕組み、保育園のことはど

うするの、とか、現実問題もありますし。ですから、本当にこれは国に対して県からいろ

いろ問題提起してほしいのは、そういう昔ながらの法律の中にそろそろ時代に合わせなき

ゃいけないことがたくさんあるような気がしますので、地方だけからの考えではどうにも

ならないものはありますよね。これは、県の役目として少し頑張ってほしいなという。こ

れは少し地方創生に合うかどうか、無理かもしれませんけど、現実としてそういう現実が

あるということだけはお伝えしておいたほうがいいと思いました。 

 

○ 室田委員：そういうしっかりしているというのは、さっきの子育てとか、やはりその

辺がなかなか難しいという話が冒頭に説明としてありましたけれども、そういったことを

やはりサポートできるというのも、そういう地域がしっかりしているとその中でしていけ

ることだと思いますので、私は地方創生に結び付くというか、子どもが増えていくという

ことに結び付くのではないかなと思いますけどね。 

 

○ タパ委員：企業とか、その勤めている人たちが、例えば夜ＰＴＡの会議があるので、

飲み会が出られないということは周りがすごく嫌な目で見るじゃないですか。あれは、社

会参加がすごく大事であって、そういうコミュニティーのために関わることも立派なこと

だと会社とか、周りが見ないと、あまり制度とか、お金だけじゃなくて、社会の判断が、「Ｐ

ＴＡを優先しているなんて、ちゃらい」みたいな感じに思われると、特に役員をやるのは

仕事に影響があるから困るとか、そういうことはあまりやっちゃいけないと思うのですよ

ね。だから、今ここで解決する案はないのですけど、やはりそういう世論が社会に参加す

ることが、地域社会で働いている人自体にも関わっていくべきなのだということは、もっ

と社会がうまく受け入れるというか、企業はそれを進めるというか、そういうことをすれ

ばもっといいのではないかと思います。 

 

○ 平位委員：確かにそうですね。２、３年前ですかね。今度自治会の役員をやるので、

何週間かは５時頃に帰らせてくれと、やはりすまなそうに言うわけですよね。実際、それ

でうちに帰ることはもちろんしないのですけども、やはりそういう土壌はまだありますよ

ね。地域社会で何かやるということは、もちろん年次休暇を取れば何の問題もないのです

けど、そうはいかないじゃないですか。そういった土壌も少し醸し出すというのですか、

醸造するのがやはり必要ですよね。 

 

○ 関委員：最初インフラ整備の話から自治会をうまくそういったものに役立てていくと

いうお話になったかと思います。都市計画の話を最初にさせていただきましたけども、そ

ういうところにも自治会の関心があったり、関わりたいと思っても、結構最初からデベロ

ッパーが決めていて、そこになかなか住民意見が反映しにくいという現実があります。例
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えば、今回の会議でも、人数が多かったときはあまり発言しにくかったのですが、このぐ

らいの人数だといろいろと話をしやすいように、もう少し住民の声を聞くためには、声を

発しやすい場所を設ける必要があるのではないでしょうか。住民の声をちゃんと反映、ス

タートラインから、まちづくり計画に反映するのだという方向にしていくと、より実際の

声も聞きやすい。もちろんそれを全部反映するのは難しいです。いろいろなことを言う人

がいるので、大変ではあるのですけれど、より良い町ができるのではないでしょうか。そ

ういうことを、都市計画をするためにはしなければいけないという形に、例えば県の条例

で決めれば、デベロッパーさんはやらざるを得なくて、それにコストを掛けることになり

ます。例えば住民用の説明会をやらなければいけないので、結局今、形ばかりの説明会が

あちこちで行われていますが、もう少しその規模について規制を設けるとか、住民意見を

都市計画に反映させるための枠組みづくりを県でできないでしょうか。大変なことだとは

思いますけれど。 

 

○ 室田委員：でも、今都市計画は基本市町村でいろいろ場を設けていますよね。県とし

てできることというのは、どういうことがありますか。 

 

○ 平井政策部長：都市計画は、私はそれほど詳しくはないのですけども、制度として基

本は大きなものは国が決めたり、県が決めたりというところが、逆に住民に近い所で全部

決めていただくという形で、今はそういう大きな流れで来ているのですね。制度もそのよ

うに変わっていますし、実は関委員がおっしゃったように、横浜市の話は県が出てこない

というようなご意見でしたけども、実は特に政令指定都市なんかはそうなのですが、そう

いったところには、逆に言うと、県としてそういう個別の地区の自治会のあり方というよ

うなところではあまりもうほとんど口は出さないで、その地域に合ったやり方で、その地

域でつくっていただくような制度の法体系に実はなっていっています。ですので、それに

逆行しているような形になりますから、そこで新たな制度の権利、例えば条例というよう

な形では、なかなかそれは難しいかと思います。 

 

○ 関委員：一つの地域ごと、それこそ市町村ごとに決めていく流れの方がいいという点

は、私も方向性は非常に分かります。ただ、国の役割と同じように、全体の仕組み、手続

きについても全部お任せというのはまた違う話です。例えば神奈川として地方創生につい

て地域のコミュニティーを生かしたまちづくりをしたいというのが全体の方針としてある

のであれば、その方針を生かしうる一定の手続きを踏まなければいけないという手続き論

のところもやはり規制していくことは難しいですか。あとは、その地域ごとに中身は決め

てくださいという話にはなるとしても。 

 

○ 平井政策部長：かなり法律等でがっちりと手続きまで規定されていますので、もし県

で考えるとすれば、そういった理念的な部分でこのようなことをしっかり意識してくださ

いというようなことを何らかの形で意思表明するぐらいしか、実際のところはできないの

かなと思っています。確かに非常に大事なことですし、まちをつくっていくのもそこに実

際に住んでいらっしゃる方のご意見を聞くというのが一番大事だと思いますから、その中
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で、ちゃんと機能しているのであれば、決められた手続きどおりにやっていけば本来であ

ればちゃんと意見がしっかり反映されてくる、そういう仕組みになっているはずなのです

けれども。 

 

○ 冨田委員：土地計画ではないのです。私もそういう専門家ではないのですが、例えば

この湯河原でも昔は例えばマンションができるというと、これは都市計画というより、ど

ちらかというと建築の方なのですけど、建築の許可が基本的には今は民間がやりますけど、

当時はずっと県で、例えば一つ大きなマンションができます。その期間中はその工事関係

者は地域にすごく配慮するのですけども、遠い昔は市町村がそういうときに新しいものが

できると行政協力金といって、お金みたいなものをもらったりとかして、建てることはも

うＯＫが出ますので、当時は市町村と末端がどう関わるかということで、数年前から始め

たのですけど、やはりパブリックスペースを災害時に提供してくださいということを企業

者側とも約束をして、最終的にお部屋を買う、販売する側にもそうしないと、コミュニテ

ィーが。例えば建てるときは企業者がすごく地域に配慮するのですけど、売ってしまえば

いなくなるわけですね。そのマネジメントをした人たちは。ということは、買った人たち

はそんなことを知らないわけで、そこにパブリックスペースだけが災害時において提供す

るということをあらかじめ開発のときに約束をしてもらって、そして、販売をするときの

重要事項にも入れてもらうというような、そうすることによって、地域の人たちもそれが

できることによって、多少のメリットが。それで新しいものですから、耐震性もいいでし

ょうしというふうに、そこは非常に安易に考えちゃうのですけど、そんなことはやっては

いるのですけど、ただ、そうしていかないと、失礼ですけど、ボーンと企業理念がありな

がらも実際いなくなってしまうと、買った人たちと、もともとあったコミュニティーに摩

擦が生まれるというのはやはり過去に結構あったので、だから、それは都市計画の仕組み

というより、建築をよしとする中においての土地利用の関係とか、そういった中での交渉

事として一つのあれでやっていると思うのでね。 

 

○ 室田委員：すみません。時間も押してきましたので、インフラの話、もしくはこちら

の基本目標４で書かれているようなことについても、こちらに道路網とか、鉄道網の話で

あるとか、それから空き家、ハード関係ということで、バリアフリー、先ほどユニバーサ

ルデザインではないかと私が言いましたけども。あと、地域ケアシステムであるとか、包

括ケアであるとか、介護サービスの話、高齢者の支援の話、あるいは未病センター等の話、

こういったものも書かれておりますけれども、人とコミュニティーの話はかなり出てきま

したけれども、それ以外の所でありますでしょうか。 

 

○ 冨田委員：ハード面で、これはどこの市町村も多分そうじゃないかと思うのですけど

も、どこにおいてもその地域のコミュニティーのよりどころとしては、さっき消防団とい

う話も出ましたけども、もう一つはやはり地域の公民館、湯河原では多分地域会館という

のですけど、それぞれの地域にそういった寄り合い場所があるのですけども、これは多分

どこもかなり老朽化しているはずだと思うのですね。こういったものを例えば人口が減少

していくわけですから、その方向なので、例えばそういうものを新たにリニューアルする
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か、また建て直しするとか、二つを一緒にしていくとかいうことは必然的になってくると

思いますので、こういったものに対して国がやはり積極的なサポートをして、そういった

集える場所というものを、ソフトの面ではＡとＢを一緒にするとなると、必ずこれは摩擦

が起きますけども、ただ、ハード面においてはそういったものを推進する中で、やはりこ

れはお金の掛かることですので、そういったものを後押しできるような仕組みを県と国辺

りが考えてもらいたいなという気はします。要望的な意見で申し訳ないですけれども。 

 

○ 室田委員：この高齢者の関係であるとか、あるいは最近よく言われているのは、多世

代というのがいろいろ注目されていると。高齢者の方をいろいろサポートするということ

もありますけれども、それだけではなくて、多世代ということで、子ども、子育て世代と

か、あるいはもっと若い人も含めたまちづくりというようなことも最近注目されているか

と思いますけれども、そういった辺りで何かございますか。特にインフラ関係も含めまし

て。 

 

○ 関委員：先ほどインフラとコミュニティーに分けた方がいいというお話をして、コミ

ュニティーに触れたと思うのですけども、それに当たってのタイトルを少し考えてみまし

た。今コミュニティーという話がここで多く出たので、例えば（２）を「コミュニティー

が活性化するまちづくり」みたいな形で、コミュニティーをキーにしてはどうでしょうか。

つまりシニアだけとかにしてしまうと、子どもとかが入ってこず、今おっしゃった多世代

型の交流というのが入ってこないので、コミュニティーを活性化するまちづくりというの

を人の方にして、そちらにここの（１）の②に入っている、「多世代が居住し、」という丸

ポツと、「医療、介護、生活支援などのサービスを身近に」という丸ポツと、「介護サービ

スの提供に必要な介護人材の育成」と、「身近な場所で未病」の辺りをそちら側にして、こ

れをそのまま残すとして。 

 残りを、もう一つのインフラの方にするといいのかなと思っています。①の「交流と連

携」と、②の「都市機能」と「地域の特色」と「段差解消」を入れます。そうすると、下

の方を活力と魅力、「コミュニティーが活性化するまちづくり」とすると、少し（１）のタ

イトルの方がうまくインフラということが伝わらないので、逆に（１）のタイトルは、例

えば「活力と魅力あふれるインフラづくり」にしてしまって、このまちづくりという言葉

は（２）で使ってはどうでしょうか。そういうふうに整理をすると、今おっしゃった、多

世代という話が進んでいく形で、少し整理できるのではないでしょうか。 

 

○ 室田委員：「活力と魅力あふれるインフラづくり」というようなお話と、それから「コ

ミュニティーを活性化するまちづくり」というような形に、二つに分けてはどうかという

ことなのですね。 

 

○ 関委員：はい。 

 

○ 室田委員：今それぞれの分け方をおっしゃっていただいたので、こんな感じで。 
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○ 平井政策部長：ここの所は、事務的に整理をさせていただくと。今ご議論いただいて

います、お話がありましたとおり、コミュニティーの話もだいぶ出てきましたので、そう

いった分け方をすれば、またここも（１）だけじゃなくて、（２）にもできるかと思います。 

 

○ 室田委員：高齢者に「持続可能な」と書いてありますが、持続可能であるためにはや

はりもう若い方が住みよいということは非常に重要ですので、こちらの中身がやや高齢者

寄りになっているような印象を受けるのですが、子育てをしやすいまちみたいなことをも

う少し強調していただいた方がよろしいのではないかなと思います。 

 

○ 平位委員：あと、全部に共通するのですが、やはり一つの切り口は防災という切り口

が全部に掛かってくるので、ハードもソフトもそうだと思いますし、やはり命あっての物

種というぐらいですから、防災をうまく使えないかと。例えば、安否確認も全部そうなの

ですけど、もちろんソフトも使えるのですけども、やはりその辺が基礎になってコミュニ

ティーがあると思うのですね。それで、防災というのも、当然インフラにも掛かってくる

わけなので、うまくいい言葉が出ないのですけども、防災を一つの共通の切り口で、そん

なのがうまく入るといいのかなと思います。そんな具体的な提案じゃなくて申し訳ないの

ですけども。 

 

○ 室田委員：もしあれでしたら、先ほどの活力と魅力あふれるインフラづくりの下の幾

つかやっていく中に、防災を強化というのも入ってもよろしいですし、あるいはそれをコ

ミュニティー側で支えるとすれば、その中で防災を、例えばみんなで支えるというような、

みんなで参加する防災まちづくり、みたいなことが入ってもよろしいと思うのですよね。 

多分アンケートをやりましても、住民の方が一番トップに出てくるのは、やはり防災と

いうのが今非常に強く出てくるものですから、その辺はもう少し強調していただいた方が

よろしいかなと。それも、やはり持続可能の意味も大変重要かなと思います。 

 ほかにご意見、ございませんか。空き家対策は先ほどご意見が秋山委員から出ておりま

したけれども、これはどんな形のまとめで、何かアイデアはございますか。 

 

○ 秋山委員：難しいですね。 

 

○ 室田委員：ここは、ただ地域資源として生かせるかどうかというところ、まずそれを

しっかり見極めてほしいという意見ですね。 

 

○ 秋山委員：そうですね。その見極めは非常に大事なので、ただ残すという議論じゃな

いものがあるといいなというのはすごくあって、おっしゃるとおり、固定資産税とか、い

ろいろ問題はあるのですけれども、空き家じゃないのです。多分土地の問題なのではない

かなという、建物の問題というか。 

 

○ 室田委員：では、空き地、両方入ってもよろしいでしょうし、今あまり使われていな

い土地というと、例えば耕作放棄地なんかもそうですよね。そういったものもあまり使わ
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れていなくて、使われていないものでも何となくその場にあるものというのが、今たくさ

んございますよね。神奈川県にも非常にたくさん耕作放棄地もあれば、空き地もあれば、

空き家もあるというようなことかと思いますが、その辺をもう一度実は見直しをしていっ

て、より良い活用の仕方というのを本来検討するべきかなと思いますけれども。 

 

○ タパ委員：思い付きですけど、空き家があって、それが住めるような所だったら、例

えば若い夫婦が子育てとかをしやすくなるように、そういうおうちに引っ越して入ってい

けるような、どういう事例があって、例えばどこに行ったら、そういう空き家があるとか、

そういう情報がどこにあるかというのが分かるといいなと思いますね。あるいは、その空

き家を少しだけリニューアルするためにどのような会社に連絡を取ったらいいかとか、全

部行政が用意してあげることはないにしても、情報を出してあげることは。そうしたら、

ほかの所に空き家があって、そこに住めるのだったら、子育てをしやすいし、１軒あれば、

となるでしょうし。 

 

○ 室田委員：今、空き家情報システムというのを、結構各自治会で作っていらっしゃっ

て、自治会と地元の不動会社と一緒になって、そういう。 

 

○ タパ委員：あるのですか。 

 

○ 室田委員：はい。サイトを一応立ち上げてはいるのですが。 

空き家バンクですね。ただし、それでどの程度、実際使われるかというと、なかなか難

しいのですよね。 

 

○ タパ委員：まだ仕組み程度のあれですね。 

 

○ 室田委員：なかなか難しいかと思うのですけれど。 

 

○ 秋山委員：行政区分で言うと、行政施設で活用し切れていない空間というのも、すご

くあると思うのですね。そこの有効利活用は、条例で結構使用用途が、がちがちになって

しまっていて、川崎ウェディングを僕はやっていて、そのそもそものスタートは行政施設

でウェディングをしようというのから始まったのですね。それは、市議会議員の方から行

政施設の有効利活用の案を出してくれと言われて出したやつなのですけれども、要はいざ

やろうと思うと、条例の壁に阻まれてしまって、あと指定管理者さんとの連携をどうやっ

ていくのかとか、やはりその行政施設に関しても空き家だけではなくて、どう活用してい

けるのか、もちろん県庁さんでウェディングとかもやっていますし、そういったことも神

奈川県としてどう取り組んでいくのかというのはあってもいいかなという。 

 

○ 室田委員：目的外使用みたいなことですよね。 

 

○ 秋山委員：そうなのですよ。 
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○ 室田委員：目的外使用というのはなかなか厳しいのかもしれませんが、その辺がやは

り突破されないと、せっかくあるものがうまく有効活用できないとか、なかなか大変なお

話かもしれませんけれども。 

 

○ 秋山委員：そうですよね。結構ミューザで結婚式をやったのですけど、あそこは音楽

での利用以外無理なので、音楽家の結婚式とか、そういう突破の仕方をしたのですよ。そ

れももう少し突破しやすいといいなというのは。 

 

○ 室田委員：でも、そういったことも多分長期的にやはり見ていかないと、せっかくあ

る、いろいろな資源がうまく使われてこないということかなと思いますね。いったんつく

ったものが、やはり社会の変動とともに利用ニーズがどんどん変わってきているので、そ

こをうまく変更していかないと、社会として非常に無駄が多いということになるわけです

ね。 

 

○ 秋山委員：先ほどの公民館とかも、もしかすると行政の施設をそのまま使えれば、も

っとスムーズにいくということもエリア的にはあるかもしれないので、それは結構考える

と特効性もあるかなと。 

 

○ 関委員：いろいろと伺っていて、もう一回自分なりに少し整理をしてみました。１番

目の先ほどの「活力と魅力あふれるインフラづくり」なのですが、そこに挙げられる項目

として、５点あると今伺って認識しました。 

 一つは、「交流と連携」の所に道路網のことがあるのですけれども、こちらがまず１点目。

あとこちらは鉄道しか入っていなくて、せっかく先ほどバスが重要だという話があって、

高齢社会では孤立化とかも含めてバスの重要性というのが出てくると思うので、ここに交

通網という点で両方入れるのが１点目。 

 それから次に、交通網の設備なので、関連して段差をなくすといった、ユニバーサルデ

ザインの仕組みというのが多分次に来て、段差解消の話は少し下に入っているのですが、

それが道路の話です。 

 その次に今度は空き家の話をするか、拠点づくりを先に持ってくるか、それはどちらが

先かは整理の仕方によると思うのですけど、道路の後に今度はそういったスペースについ

てまとめるのがよさそうです。全体の地域としての拠点づくりの話があって、そして空き

家の話があって。 

 そして、最後に出てきた防災の話。この五つぐらいに整理をすると、流れとしても分か

りやすいのかなと思います。 

今度はもう一つ、「コミュニティーを活性化するまちづくり」は、こちらは、まず住む場

所の話があって、その場所の中に出てくるのが、ここで言うと健康団地の話が出てくるの

ですけれども、でも、団地だけではなくて、右側にある、幼老複合施設の話とかがありま

すので、そういうものも含めて団地施設。そして、先ほど出たＣＣＲＣも、ここに入ると

は思います。そういったいろいろな形が、地域ごとに違ってくるので、ここはより地域の
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特性を生かした住み方のコミュニティーづくりみたいな形で一つまとめます。そして、そ

れをより包括的にまとめる、医療と介護の仕組みとして、地域包括ケアを位置付けます。

そして、神奈川県の特徴として、その地域包括ケアの中でも医療をピックアップしたのが

未病対策です。そして、もう一つ出てくるのが、最後の人材育成というところです。その

人材育成の中にエリアマネージャーの話もありましたし、ここにある介護の人材育成もあ

ります。もう一つ、先ほどの自治会など地域にある人材をどう生かすかという話があるの

で、そういう形でまとめて話を持っていったら、今日のご意見も含めて、ビジョンがまと

まるのではないでしょうか。 

 

○ 室田委員：非常に分かりやすかったと思うのですけれども、そんな形で。空き家の所

はもしあれでしたら、今使われていない、様々な地域資源、地域資産をどう有効活用する

か、そういうのは少し視点を広げていただいた方がよろしいかなと思いますけれども。今

まとめてくださったことについて、もし追加で何かございましたら、是非お願いしたいの

ですが。 

 

○ 関委員：あとは、一番上の基本目標の所ですが、タパさんのお話にあったように、少

し違う価値観の幸福度を追及するとか、人口減少社会に合った幸せづくりのまちづくりみ

たいな、イメージ的な、例えば少し休みが多く取れたり、ぼーっとしたりもできるような

目標を設定するとよいかと思います。 

 

○ 室田委員：ゆとりが。最初におっしゃった、一つの価値観しかないというか、日本人

ががちがちの真面目過ぎるという話がありましたから。 

 

○ 冨田委員：そこが実は自分自身も思っていた部分と、今回実はまちの中だけですけど、

中学生だけアンケートを、中学校は１校しかないもので、結局傾向として地方創生のいろ

いろなアイデアの中に中学生がそういうことを一番述べているのですね。 

今、言葉が五つぐらいあったのですけど、いわゆる人の温かさみたいなものが地域の創

生に役立つと、大人の意見より中学生がそういう意見を、本当にまさしく、若い人たちも

そう思っているというのはある意味少しほっとしたのですけども、是非そういうイメージ

を少し入れていただくとこれは一つありかなと。 

 

○ 室田委員：基本的方向としてね。そして、それを多分いろいろな地域の受け皿として、

そういう所もあるのだと思いますし、そういう特別な受け皿じゃなくても、自治会でした

らその地域に応じた、そういう人たちの受け皿づくりとか、多様な社会、多様な人間性と

いいますか、それをどうやって受け止めていくまちづくり、地域づくりにしていくか、み

たいなことが最初にあってもいいかなと思いますので、是非入れていただければと思いま

す。 

 併せまして、留学生の話が。 

人材のところでしょうかね。留学生の人材、本当にまさしく人材なのですけれども、人

的資源ということで、是非雇用を生かして、いろいろな所にそういった人材を是非活用す
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る場を設けていくというようなことが必要かなと思います。 

 

○ 平位委員：支援じゃなくて、活用なのですね。 

 

○ 室田委員：はい。 

 

○ 関委員：留学生に限らず、学生もそうです。大学はいっぱいいるので、日本人の学生

さんも含めては。 

 

○ 室田委員：留学生、学生。もしかして本当に働きたい、何かをしたいと思っていて、

今あまりその機会がない方というのは、たくさん高齢者の中にもいらっしゃると思います

ので、含め過ぎかもしれませんけれども、そういった方々ももしかすると入れてもいいか

もしれません。多分留学生は少し新しい視点かと思いますので、是非入れていただければ

ということです。 

 

○ 秋山委員：そのコミュニティーの中に、海外の方であったり、そういったものをもっ

と含み込んでもいいかなというのは少し思っていて、僕が住んでいた地元にインド人の方

がいて、夏祭りのときにカレーを作ってくれたのですよ。めっちゃうまくて。そういった

受入体制があると、やはり和気あいあいとできるのですよね。その地域にとって、海外の

方もそうですし、もうウェルカムな雰囲気をどうやってつくっていくかという部分とかが

あると非常にいいかなというのは思います。 

 

○ 室田委員：今はあまりないので、ある特定地域に結構集まって住んでいらっしゃると

ころが多いのですけれども、本来はもう少し。 

 

○ タパ委員：日本社会とソーシャルインテグレーションができないというか、もう個別

にどんな問題がその中にあるかも、日本側も分からないし、そこがどんな生き方をしてい

るか、それが本当に多様な物の見方があるので、日本社会にとっては本当の刺激になるは

ずなのに。その辺があまりうまくいっていない所も多いので。 

 

○ 室田委員：そうですよね。まとまって住んじゃうと、ほかの日本人との交流がその分

減ってしまいますし、すごくもったいないことだと思います。これからどんどん海外の方々

が増えてくると思いますので、是非そういった視点を入れていただければと思っています。 

 

○ 関委員：ちょうど昨日、ゼミ合宿をやって、大学院生を三崎に連れていきました。留

学生は、あちこち日本を旅行したいと言っても、なかなか自分たちでは動けません。そう

したなか、初めて畳の上で、布団で寝たという学生がいました。それが楽しかったという

話などがあり、そういういろいろな体験をしてもらえるといいですね。それこそ湯河原と

かの温泉に連れていければいいのにと思いながら、なかなか教員も忙しくてできなかった

りします。でも、いろいろな機会があるといいなと思います。 
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○ タパ委員：そうです。 

 

○ 関委員：正にそういういろいろな取組みを誘発するということも重要だなと思いまし

た。それ楽しいですし。 

 

○ 室田委員：是非その辺の、特にこれはソフト面ですね。是非よろしくお願いしたいと

思います。 

 

○ 三崎委員：多分このまとめ方の部分で、基本的方向で先ほど理念的なものを入れた方

がいいというお話だったのですけど、そもそも今ある、基本的方向の所に具体的なものを

書き過ぎている気がして、それが下の部分と重複している感じがあるので、上は本当に理

念的なものと、あと基本的方向なので、やはりそこの場に住んでいる住民の意見をまずは

取り入れられるような場をつくるところからスタートして、そこを基にして地域ごとに何

を中心にまちづくりを進めるかを決めていくという話が多分出ていたと思うので、それが

方向性だと思うので、そういうことを頭に持ってきて、じゃあ、中身は何かが、先ほど関

委員がおっしゃっていただいたことが下に書かれていると、より分かりやすいかなと。 

 

○ 室田委員：そうですね。おっしゃるとおりだと思います。これは、あまり理念じゃな

いですものね。具体的な下のものを、そのまま上にまとめてしまいましたという状況にな

っているかと思いますので、是非考え方、最初かなりもう既に考え方は出ておりますが、

そういった多様な価値観や、多様な生き方を受け止められるようなまちづくりであるとか、

地域づくりであるとか、あるいは様々な海外から来られているような方も、これからどん

どん国際化もさらに進展していくと思われますけれども、そういった方々がもっと生き生

きと暮らせて活用されるような地域社会づくりであるとか、そういった理念をもう少し入

れていただければありがたいなと。そして、住民の声が反映されて、その地域らしさが実

現できるようなまちづくり、地域づくりであるとか、そういったことがもっと出てくると

よろしいかなと思います。 

 

○ タパ委員：活用と、さっき私も言ってしまいましたけど、活躍ぐらいにしてください。 

 

○ 平位委員：活用だと、そうですね。 

 

○ 室田委員：じゃあ、活躍できる場ですね。 

 

○ タパ委員：そうです。 

 

○ 平位委員：活用って、上から目線の人だものね。確かにおっしゃるとおり。 

 

○ タパ委員：使ってやろうみたいな感じで。 
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○ 室田委員：じゃあ、そんなところでよろしいですかね。ありがとうございました。少

し時間が延びてしまいました。大変恐縮でございましたけれども、それでは、これで終了

させていただきたいと思います。 

 この後はどうなりますか。 

 

○ 平井政策部長：流れ解散ということになって、あちらは終わっているみたいなので、

今日は本当にどうもありがとうございました。 

 

○ 一同：ありがとうございました。 

 

○ 平井政策部長：たくさんご意見いただきまして。 

 

○ 室田委員：次回は 10 月 21 日水曜日が第４回を予定しているということで、やらせて

いただければと思います。 

今日まとめていただいたご意見をまとめていただいて、次回発表していただくというこ

とでよろしいですね。 

 

○ 平井政策部長：はい。 

 

○ 室田委員：それではそういった形で今後またどうぞよろしくお願いいたします。今日

は長時間にあたり、大変ありがとうございました。 
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